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AS T M研 修 会(3)

4 芦屋浜シーサイドタウンの建設現場を

たずねて( その 3 )  

一 入居が開始された超高層住宅群を見る一

古くから日本を代表する文化都市、芦屋のイメージをさらに高め

新しい住環境のモデルとなる芦屋浜シーサイドタウンの建設は、工

事の着工より 3 年有余・ ・、いよいよ中心部の高層住宅地区の完成

が近づき、この 3 月からは入居が始まります。

六甲の山なみを背訟とし、詩歌にうたわれた芦屋の浜辺に 126ヘ

クタールに及ぶ広大な埋立地( 甲子園球場の32倍) を造り、世界に

も類をみない理想的な住宅都市を創り出す・… ・しかも提案競技によ

って、建築 界の技術と知識を最高に駆使した A S T Mプロジェクト

の総合結集ともいえるユニークな芦屋浜シーサイドタウンの完成は、

わが国はもとより、国際的にも注目されてきました。

本会では、提案コンクール入選の時点より、この画期的なプロジ

ェクトの研究を追求し、一昨年、昨年と )1頃を追って説明と現地見学

を i A  S  T  M研修会」と称して開催してきましたが、前回に引きつ

づき A S T M共同企業体の多大のご協力をいただいて、今回は新し

い芦屋浜のメインゾーンの高層住宅を主として見学する機会を得ま

した。 ふるってご参加下さし、。

日 時 3 月 20 日( 火) 集合13 :  30→解散16 ・30

集合場所 阪神ｾｬｊＺＮｑ ｉ ・神戸線「芦屋 ｊ 駅周型改札出口付近 ・ 目

t築会政

〔参考〕 集合所までの交泊代は各自ご負j B _ 闘います。

大阪よリ・ーー阪神t正Jli 、神戸万面行特急来Jli (毎日寺 0 時より 12分r，11隔で発

'l i J →f ' hl 駅 Fll i ( 所要約20分・巡貨 I

J

，; 且 150Pl l →芦屋から現地までは

A  ｓｔ ｍｊｈ［ｉ ｩ￮ＧＺｾ体 よリご悦供向マイクロパスでまいリますＮ

定 員 50名

参加会費 会 貝 600 円 l

} 当日受付でいただきます。

会貝外 800 円 j

スケジュール

( 今 回は主に、見学を主体といたします )

(1)説明その他

講師 A S T M共同企業体総合工事々務所長 山野 浩氏

ほかご担当者

(2) 見学、質疑応答

申 込 往復はがき l 名に l 枚限りとします。はがきには氏名 ・

勤務先名・役職 ・連絡電話番号 ・返信用宛名 ・郵便番号

を洩れなく記入し、 i A S TM研修会(3)J と明記の上 3 月

12 日( 月) まて' に建築協会事業課宛お申込みのこと。た

だし定員を超過した時は、会員を優先の上納せんにて決

定してご通知いたします。

日本建築也会会告 一一一一

小林ピル新築工事

‘ ホテル「ホリディイン南海大阪J を見る

御堂筋が道頓堀川と交わる地点に、大阪ミナミには珍しい高層の

ホテルが、この 4 月にオープンします。

建物の名称、「小林ビルJ は、施主側泉屋商腐の社長の名に因んで

つけられたものですが、竣工後は全館一括して側ホ リディイン南海

により、ホテル、ファッション庖舗ビルとしてスタートします。

大阪文化のふるさと「みなみJ と新しい大阪の代名詞ともいえる

「御堂筋」との接点の立地をフルに生かして、建物は敷地 利 用 上に

おいても、デザイン上においても密度の高い空間づくりを目指して

おり、特に 御堂筋のもつ「さわやかさ」と、ミナミのもつ「親しみJ

を表現するよう努力されています。

正面凹型のファサード、 3 階の屋上庭園等の空間構成や、パール

グレイの高層部とレンガタイルを張った低層部の素材選定 、色彩 計

画などがその例です。

また、世界に 1700余カ所のチェーンを持つホ リテ・ィインホテルの

規格に基づく客室計画、ホテルの性格つサに大きな役割を果たすパ

ブリックスペースのインテリアデザインなど . . . さ らに眼下に大阪

ミナミを見おろして都心でリゾート感覚を楽しむことのできる屋上

のプールは大阪でも類をみないファッションプールとしてこの建物

の特徴を現しております。

今回は側泉屋商庖ならびに側ホリディイン南海の特別のご厚意と

附来畑建築事務所、戸田建設側の多大のご協力により、オープン直

前のご繁忙のなかを見学させていただくことになりました。多数の

ご参加をお待ちします。

日 時 3 月 28 日( 水) 集合14 : 00→解散16 :  30 

集合場所 見学場所の「ホリディイン南海大阪」の建物の正面玄関

前、路上 ・目標会旗

ただし、大阪・地下鉄 ・御堂筋線「錐波J 駅下車→一番怖図書干りの改札出

口より地上へ出て北へ徒歩 3 分、御盆筋、道頓堀川の北京角。

定 員 30名

参加会費 会員 400門 会員外 600円 当日受付にていただきまする

申 込 往復はがき 1 名 に 1 枚限り とし、氏名 ・勤務先名・所属

部課名・連絡電話番号・返信用宛名 ・郵便番号を記入し

3 月19 日( 月) までに「ホリディイン南海大阪の見学」と

明記の上建築協会事業課へ。

建築概要

所 住 地 大 阪 市 南 区 久 左 衛 門 町2浩一 1

施 主 昧 式 会 社 泉 属 商 庖 代 表 取 締 役

小林順蔵

株式会社ホリ ディイン南海( テナ

ント内義工事)

設計監理係式会社束畑建築事務所

縮 工戸国主主主主徐式会社

戸田建設南海i j ¥般共同企業体

( テナント内装工事)

規 燥 地 下 2 階 地 上14階 熔 昆 3 階

精 進 地 下 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造

地 上 鉄 骨 鉄 筋 コ ンクリー ト造

敷地面持与 し834. 12m'

建築面積 l ，626. 84m'  

延べ面積 19，410 .37m'  (駐車場を含む)

軒 高 G L +  44. 95m 

底版下端 G L - 1O. 30m 

工 期 昭 和52年 3 月~昭和54年 2 月

・主な用途

地下 2 階/ 駐，. 場55古 地 下 l 冊~地上 2 階 / 7 7

y シ，ン広舗街 3 陣/ 位宜臨舗 . 宴会場 4 陣 /

結帥式2ι 宴会翁 5 陪/ フロ ントロビー. ラウ J ジ.

レストラン. 懐械室 6 附 - 14階/ 客唱 230喝 肱

1 : / フ? ヅンヨンプール
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一一一 一 日本建築協会会告

4 歴史的環境と建築設計

一京都でのいえづくり・まちづくりを中心に… ・

京都 ・倉敷 ・神戸 ・横浜… - ーなど、歴史的なまちにはそれぞれの

まちが歩んできた、さまざまな歴史を物語る長観があり、そこにか

けがえのない魅力を感じることがあります。

しかし、それらのまちはその伝統に埋もれているのではなく、今

目的に発展し、新たな都市環境を形成し つつあり、そうしたホまち

づくり砂は伝統的景観をさらに調和発展させるそれぞれの特色を生

かした創造的な試みがなされているようです。O l J えば京都では全国

に先がけて、先年「京都市市街地最観条例」を制定して積極的に古

都の景観を生かしたまちづくりが進められ、 「美観地区j や「特別

保全修最地区j など、市街地地区の特質を生かした、きめこまかい

、まちづくり' の指針が示され、注目されております。

今回は、行政の立場で、京都のまちづくりに取り組んでおられる、

京都市都市計画局の大西国太郎氏をメインゲストに迎え、また建築

家の立場から、先ごろ美観地区内での設計にたずさわれた生活空間

計画事務所の新田隆氏、さらに都市デザイナーの立場より、大阪 ・

中之島の景観問題などをユニークな視点で考え ておられる C OM計

画研究所の高回昇氏をゲストにお願いしてパネルディスカ γ ション

により京都でのいえづくり、まちづくりの手法を主な題材として歴

史的環境の保全と建築設計の問題点を話し合っていただくことにし

ました。また、当日は参加される皆さんから活発なご意見、ご質問

を受け、新しいいえづくり、まちづくりについて共に考えたいと思

います。ふるってご参加l下さい

日 時 3 月 31 日 ( 土) 開場13 :  30 

開会14: 00→閉会16 :  30 

会 場 薬業年金会館

( 大阪市南区特町 6 丁目 36 T  E  L06ー 768- 4451 )  

ただし大阪・地下鉄 谷町線「谷町 6丁目 J F  '11→ホ ームよ リ天 E寺お而

寄リの改札口を出て池上に t ったところ( 商側) の建物

定 員 50名

講 師 大西国太郎氏 (京郷市側市計副局風致諜主幹)

高田 昇氏 ( C OM計画研究所代必)

新田 隆氏 ( ｋ 性ｩＱ ｩｾｬｬｬｬ ， ｬ 十 ｬ 刷機所 Ｉ

司 会 者 土屋 敦 夫 氏 ( 金沢工業大・下品師 )

参加会費 会 員 800円 1

} 当日受付でいただきます。

会員外 1，000円 j

スケジュール

14 ・00→ 15 :  20 各ノ守ネラーの講演

15 :  30→ 16 :  30 ディスカッションと質疑応答

申 込 往復はがき 1 名に l 枚限りとし、氏名・勤務先名 ・所伝

I也・連絡屯話番号・返信用宛名 ・郵便番号を必ず記入し、

「歴史的環境と建築設計」と明記の上建築協会事業課へ

3 月23 日( 金) までにお申込み下さい。

。当日は京都市より、 「美観 地区そ の 他保存地区条例築 ｊ などの Ｑｾ

重な資料をいただく予定です。

a  

，輸相a過り商圃立薗図

- 予 告… … … … 4 月上旬の見学会のお知らせ… ・・・ 一 ( お申込は早い目に往復ハガキで ・詳細お間合せは卒業課へ T E  L  06- 231- 9640)  

‘ 高齢者世話ホーム「宝塚・エデンの園」、特別養護老人ホーム「栄光園」新築工事の見学会

日 時 4 月 10 日 ( 火) ・集合131侍20分( 於、阪急今津線「逆瀬川」駅前) ・会費 400円( 会日外 600円) ・申込〆切 4 月 3 日( 火)
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サグラダファミリア聖堂などで知られるスペインの建築家アント

ニオ ・7ゲウディの展覧会と映画・講義が下記のとおり開かれますの

で、希望者はごらん下さい。

と き 3 月 3 日( 土) → 3 月12日( 月) 毎日午前10時~午後 8 時

ところ 京都芸術短期大学奥心館

( 京都市左京区北白川瓜生山 2 ー116 i IL075一791- 9121)

入場料 一般 500門 学 生 400円

映画と携穫の日程

映画: GAUDI  毎日午後 5 時半より 50分間映写

講義 3 月 3 日午後 6 時半 ガウディの建築とデザイン

3 月 4 日午後 61時半 カタロニアの風土とガウディ

3 月 5 日午後 6 時半 スペインの歴史と日本 ・京都

主催= 京都芸術短期大学 ・ガウディ展委員会

2  

4 建築技術選書第 6 号・第 7 号発刊

日本建築協会60周年記念事業の一環として、すて' に第 l 号~第 5

号までの 5 選舎が刊行され好評をよんでいますが、今般 2 月10 日に

下記 2 選舎が新しく発刊されました。

園 コ ン ク リ ー 卜 工 事 の 管 理 / 奥 島 正 一 編 著

回構造計画とやさしい力学1( 柱・はり編) / 須賀好富著

ご議設をおすすめいたします。

なJ昔、昨年に発刊の 5 選告は、つぎのとおりです。

田茶室の話/ 岡回孝男

図 ビルの省エネルギー/ 中 村 猛

国建築とコンビューター 1/ 魚木晴夫

回都市の下水処理/ 松永一成

回すまいの語緑 ( ユニークなチェックポ イン卜 ) / 茶谷正洋

いずれも、 A 5 判、 136頁- 160頁、定価￥ 1000です。

企画: 日本建築協会 発行: 学芸出版社

ただし、日本建築協会会貝または会員の紹介で事務局( 大阪市東区

北浜 3 - 3 7電話06- 231- 9648) まで買いにこられた方に限り、 l 割

引の 900円て頒布いたします。( 送付希望の方は￥ 900+送 料 ( 1  

冊につき 160円) が要 ります。
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.3月号/ 商業空間の公共性

・4 月号 / コンク リートのひび

われ

・5月号 / 日影規制

・6 月号 / ホテル建築の設備

・7 月号 / 農地社会と建築

集委員会 ( 昭和53年度)
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建 築と社会ニュース

日本建築総 合試験所だより

シ リーズ

建築の眼

-

部

市

市一
m

E制

構 造 の 頁55

施工 材 料 の 頁55

設 備 の頁 55

中国を訪ねて く1>  

若い会員の集いレポート

月報

C ONT E NT S  

J OURNAL  OF  T HE  ARCHIT ECT URAL  ASSOCI ATION OF  J APAN 

A R C HI T E C T UR E  A N D  S OC I E T Y  

特 集 ・ 大 阪 南 港 ボ ー ト タ ウ ン

S P ECJAL  F E AT URE S  O N  OS AK A  NA NK O  P OR T TO WN  

AST M研修会，3)芦屋浜シ ーサイドタ ウンの建設現場をたずねて ( その 3 ) 一入居が開始され

た超高層. 住宅群を見る一。小林ピル新築工事 ・ホテル「ホリデイイン南海大阪」を見る 。

肢史的環境と建築設言十 ・京都でのいえ っく り ・まちづくりを 中心に ー。 ガウディ京 都展 。

建 築 技 術i盗容第 6 号 ・第 7 号発干IJ 。… I

千里[-111rセンチュリーピル 設 計 : 竹中工務応 施工 ・竹中工務底 ・巴組鍛工所共同企業体・・・ 4

奈良 中 央信 用 金 庫 本 庖 設計 : 日 建 設 計 施工 : 奥村組ー 一 ーーー 一 ... . . . . . . . . . . . 6  

辰 .!!0本 家 j内造大阪支庖 設計施工: 大林組ー ーーー ー・ ・・ .. . . . . ・. . . . . . .. . . . . . . ". . . . . . . . .. 8  

近f基地 方の日影規制/ 岩田虫、二 ... 1 1  

沿 線 ・金属告の1' 1通ユ ニ γ ト「マルチ ケーブル トラ ンジ y 卜J / 藤 川 Ａ ｾＢ Ｇ Ｑ＠ 2  

山崎 ゼ ミ一文化的環l J ' i : と しての建 築 実 践学 。 マイ・フォ トーパリの子供たち/ 原佳- Jl II ・1 3

神 戸ポー トアイ ランド 博覧会ー ポー トピア ，81ー開催。大阪見本市会場の修転計画。 こど

も文化センター 。 新刊 紹 介 1 4  

優良断熱材認定制度のあらまし・・ 1 5  

歴史的集干高と rij ll- li) ; UilI. - 5  - 1111社・ 寺 院 ・辻 2 i t ーなどの要所の分布・ 1  6  

節約は快適さ のために/ 金谷英一。 低 公 害 建 物 / 稲村 数矢

コンサルタントの国際化/ 上回宏二。珠 玉のような/ 谷 口尚武・ 1 8

大阪南港ポート タウン

ク咽ラ ビア ・・ ・・・・ ・ー・ ・・・・・・・ ・ ・・・・・ーー・・ ・・ ・・・ ・・・・ ー ・・ ・・ ・ーー・・ ・・・・・・・ ・ー・・・・ ・・ " 2 0  

大 阪 南 港 ポ ー トタ ウ ン 計 画 の概 要 と現 況 ・… 一…・・ ー ・・・ ーー… 安 藤 茂 男 .. 3 1

大 阪 南 港 ポ ー トタ ウ ン の 住 区 ・住 倣 と 住戸 計 画 ーー ・ ・・ 一 一ー木 仕l 均針t .. . 3 4  

民 間 分 譲 住 宅 『 近 鉄 南 港 ガ ー デ ン ハ イ ツ 』 計 画 ・ーーー ・・ ・・・ ・・・ ・ー ｊ 二 村 義 ｉｉ ， ｾＢ Ｂ 3  9  

大 阪 市 港 ポ ー ト タ ウ ン 道 路 、公 園 の 空間 構 成 ー・・・ー・ ・ー ・・・ ・ 菱 田 洋 祐.. . 4 1

N ank o  A meni t y  P lan .. . . . . . . .. ... .. .. .・・ . .  .  .  .  .  .  .  .  .ーー ・ ー・・ ・・・・ー ・・ 多 国 愛 実 . .. 4 4  

大 阪 南 港 ポ ー ト タ ウ ン の ゴ ミ 処 埋 の 方 式 ー・・・・・・・ ーー ーー・・・ ー -・ 0 ・・ 石 出 忠 周 " 5 0

大 阪 市 港 ポ ー ト タ ウ ン 新 交 通 シ ス テ ム 「 ニ ュ ー トラ ム 」 の 計 画 ・ー * 1邸 久 ー・・5 3

有壁ラーメンの特性/ 安藤昌範・ 5 7  

屋 上断然防水の仕様/ 荒木 孝 ・ 5 8

設備純工上の地 震 対 策 ( その 3 ) ー電 気 ( 11 )  / 中島勅夫 ー6 0

伊丹から北京へ/ 王柏群。一 6 1

mの伝統をたずねる 一重 文山 口正I1 ・鉄 砲 屋 敷 ・万鍛治 / 葛谷理 俊・阿古11 r.r ・三宅 任

6 2  

日本建築協会月間のi IOI き (昭和53年12月分) 一. 6 4

3  





設 計 竹 中 工 務 庖

施 工 竹 中 工 務 庖 ・ 巴 組 織 工 所 共 同 企 業 体

所 在 地 大 阪 市 東 区 平 野 町 3 丁目 6 - 1

敷地面積 1，280 .50ポ

建築 面積 869 .00ni  

延 床 面積 8 ，787 .08ni  

構造規模 S R C、 8 1、 9 F、P 2

工 期 昭 和52年 5 月~昭和53年 10月

平野町センチュリービル

敷地周辺には医薬品を扱う企業が集中し、

大小とりまぜ街区い っぱいに建物が建て

込んでいる 。 ここに 比較的 まとま った効

率的な貸 ピルを設計しようとすると 、従

来通りのやり方ではおのずと斜線制 限 を

やむなく受け入れてしまうことになる 。

そこで総合設計制度を活用することによ

りピル形状を整形とし、建物前面に倹し

いながらも ｡ｾ ｊ い のある広場を設けるとと

もに、広場による引きを利用してピルフ

ァサー ドに格調 をもたらすことを可能に

した 。 建設 費 の ＭｾＱ Ｑ｝ におよぶこのアルミ

引抜材 によるカーテンウオールは、 t9:資

バランスを欠いていると 取 られる かも し

れないが、ひしめきあい窒息せんばかり

の街区にのびやかな表↑ ? ? を取り戻すため

には必須の要件であ った。

市チl' の建物は アノニマスな表情を つらね

てゆくことにより都市の質を決めてゆく。

控えめでありながらも周辺の街並みに周

密な配肢を施し、洗練された社会的マナ

ーを継承してゆくことは、都市に新 鮮 な

息吹きを与・え続けるための秘訣ともいえ

よう 。

( 鎌谷i ! ! i . 彦/ 竹 中工務庖)

10  
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奈 良 中 央 信 用 金 庫 本 唐

施 工 奥 村 組

設 計 臼 建 設 計

所 在 地 奈 良 県 磯 波 郡 田 原 本 町132の10

敷 地 面 積 2.316. 5 m 

建 築 面 積 881 . 1  m 

延 床 面 積 2. 592.  3 m 

構 造 規 模 R C  ( 一部S RC) 、 Bl (一 部) 、 3 F

工
期 昭 和53年 1 月~昭和53年 10月

l  l  |回目

1. 正面全 )j ，.

2  正面ディテール

3  営業主

4.  3f苛ホー Jレ

--
t  

--

品i 彬 S  S l J l . i輩所

----



奈良盆地の中央に位置する田原本、この地にお

いて創業40年、田原本信用金庫として、 30年の

歴史をもっ地域金融機関、 当金庫の本庖建容に

当り、名称を新たにヲ奈良 中央信用金庫と改名さ

れた。

敷地は近鉄田原本駅の西南、旧本庖と駅に対し

対称の位置にある 。設計に際し、本庖建築のも

j  8  

つ重剛さの中にも，親しみをもたせるべく、 l授か

l珠のある刈務質のレンガ色タイルで椛成し、 一

部に曲線を取り入れ建物に優しさを加味した 。

敷地が15mの高度地区のため、 l 階営業室、 2

階本音11事務室、 3 階ホール厚生関係諸室の 3 層

とした 。営業室客: 溜ロビーはカーペ ット敷とし、

営業事務空間に落ち着きを求めた 。 3 階のホー

ルは会議のほか、地域住民の会合、講演と多目

的利用を考え、スクリーン、白板など可動とし

家具の出し入れを容易にし、またボールト天井

による空間の広がりを意図した。

3 階平面図 1  :  700 

l  公道

2. ｾ Ｎ ￈ｉ ｉ ｬｊ［ 品

3. 自転車 ea.J: 品

4  ポー チ

5  サービス コーナー

6  風除室

当地におい て新装成 った奈良中央信用金庫が、

田原本駅西南地域発展の宣伝引になることと，思う 。

7  客潟ロビー

8  車尚

9  営業室

10 応抜室

II 玄関ホール

12. 受付

13. D.  S  

14 客用便所

15 司1周E

16 ノ{ Jレコニ ー

17  控室

18 倉Jl l I

( 大木功/ 日建設計)

19  空調室 25 配膳室

20 ホ ル 26. E  V 機 械 室

21  研修室 27 教養室 1

22 事務室 28 教縫室 2

23. ロビー 29 展恨

24 食堂





所 在 地 大 阪 市 福 島 区 福 島 6 - 16- 3  

敷 地 面 積 686. 31m 

建 築 面 積 170 .5 0 m 

延 面 積 274 . 10m

構 造 規 模 R C、2 F

工 期 昭 和53年 5 月~昭和53年 10月

辰馬本家酒造大阪支庖

設 計 施 工 大 林 組

こ の 建物 は 消 消 <( I fili.) でま日られる辰馬本

家 柄 造 株 式 会 社 の 大 阪 支 庖 と し て 計 画 ・ 建

設 さ れ た も の で、 敷 地 は再 開発 計 画 に よ り

脚 光 を あ び て い る 大 阪 駅 の す ぐ 凶 北 に あ た

り、恋 まれ た 立 地 条 件 下 に あ る 。

設 計 に あ た り 、支 応 ピ Jレとしての機 能 を可

能 な 限 り 集 約化 す る と と も に 、 新 し く 隊 出

さ れ つ つ あ る 〈 消 消 の イ メ ー ジ 〉 を 建物 を

通 して表現 す ることにテーマを置いた。

平 面 計 画 は 1 階 の 事 務 関 係 諸 室 ・ショーウ

インドーと、 2 階 の 応 接 室 ・会 議 室 な ど を

l吹 抜 の あ る 玄 関 ホ ー ル で 結 び 、 外 観 は 伝 統

的 な 酸 造 工 場 の イ メ ー ジ に 現代感覚をとり

いれ た 7 ンサード風の l室娘と、タイ Jレおよ

び ガ ラ ス の 壁 面 に よ って栴 成 し、色調を白

と織の対 比で ま と め た 。

( 上村 幸 之 ・海 野 克 則 / 大 林 組 )

15 

'J 

④ 

4 配置図・ 1階平面図

..， 2 階平面図

L 玄関 ホール

2. 事務室

3. ショーウインド-

4  合同E

5  食堂

6  闘甥 11. 応按釜

7. 女子吏衣笠 12  会議室

8. 通用口 13  湯沸室

9  便所 14.  ｾｬＧｊｉ ｊ 機

10 玄関ホール欧紘 15 駐 車 場
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高層住宅用集合羽ド気の二ユーシステム

ｈｋｾ ・ ｐＯ ［ＧｾＵｲＡＡＯｾＭＭ
動力源は風力という画期的なベンチレーター

機械式 (電動フ ァン) と自然式とに大別 され

る集合排気 。 H K ウインク ジェッターは 、両

方式の長所のみを採り 、翼の原理を巧 みに応

用 し、屋上の微風 (風速 2 m/ sec) 程度にも敏

感に作動 する自然排気方式です。

特長

・性 能 在 来 型 の 乃 の 大 き さ 。j且li/ii J試験によ

りη "性 |

. 本体 : il耐l師耐d肘f叩百蝕虫. 而耐f 久'/'ド問'/快/:にイ仮妥れ、 長ガ命を約束

します 0

・コス ト : ii' iTJ  .  /切振 ・沼気工事が一切不安

しかもわすごらわしいクレ ームも 内平ii'j します。

置冨置理冨彊厩竃園田 ｧ 園面 ｉ ｾ Ｇ 罵軍曹霊 ｅ ・
開発者 ( 1¥) 長谷川工務庖傾向問先制

ウイングジェ ッター

吸 気 孔

売元 ⑬長谷工不動産( 株) 機材部

353tr a U75/ C-
o  H  K  3000 

・二重安全型

臭気防J . t と防火用の二重安全翼を併設

在来型のタンパーは自然開閉型が多く 、下層

階の上昇臭気の流入等の弊害がありま す。

o  H  K  3000型は 、手動操作 によ り、ファンの

電源とタンパーが連動とな ってお り、開聞を

完全確認 できる特性を持ち 、住居 と、排気シ

ャフ トの完全遮断 によ り臭気の逆流お よび事

故 の防止 をしま す。

a・;フ

特長

• ＿ ｬ ， ｾｕ 立ヒ ューズ 、建設ヂ ｩ 告示第 ＲＵＶＳ 号によ る

試験合十作品 ( f 灯式第 9468- 2号) です。

. /り1火ダ ンパ ーは、建設省宇; ー示第 2565号によ

るihll 間試験合終品( { 衣試第8882号) です。

・ほかに、 D H  K3000 B 型( 防煙 ・防臭型)

D トI K  2700 ( 防開 ・防臭型) もあります。

-・・・・・E孟孟撞謹麗量臨孟E・・・・・・
開 発 者 (1" ) 長谷川工務庖筏術開先都 大声同工( 株)

.，iY-'" I  tt l lli ・111 必 1 (" i  1) 1  I  nll' .' l 、

東 京 本 社 東京 都 港 区 赤 坂 4 - 5 ー 19 ( 〒 107)

大阪支庖 大阪市東区平野町 5 - 40  ( 干541 )  

東 京 (0 3) 5 8 6 - 5 7 9 /  

大 阪 (0 6) 2 2 2 - 0 3 5 0  



日 本 建 築 協 会 法 規 委 員 会

質疑などの投稿をおf寺ちしておリます.

1 3 3  

近 畿 地 方 の 日 影 規 制

率別に規制値が定められている。 行される 。

近畿地方の日銭規制に| 刻する条例については、す

でに 5 府県と l 市、計 6 地方公共団体において制

定され、すでに施行されているところもある 。

各自治体の特色をみると、

① 大 阪 府 では住居系 3 地 域 ( 第一般住居専用地域、

第二種住居専用地域、住居地域) を 規制対象とし

て、 用途地域別に指定答税率、高度地区税制、外

壁の後退距離の限度の有無等を組み合わせて、き

め細かく指定され、大阪府条例として統一的に施

行される 。

一方、 神戸市においては、以前から 「神戸市民の

環境を守る条例J によって、行政指導を行ってき

た経過などもあるため、神戸市は独自に条例が定

められており、規制値は強化された内容となって

⑤ 和歌山県では 、住居系 3 地 域だけを規制対象と

し、規制値については全域標準的な数値が指定さ

れ、和歌山県条例で統一的に施行されている 。

全般的にみて、住居系地域がおもに規制対象区域

として指定され、規制値に ついて は、指定容積率

の低い地域および高度地区規制等が実施されてい

る地域は強化、その他の地域はだし、たい様 i終値が

指定されている 。

いる 。

③滋ｾ県で は 、準 工業地域を除いた Ｔ 地域を規制

対象として、指定容積率別に規制値が定められ、

滋賀県条例 で 統一 的に施行されている 。

② 兵庫県 では、全地 域 ( 住居系 3 地 域+ 近隣商業

地域、 準工業地 域) を規制対象として、指定容積

④ 奈 良 県 では 、住居系 3 地域だけを規制対象とし

て、用途地域別に指定容積率、高度地区規制によ

って規制 値が定められ、奈良県条例で統一的に施

近畿圏でまだ制定されていない京都府については、

現定検討中であるとのことである。

( 大阪府建築部建築指導標 岩田恵ニ)

近畿各府県の日影条例

( 1I {1干1153年 12J ! .. I UJ Ut:l 

大 阪 府 兵 庫 県 }当 賀 県 奈 良 県 和 歌 山 県

対 象 区 域 指定 fi lI 対 象 区 域 指定値 対 象 区 域 指定値 対 象 区 域 指定l直 対 象 区 域 指定値

10分の5，10分の6の区域 (一) 10分の 5 ，10分の 6 及び 10分の 6 ，10分の 8 の区 10分の 5 の区域 H  全区域
仁j

買1 10分の 8 ，10分の 10(7)区 10分の 8 の地域 (一) 域 (一) 10分の 6 ，10分の 8

域で、かつ外壁の後退距 10分の 10の地域 (斗 10分の 10の区域 (コ の区域 (斗

経 維の限度が1 . 0メートル 10分の日及び10分の20の 10分の 10の区域 (コ

i主 の区域で、第 1 種高度地 地域 伝j

居 区であるもの又はその阪

専 J交が 1. 5メートルの区域 (一}

用 10分の8，10分の10の区域 口

J也 10分の日の地域で、かっ

域 第一種高度地区 (二j

10分の15， 10分の20( 7) 区域 (ヨ

第 ゆ分の10、10分の15(7)区域 (→ 10分の 10及び10分の15の 10分の 10、10分の日の区 10分の 10、10分の 15 全区域 (二j

ー専
10分の20の区域で、かつ I也減 (ー) 域 (ー) の区域 (一)

種用 第一組高度地区 (ー) 10分の20の地域 (二j 10分の20の区域 (斗 10分のmの区域 (ごj

住地 10分の20の地域 (ニj 10分の30の地域 日
10分の30の区域 (:ヨ

居城 10分の30の区域 国

住 10分の20の区域で、かつ 10分のmの地域 (一) 10分の20の地域 (コ 10分の20の区域で 全区J或 {こ]

居 第一種高度地区 (ー) 10分の30の地域 同 かつ第一位高度地区 (ー)

stl .  10分の20の区域 同
10分の20、10分の30

域
の区域 口

近

ｾ＠ V  

10分の20の地域 (コ 10分のmの区域 (ニコ

ｾ＠ /  ｾ＠ /  
P蕗

商I也

業域

t帳

ｾ＠ V  

10分の20の地域 (斗

ｾ＠ V  ｾ＠ /  /  /  
工I也

ま監城

神戸市の区域については、適用

しない。

f応 尼崎市に係る第二飽住居専用の

うち、知i ji が指定する区域に係

る法別表第 31.:) 欄の各号のうち

から指定する号については、改

正 f去の建築基雌i条例第 2 粂の 2

の鋭定にかかわらず、当分の問

考 (→の号とする 。

施

行 昭和54年 4 月 1 日 昭和53年 6 月 1 日 昭和53年 7 月 1 日 昭和54年 4 月 1 日 昭和53年 10月 1 B  

日
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〈新 建 材 紹 介 No.  56)  

電 線 ・ 金 属 管の 貫 通 ユ ニ ッ ト

「マ ル チ ケ ー ブ ル ト ラ ン ジ ッ ト 」

寺 崎 ネ ル ソ ン 株 式 会 社

寺 崎電 気 産 業株 式 会 社

本社. 干545 大阪市阿倍野区阪南町 7 丁目 2 番10号 T E L  06- 6 92ー1131( 大代 )

処m，i庄司' ¥法 に 迎 合 す る 防 火 区 画 .n通告11の |坊火

工法として、従米の金1 i . l I ' l ' i ' 工法にかわる新工

法( マノレチケープノレトランジ y 卜による| 幼火

区 画 1' t i ! 回目の防火工法) が寺崎ネルソン附の

1 ) 日発によリ、主ll J 5 t 大臣より認定 さ れ て い る の

でここに紹介する。

・ 概 要

M C T  ( "?ノレ チ ケ ー ブ ル トラ ンジ ン卜の 略#1;)

は、Ｑｴ ｩ￺ｬ フレーム、エンドパ ｹ キン、庄和 ｾｩ プ

レ ー ト 、 ス テ ィ プ レ ー ト お よ び イ ン サ ー ト ブ

ロ y クの苦11訂， で 附 成 さ れ て い る 。 M C T 工

法 は 、 エ ン ド パ y キ ン と イ ン サ ー ト プ ロ y ク

の 圧 紛 に よ る 内力 でケーブノレを 保 持?を:i lr させ

ており、 |坊火、 l切水およ び 公 秘 性 能 を イ了して

いる 。 特に| 坊火性能に |刻 しては、エンドノ ぞy

キ ン と イ ン サ ー ト プ ロ ッ クに事11' 燃 性 作 成 ゴ ム

を 使 ｭ し ているために 、 ＲＮＵＱｌｬ にな ると ｗＧ ｊｊ ｾ す

る特性を イ了しているので、火炎によ って ケ ー

ブル被縦が燃焼し、 外 j彩、j 法 が小 さくな って

も 、 ケ ー プ ル と イ ン サ ー ト ブ ロ ッ クの気後; が

似持され、悼と火炎のI 1 Ui品 を 阻 止 す る 性 能 を

ヰ了 している 。 このことは、 M C T を面、f 火5空お

よびＡポの ＧＱＧ ＹＮとに取り付け、，辿設 Ｇｴ￬ｴ 皇 子 η ［ ｾｩＲＹＹＹ

図ー 1

号 ( J I S A  1304) の 2 時 間 の 加 熱 試 験 を 行 っ

た 結 果 、 現 前 へ の 火 炎 JTi u I はなく( ' ，丘公配線

の 才 ｦ 火およ び延焼を Ｑ Ｑｽ ｪｊｉ こ する性古 ｅＩ 、また｜ｬ ｬｾ

燃性合成ゴムについても、 ill 設 干7f 今ポ罫i l 231

号 の ガ ス 有害t ' l :試験に合併守することが突 J正さ

れている。

・性 能 お よ び特 長

(1) 1幼 火 性 能

図 - Ｑ に ｩｬｬ 設大臣の認定 ｬＧｾ ( 抜王手) を示す 。

ｍｃｔ 工法により 、従米 の金属ｾｾ・が不裟であ

り 、 ま た ケ ー プ ル のi白川l 、' g . : m: が芥易であリ、

施 工 が 大 rll に 省 71化 さ れ る 。

'; 11:公室 、 円己ｾ豊富のづ ｬ 込ロ・・・ ー防 I12、主(' /皆、 l幼以

コ ン ビ ュ ー タ ー 宅 一ー 父宮主人防閥、 tlI  ｩｾＡ＠ fi1 ｪｾ ｬＡＮ＠

共同様、 7 ン ホ ー ル 、 地 下 ピ ッ ト ー ・ 防 水

J令凍 :tn・11. 保 ｩ ｾ よ

等 が よ く 使 用 さ れ る WIJ である 。

・主 た る 納 入 実 績

fllJ 台 高 J段、筑波学問布11市、 i丘自民地illT![ :的 保 安

学校、大阪府汗少年会 館、大阪 ｲｬ￮ｉ［ｬ 岐 Ｇ ｊ ｩ ｾ ｾ佐川、

京 都 大会{ : 原子炉実験所、宇宙開発事業問利子

!:，'))Ji j 也、大阪ガス、新布野村ピノレ、新宿セン

タービル告すーがある 。

(2) 1坊 水 公 音 性 能

M I L ) ; Q. 怖に相 じたノk 待; テ ス ト で 3 . 0kg/ clIl '

て030分[ 1¥1、 水 i l uHしない| 切水刊能をイTし、ま

た 1 kg/ Cllf 圧 の lI e ガスを ij ，l らさない父宮野性能

カずある 。

M C T は l l i 凶フ レーム のやTi Jrri、サイ ズ L 127.1 

に 用 な さ れ て ま た イ ン サ ー トブ ロ y クには、

6  f H空白のモジューノレがあ り、11: 卜. が り外 j防が

5  mm - ＱＰＰｭｭ までの ｾ ｉ ｈ ぷに似Ａｊ ｉｊ 1可古Eて' あ リ、

将来の ｾｬ￪ｫ ［ｬｪＡの庁 Ａ 江主として似 ｊｬ ｊ するための 氾似

火 の な い イ ン サ ー ト プ ロ y ク( ス ペ ア) を 川

な さ れ て い る 。 なお E没，1I ・、地」こ等 は 1:，1じめ 会

主I:! ニご中11，]実寸てきし、 。

(3) そ の 他

耐煙、耐仮［ｊ ￯ Ｉｊ、両。「術娘、両， ｴｾ 品 、ＮｬＡￆ ｾ Ｑ ［ 性があ

る。

国 主 た る 用 途

図 - 2 に tr ピ ル で の M C T i 必J j J JyJj を示す 。

ハ イ ず シ ャ フ ト lλ.J'" ー耐火、 1I右怜: 建材委員/ 藤川 懇 ( 日本- u l 築総合ぷ験所副「允U)

図 - 1 貸ヒルてのMC T適用例

PH 

"'  

2 0 F  

1 9 F  

1 8 F  

' 7F  

1 6 F  

1 5 F  

1 4 F  

1 3 F  

1 2 F  

I I F 

1 0 F  

9 F  

8 F  

ヲF

6 F  

5 F  

4 F  

3 F  

2 F  
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山崎ゼミ

文 化 的 環 境 と し て の 建 築

実 践 学一 一

山崎ゼミは、昨年 9 月下旬か句毎月 3 回、夜 3 時間 ，7 ズ

インスティテュート mJ 寛計図i研究所のセミナー ・ルームにおい

て聞かれています。このゼミの紋織を、セ ミナー参加者の討

議によってまとめてむらいました。( 細集注)

主 旨

各 分 野 を械 に つ な い だ 総 合 的 な 見 方 、 あ る い

は 、 文 化 的 な 視 点 か ら 建 築 を 考 え る 一 つ の 場

と し て 、 建 築 学 科 の 4 回 生 院 生 ・社 会 経 験

2 年 以 内 の 人 を 対 象 に 少 人 数 の ゼ ミ 形 式 で 行

わ れ て い ま す 。

参 加 者

『環 境 計 画 、 風 長 に 関 心 を も っH形 あ る も の

に 興 味 が あ る H 地 域に 似 ざ す 建 築H 生 活 と 建

築 の 関 わ リ 』 な ど の 関 心 問 題意 識 を も っ 学

生 2 名 、 院 生 1 名 、 社 会 人 5 名の計 8 名。

講 義 ・ デ ィ ス カ ッ シ ョ ン の 内 容

総 論 と し て

・社 会 の 中 で の 建 築 家 の立場 と 考 え 方 ・ 姿 勢

に つ い て

- 文 化 と し て の 建 築 お よ び環 境に つ い て

各 論 と し て

・建 築 計 画 ( 考 え 方 ・内 容 の 計 画 、 イ メ ー ジ

の計画、設l出E方 法 な ど )

- 運 営 ・ 管 理 の 計 画

- 精 進 計 画

・設 備 計 画

事 例 研 究

・ノレナ・ホーノレ、ウェディ ン ズ ・パ ー ク 平 安

問、 普 光 寺別 院 願王 寺 、 西 郷 コ ミ カ 温 泉 、 住

宅など( 一昔11見学 の 予 定 )

感 想

『現 代 の 建 築 家 の 全 般 的 な 姿 勢 に 何 か い び つ

な も の を 感 じ 、 少 な か ら ず 疑 問 の よ う な も の

を 抱 い て い た の で す が・ー --J r笑 際 に 建 築 す

る 現 場 に 立 ち 合 え な い 学 生 と し て 、 設 計 す る

こ と と 研 究 す る こ と と の 遂 に 迷 い を 感 じ て い

た 。 そ れ を つ な ぐ 何 か を 求 め て ・0 ・・ -- J な ど の

動 機 てe そ れ ぞ れ が 参加 し て い ま す。

『予 算 ・ 工 期 技 術 力 や 総 主 ・ 工 事 業 者 ・上

役 を 相 手 に ど う す れ ば よ い か 、 ゼ ミ で の 内 容

が参考ーになります』など実際の仕 事 の 場面 で

も 直 接 役 立 っ て い る 人 も い ま す が 、 そ れ よ り

『こ ん な に 安 易 に 建 築 が 作 ら れ て い く は ず が

ないJ r 社会と往築との関係、文化的環境、設

計の基本的姿勢J r 建築の背後に流れる哲学と

か思、ｾ、というようなものに ・ ・ 』など、ただ

読者の頁

i突 然 と 考 え て い た こ と を 山 崎 さ ん の 『地 域 に

密 接 に か か わ る 来 洋 的 発 売Eで あ る 土 法 の も の

の 考 え 方J r大 阪 ら し い 汗 の に お い の 感 じ ら

れ る 笑 際 の 建 築 の 作 リ 方 』 を 学 び ， 改 め て 考

え 直 さ せ ら れ て い ま す 。 一 歩 退 却 し た ら ズ ル

ズノレとー妥協したまま 、{士司王を し て い っ て し ま

い そ う な 状 況 の 中 て r明 日 か ら 、 ま た 、 頑

吸 っ てwこ う 』 と い う 励 み に な っ て い ま す 。

マイ・フォト

ホパリの子供たち申

世界のどこの固へ行 っても 、子供たちには、、笑顔砂と

いう共通の言繋が通じ合う。こんな可愛いい子供たち

を見ていると、どんなことカずあろうと !i 世争はできない

と思う。 原 佳一郎/ 大阪市生I l 築局

4レマリのモンマルト J レの丘から 北fUI j の住宅地に下リる階段

で、人形を抱いてたたずむ少女。

マバリの下町の通りで. 日曜日なの で、 おなじみの駄菓子

長さんは y ャッターが降りていたが、網 目的IIIJ から熱心

にのそ' いていた仲良し二人。

挫築と社会/ 1979年 2 月号 13 
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ニュース原稿をお送りください.

神戸ポートアイランド博覧会 大阪見本市会場の移転計画

一一ポートビア， 81一一ー開催

未来の海上都市ポートアイランドが、神戸に誕生

する。このポートアイランドの完成を記念して、

昭和56年春に、博覧会を開催する予定である 。

53年 9 月に、神戸大学学長須図勇氏を座長とする

テーマ委員会で、 「新しい‘ 海の文化都市砂の創

造」というテー? と 4 つのサプテー? と格制高い

基本理念が策定された。このテーマ ・基本理念を

展開した基本構想が昨年末、総合プロデューサー

小林公平氏 ( 宝塚歌劇団理事長 ) の手によ り策定

された。

博覧会の主催者は 、兵庫県 ・神戸市・神戸商工会

談所・神戸新聞社であり、 1 月23 日に「神戸ポー

トアイラ，ド博覧会協会」を設立し、シンボルマ

ークも決まった。会場の位置は、ポートアイラン

ド内のインターナショナルスクエアおよび南公園

であり、規模l立、約37ha ( ほかに駐車場15ha) で

ある。開催時期は、昭和56年 3 月21日 ( 祝 ) より

6 月14 日 ( 日) までの86 日間である 。

博覧会の開催目 的は、 ①新しい港島の完成 を祝い、

ポートアイランドを圏内外の人々に P R し、理解

してもらい、神戸を国際情報・文化の交流の場に

すること。②人々にあすへの夢と期待を持っても

らい、生活と文化の質の向上を図るとともに、兵

庫県・神戸市の特色ある地域文化 を高揚すること。

③経済面においては、 地元企業のみならず、圏内

外の企業の参加を得て、 地域経済の発展を図るこ

と。特に、 検モノ" から、、 ココロ" の時代に向か

いつつある中で、文化産業、観光産業などの振興

に寄与することなどを目指し、新しい海の文化都

市づくりの起爆剤lにしようとするものである 。

博覧会の内容は、専門家・市民各層の意見を聞き

ながら、固めていかなければならないが、今後、

テーマ ・基本理念、および基本構想、を基礎に、具体

的な会場基本計画の策定に入 っていく。

( 神戸ポートアイランド博覧会協会)

大阪市では、昭和29年の第 1 回大阪国際見本市以

来、国際見本市の主会場として親しまれてきた港

区の国際見本市会場を南港に移転する構想をまと

めた。

それによると、新しい会場は、商都大阪にふさわ

しい最新の技術を取り入れた見本市会場であるこ

とは無論のこと、ロ ックコンサートやテニス、バ

レーポールなど音楽やスポーツを通じて人々の交

流の場となる多目的大ホール、学術 ・文化の国際

交流の場となる国際会議場、ホテ J レなど、国際性

笠かな経済、文化の総合的な一大拠点として笠備

するものである 。

新会場の建設予定地は大阪市住之江区南港東 8 丁

目の約 130， OOOm'で、南港ポートタウンの東側1) に

あたる場所にあり、昭和56年泰開通予定の新交通

システム( ニュートラム) の駅から約 200mと足

の便もよい。

会場の中央には、新会場のシンボルとなる 3 万人

を収容できる多目的大ホールを建設する。このホ

ールは東京武道館の約14 ，000人の収容力を大きく

上まわる、わが国最大の規模を持ち、見本市の展

示場としても 15 ，000m' とわが国最大の展示面積を

持つことになる。

展示館としては、 2 階建の展示館 3 棟 ( 延床面積

約45，000m') を建設する。このうち 1 練 には、同

暢 ・ ‘

一. -..... .-町・
、 ー ・

イランド博覧室喝配置図

時過訳設備を持つ国際会議場を設けて、学術会議

や各種の研修会場とする 。

また、見本市会場の関連施設として、約 500ベ ッ

ドのホテルの建設も予定している 。

新会場建設のための総事業費としては 350億 - 400

億円を見込んでおり、大阪市では大阪府、大阪商

工会談所などと協議して事業を進め、昭和58年ご

ろには完成させたいと考えている。

こども文化センター

既設の児童文化会館が、卒業の拡充とともに手狭

になり、西区北堀江西の市立中央図f号館北1J11) の市

大家政学部跡地に、子供のためのi ! i iiJI) . 人形劇・

音楽会 ・映画会等の開催、視聴覚関係の各極機材

. フィルムの貸し出しおよび子供文化活動の指導

者の養成等を目的として、移転新築されたもので

ある。

l 階は 434人収容のホールと楽屋および管理関係

諸室て¥特にホールは子供主体の見やすきを考慮

し、また車椅子利用者も観賞できるように配慮. し

ている。 2 階はリハーサル室 ( 60人収容) 、子供の

作 JZや郷土玩具、遊具等の展示室および絵画・工

作 ・楽焼きのできる造形室等があり、 3 階は機械

・電気室である。

設計に際しては、敷地にできるだけ緑地スペース

を確保すること、ホール部分と他の苦)1分との動総

を分離すること、子供に十分な文化的1Ui しを提供

できる舞台関連設備を設けること、およびホール

正面ロビーに壁画を設けるなど、子供にとって親

しみやすく夢のある楽しい建物にするように留意

した。

外観では、 3 階部分に設けた機械m気室のデザイ

ン処理が間短になったが、壁を傾斜させ屋恨風に

'することでill 厚! 惑を減らし、たて長の窓、のノマター

ンとスタッ コwr. j仕上により、建物を特徴づけた。

( 大阪，Iiill t l ! i 局常純音11)

園固圏図

「建 築 設 計 資 料 集 成 2 集 物 品」

刊 行

r  1 集・環境」に引き続いて、 r  2 .m . 物品」創

が昨年末に刊行された 。

編 者 日本建築学会

体 裁 A 4  ＧｉＧ ｾｊ＠ 274頁

定 価 8，000円

発 行; ) L 普株式会社出版部

建築空間に置かれる物品を生活空間 ・行為で分類

し、単体の形状 ・寸法をビジュアルに示し、物品

のセ ッ トや収納状態での所要寸法をも併せて掲載

したものである 。



優良断熱建材認定制度のあらまし

日 本 建 築 総 合 試 験 所 だ よ り財 団 法 人

です。

. サ ッy 、ドア、パネル類など ( 大型熱箱使用)

. 試験体最大寸法 : W1900mm X  H  1900mm 

・試験方法 . 住宅用断熱材の断熱性能試験

方法 ( J 1  S  A  1420 ( 原案) )  

および絞層ガラス入り断熱サ

ッシの断熱性試験方法 ( J 1  S  

A  OOOO( 原案)

・試験手数料金 :  16万円/ 件

. 壁 - 天井材および断熱材などの単体材料、パネ

ル類( 小型熱箱使用)

・試験体寸法 :  W9 00mm X  L (  H  )900mm 

・試験方法 : 住宅用断熱材の断熱性能試験

方法 ( J 1  S  A  1420( 原案) )

・試験手数料金 :  12万円/ 件

. 柱・胴縁などを含む壁および床、天井など

・試験体寸法 : 壁W2040mmX  H  2040mm 

床・天井 W2200mm X  L  3500mm 

建築用構成材( パネル) およ

びその構成部分の性能試験方

法 ( J 1  S  A  1414)  

25万円I f 牛

- 試験方法

1. 1m'h. C/ kcaJ  、または、熱l ' l : 流抵抗値で1 . 3m'h  

.C/ KcaJ 以上、採光用の関口部にあ っては、熱l't

流抵抗他で0. 3m'h.c / KcaJ 以外J ですが、試験方

法は次のいずれかによることにな っています。

a. 柱 ・胴f誌などを含む壁および床、天井などに

ついては .J I S A1414( 建築用槍成材 〔パネル) )

及びその構成部分の性能試験方法

b. 壁 ・天井材 ・断熱材などの単体材料ならびに

サ ッシなどについては、近〈制定される 住宅用断

熱材の断熱性能獄験方法( . J 1  5  A  1420(原案) )  

c . 断熱サ γ シ等については、 複層ガラス入り断

熱サ ッシの断熱性鼠験方法( . J 1 5 A O O O O  

{原案J )

(2) 断熱性能以外の性能基準 断熱性能以外の性

能については、個々の断熱建材の特性に応 じ、類

似の材料の日本工業規格を参考にし て定める基準

を満たしていること 。

(3) 品質管理基準 社内における品質管理体制lが

十分に強制I i されていると認められること 。工場、

事業場の調査は通商産業省により笑施されること

にな って いる 。

- 試験手数料金

なお、上記各試験については、係が ( 本試験所、

音響 ・熱 ・動風圧試験室 ) 詳細ご説明いたします

ので、ご遠r&な くお 問い合わせ下さい。
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指 定 審 査 後 間

( 社団法人日本建設材料協会)

(抑制に関する時)
優良断熱撞材マークの菅l!

本制度目広報普及

⑤ 試験 結 果的報 告

宣主主2 重型

3  . 当 所 に お け る 断 熱 性 能 試 験

当所では前述のとおり、すでh に本市IJ 皮による断熱

性能試験に必要な試験機器類の準備を終わり、昨

年 12月から試験を開始しておりますが、試験体の

種類、大きさ、試験手数料金などは、次のとおり
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指 定 I i t 験 被 関

( 財団法人建材附センタ ー 1  

財団法人日本建築総合試験所 l
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通商産業省では，省エネルギー促進に対する断熱

建材の品質の確保、普及の重要性の見地 より、昭

和53年度より優良断熱建材認定制度を発足させま

した 。

昭和53年 4 月、本制度の発足にあたって通商産業

省から発表されたこの制度の目的は、大要次のよ

うなものであります。

「通商産業大臣が断熱性能の基準を定め、特定の

用法に従って使用されるときに、この基準を満た

す建築材料を優良断熱建材として認定し、表示を

附させるも のであります。すなわち本制度によ っ

て認定された断熱建材を使い、その建材の特性に

あった施工を行えば. 建築物を断熱構造化できる

ことを、 1肖資者に対して明らかにすることができ

るわけであります。( 中略)

断熱建材の使用は、建築物のH是冷房賛の節約のほ

か、結露の防止、居住性の向上等、居住者に大き

なメリ ントを与え、この点からも本制度によ って

優良断熱建材の普及促進策を積極的に講ずること

は、消費者の利益を増進させ、また国策としての

省エネルギーにも資することとなります。」

本年度により優良な断熱性能を有する建築材料を

公正に認定するため、優良断熱建材認定制度要綱

が制定され、対象建材、認定基準、性能審査、申

請、認定および有効期間、表示、等本制度実施に

必要な具体的事項が定められています。 申告白から

認定まで、の本制度の流れは 図に示すとおリです。

なお詳細については本制度にもとづく性能審査機

関に指定されている (社) 日本建設材料協会 ( 干

565 東京都中央区銀座 3 - 2 ー 19 TeJ ( 03) 561ー

7260) で本制度の* 手びき' が発行されています。

性能審査に必要な試験の指定試験機関として( 財)

日本建築総合試験所と (財 ) 建材試験センターが指

定されました 。当日本建築総合試験所では、昨12

月より必要な試験機椋類を準備し、試験を開始し

ております。

1. 優 良 断 熱 建 材 毘 定 制 度 の ね ら い

本認定i制服姿綱で認定基準は次のように定められ 什 J I  1.1  ，_ ⑥ 申 刊

ています。 川L と 当 通 商 産 喋 局 |、 g設野交付

(1) 断熱性能基準 断熱性能は、 「熱抵抗値で L二二二二ヨ l二 ω 生 産 状 況 等 の 報 告
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2  . 認 定 基 準 と 断 熱 性 能 試 験

15 

日 本 建 築 総 合 試 験 所

所在地 ・大阪府吹田市藤白台 5 丁目 125番地の 8

電 話・大阪 (06)872- 0391番 (代表 )( 干565 )  

道 )1頃・左図参照

所在地 ・大阪市大淀区長柄西 2 丁目 1 ー 18

電 話・大阪 ( 06)351ー 7217番 ( 干531 )

道 )1頃・阪急電車天神橋六丁目駅より線路沿いを

北へ約700m

所在地 ・大阪府堺市浜寺石津町西 2 丁302の 4

電 話・石津( 0722)44- 3912番 ( 干592)

道 )1頃・南海電車本線石津川駅線路沿い北へ約

400 m 

. 財 団 法 人

大淀分室

本試験所

堺 分 室

融

4

A
官



歴 史 的 集 落 と 街 路 景 観- 5

紙野桂人 ( 大阪大学助教授 )

長 j頼信義 ( 大阪大学大学院卒)

神 社 ・ 寺 院 ・ 辻 堂 な ど の 要 所 の 分 布

旧集落には、必ず神社や寺院がある 。 また道や辻には、地蔵盆 ・燈

能 ・道しるべ ・ー笠塚などが、要所要所にあって通る者の眼に触れ

る。比較的、 材料 ・形式の整った民家が建ち並ぶ集落の景観構成に

とって、神社や寺院は、視覚的 ・空間的に変化を もたらし、 人のII N

や心をとらえる存在であると言えるし、 地蔵堂や道しるべは、街路

景観にめりはりを与えて通る者の眼をひきつける存在である。

また、これらの要所は、集落のコミュニティにと って大きな意味を

街道型 (1) 主街道に直接面するもの

楠 根

渡辺豪秀 ( 大阪大学大学院生 )

三木 亨 ( 大阪大学学生 )

持 って いることはいうまでもないし、通りすがりの者にと っても、

集洛の地理を自然、に理解する手掛りを与えてくれるなど、生活上に

も大きな役者IJ を果たしてきたものである。

ここでは、 神社・ 寺院・辻堂などの要所を、集7喜の地域空間体験にひ

とつの形を与える役割l を持ったものとして理解し、街路や集落の構

成と、それら要所の分布形式との関係を示しておくことにする 。

灰塚

定 寺 院

門 神 社

- 地 蔵堂 ・洞 堂

。 燈 龍 ・道 し る べ ・鳥 居

山 墓

0 5 0  100 200 0 5 0 1∞ 200 

楠 根

灰雪量

道に耐した ｊｾｽｬＺ Ｇ と ー 塊りの棋が街路主 ｴ ｬｊｬＮを特

徴づけている

街道型 (2) 主街道から短い校道によ って導かれるもの

F巳

芥川・今津

蔓井・通j去寺 門

l '  

室井・通法寺

ム

， 

16 処 築 と社会/ 1979年 Z 月号

一街路脇に配された嗣M: i行日告の片附に設けられた太神宮の燈飽

J  ' l" 

ｾ＠ .  

0 5 0  100 2∞ 

町はずれのI也必:立は. m務官w戒の境界にむな っている

ｴ 昔総とＮＨｾｽ ＮＮＺ によ っ て 神域化 された 神社 への参道

街道からは寺院の存イFは総めにくい



街道型 (3) 主街道に直交する軸を形成するもの

大県・太平寺・安堂・恩智

飛鳥

広瀬・太子 .1言遠・諸福

大日韓

広 瀬 ¥ 

今

集落圏型 集落の外周や中心部にあって面的な配置関係を示すもの

引

平野・久宝寺・八尾・堺

中小阪・具縁

8  

富 田林・大ヶ 塚・富 国 ・招

提・柏原・待井・高槻・岸

和田

寺内町の 中心施設であ った興正寺

別院を笠む

平野

丘陵型 隣接する丘陵上の要所と集落との一体的な関係を示すもの

仁三ミケ「

慢決 ;

1 ・|

段通 :L11泊三!%d

ｌ 土 ぷ ヰ よ ［ μｾｾ 一］一ーぷｾ

津田・池田

枚方

/  

旧東高野街道沿いに I師した同病 しだいに登り坂となリ神社へ

通じる参道

ヲh

主街道から 寺院へ到る巡を望む

0 50  100 200 

民家的 HIJ 隙に i伝込まれた嗣堂

寺院の鈍機は視覚的に 自fごつl U.ーとなって

いる

路地から丘町上の寺院を望む 町への入口にある滋しるべ

丘町上の寺院は ｾｭ 内各所から望むことが出米る 村はずれ の地蔵菩雌と ｾｩｬｩ へのｾ近

17 



金 谷 英

大阪工業大学教授

手市 村 数

近畿地方建段局営絡部長

田 宏

谷 口 尚

節 約 は 快 適 さ の た め に

石油ショックから 5 年、この冬は石油温風ヒーターの広告が目立つ。従来の開放式ストープは室内空気を汚染し

て非衛生であったから、密閉式ストーブが期待されていた。基準法の改正にも合致する。石油問題はさておき、

現状ではがス、電気よりも維持費の安いのが魅力であり、暖房設備として簡単で-あ る。ただし、石油温風ヒータ

ーは、熱効率を高める努力を認めるとしても、価格は 10万円台と高い 。はたして普及するだろうか。これを契機と

して、今後の暖房設備はしだいに向上するだろう。

温風ヒーターの広告に、燃料節約をテーマにしたものがある 。給排気筒つきでい石油消費も多くなるから、当然の

ことだろう。無論、つけ放しではオーバーヒートする。

便利になると浪費の傾向を生じるという 。ある 集中暖房のア パー トで、多数の住戸の室温がl暖房11寺に 22- 30' C と

いう調査結果がある 。これでは空気も乾燥して快適とはいえないだろう 。チェ ックのた めの寒暖計か過剰l温度報

知器が必要になる。それは節約にもつながる 。

住宅て' は加湿器の濫用は結露の危険のおそれがある。

( K E )  

低 公 害 建 物

近頃はやりの地域住民対策。 何 を建てても説明会や公聴会で、発注者や施工者は何彼と色々な注文を受ける。最

近は土地も容易には入手し難いから鉄筋コンク リート の古い建物を壊して新築することが珍らしくない。解体に

は騒音、振動、J J E ，挨や、廃材の搬出路、処理場の問題等、その材料なるが放に、近隣に理解して貰う為に並々な

らぬ気力、体力、時間が資される 。何とい っても 都会の中心部でコ ンク リー卜を壊すという行為そ のものが時代

ばなれした現象である 。

欽骨骨. をハイテンポルトや1洛容接て

激 j減成させf得尋る 。 また改修 、模様替に際しても非常に流動的というか 5!jl カ性に富んだ変更も出来る。時代の要請で

ある資源の節約や再利用の可能性も高い。更に一歩進んで、建物のシステムすべてが工場生産化されることによ

り、近い将来は効率的な投資も可能になるであろう 。

第三者に迷惑を及ぼさないシステムを考えることは、とりもなおさず効率的な建築システムを出すことにはかな

ら な い 。 ( 1  K )  

!  ¥¥¥. コンサルタントの国際化

i仙最近の産油国の近代化を急ぐさまは、目をみはるものがあります。先進工業国は、それにこぞって対応すべ〈 中

iい 東詣でを余儀なくされています。エネルギー資源に乏しい日本も例外て、はなく、それらの国への進出を急いでい

ぺ可 ます。一般に日本人のこれらの国々に対する知識は、数千年前に、チグリス 、ユーフラテス河およびナイル河周

1  辺に栄えた歴史のー鈎を知るにすぎないと 言っ ても過言ではありますまい。これらの国々は、| 白宗主国に対して

1は、引続き注意を払うが、自国の文化伝統に関しては、まだ十分な学問的削をもつには至っていない、いきお

い工業化の計画を進める場合、旧宗主国のコンサルタントに依存して、国際入札を笑施するケースが多いように

見うけられます。 日本にと って言語の障害はもとより、法律、規格等の相巽に対応することは容易なことであり

ません、日本語の特異性は、これを国際的に普遍化することは勿論のこと、日本人にと って 外国認を学ぶ大きな

障害にもな っています。 メートル法が国際的に普遍化されつつあるように、土木、建築の規格が国際的に統ーさ

れればどれだけ容易に対処できることかと常々考えます。それも不可能なことであれば、日本の綜合コ ンサルタ

ン トの国際化の育成が強〈望まれる今日です。 ( U K )  

珠玉のような・・・

外国からの技術導入に行き づ まりを感じ、日本 ｾｾｨ 自の技術の原点をさ ぐろうと 、万業集にまで精細Ａな検討の網を

張った京大の波辺教授が遂にえた結論は「玉」であったという。現に万葉集には玉という字が頻出するそうで、

教授はこれを古代日本人が人聞のつく ったものとして最も大切にした玉への思いが随所に湧き出たものと解し、

日本人の心の奥底には非常に精密で美しく研ぎすまされたもの、即ち「玉J が技術の極としてあるのではないか

と推論されている 。

さて、現代の建築界をみると 、「玉」への思いがどうも次第に希薄になりつつあるのではないかと考える。本来、

日本の建築はスケールなどの点では世界の一級とはいえぬが、すみずみまでに神経のゆきとどいた、まさに珠玉

とい った点に特色があ ったことは、桂島lt 宮をはじめ、多くの茶室などに見るとおりである 。設計にも施工にも神

経のゆきとどかない、きめの荒い建築が大きな顔でまかり通るようになった最近の風潮は 日本の堕落としか思え

ない。経済的な粋をはめられた、機械化された作業でも、魂の入れ方ひとつで、珠玉の建築は生み得ると考える

が如何なものであろうか。 ( T H )  



特集・大阪南港ボートタウン

第 I 部 グ ラ ビ ア

南港ポートタウン配置図

太陽のまち 南 港 ポ ー ト タ ウ ン 第 1 住 区

緑のまち 南 港 ポ ー ト タ ウ ン 第 2 住 区

海のまち 南 港 ポ ー ト タ ウ ン 第 3 住 区

川 の あ る 緑 道 ・街 路 樹 ・ 緑 陰 道

第 E 部

大 阪 南 港 ポ ー ト タ ウ ン 計 画 の 概 要 と 現 況 / 安藤茂男

第 皿 部

大阪南港ポートタウンの住区・住棟と住戸計画 / 木 田 寿 雄

民 間 分 譲 住 宅 『近 鉄 南 港 ガ ー デ ン ハ イ ツ』計 画 / 上 村 義 晴

大 阪 南 港 ポ ー ト タ ウ ン 道 路 、 公 園 の 空 間 構 成 / 菱 田 洋 祐

Na nk o Ameni t y  Pl an / 多田愛実

大 阪 南 港 ポ ー ト タ ウ ン の ゴ ミ 処 理 の 方 式 / 石黒忠周

大阪南港ポートタウン新交通システ zム 「ニュートラム」の 計 画/ 東 日軍久

本勾特集編: ! s 幹事

安藤茂 ＹＱ 木凹好雄上村殺 ｦｬ ， ｾＭ . 多田愛実 ・石 :J}; 忠周 ・東町{ 久 ・片倉健雄 ・藤本尚久谷口f l ! i 彦 71ft 辺 芯 ・吉田正三 ・西回 n・1

( 第 l 告s にプロ ジェクトの全体紹介が入る予定でしたが、執筆者の都合により割l愛しました。)



南港ボートタウン

公団住宅・市営住宅 主 な 施 工 業 者 P R  

}漫斐 沼 組 大阪州1バli 天玉 J吊訓胤許引似|ば豆 叫点' 正川f

大 林 組 大阪 1市打M点ば凶;;( 紙仰3 一→3幻7 T  E し 06ト一9附4ω3一→11 313幻1  

奥 村 組 大阪 rl H" H矧 区 般 的 関T I - 2 - 3 T E L Oト 621ー 1101

鹿 島 建 設 大阪 di 南 区 銀 谷 附 訓 6 T  E  L  06ー 245ー 23日

鴻池組 大阪 ､ｩ 点 ｉ ｬｻ ｾヒ 久 Ｇｩｦ ＮＧｪｯ ｾｦ＠ 4  - 27 T  E  L  06- 244 - 3500 

清 水 建 設 大阪市川限上位制 I ー 3 - 37 T  E  L  06- 443- 543 1  

住 友 建 設 大阪市点I><:- It i!¥5  - 22 T  E し 06ー 220- 8712

銭高組 大阪 市阿 Ｑ ＱＡＺ ＱＱｾ 刷 ｦＲ - 2 ー 11 T E L  06- 531- 6431  



( この配 ii' ll ヌlはIIfi 剥15411' 2  J  J I J UEのもの で 、将米、オケ F 変! ! ! があります)

大 成 建 設 大阪 市制 本 IIJ T 4 ー 27 T  E  L  06- 262ー 1131

竹 中 工 務 庖 大阪 t打点区本町 4 - 27 T  E  L  06- 252ー 1201

戸 田 建 設 大阪市凶l豆凶制IT 1 ー 13- 47 T  E  L  06- 531- 6561 

飛 島 建 設 大阪市東区白IIJ T 2  - 28 T  E  L  06- 942- 2481  

西 松 建 設 大阪市点区釣2釘鍬附す抗抑[リ州H

日 産 建 設 大阪 I市H削j北ヒ区笠品北岡阿T28ト削-寸1 T  E  L  06ト一→344←一13犯拙8創1  

5引l  間 組 大阪市点区瓦H町可 5 - 2初0- 1 T E し 06ト一2初加0引lト一→2751

松 村 組 大阪市」北t 区天i満尚 2 - 1  - 33 T  E  L  06←一3知5臼3ト一→11313引1  

50音 順



太陽のまち

南 港 ポ ー ト タ ウ ン 第 1 住 区



〈第 1 住 区・主な設備業者) P R

〈公 団 住 宅〉

所 在 地 大 阪 市 住 之 江 区 南 港 中 4 丁目

敷 地 面 積 51，776.  58ni  

建 ペ イ 率 18. 3 8 %

容 積 率 185. 32 %

計 画 戸 数 賃 貸1，170戸 分 譲338戸 計1，508戸

計 画 人 口 約4，680人

施 設 サ ー ビ ス 底 舗、保 育 所、内 科 ・ 歯 科 医 院、

管 理 事 務 所 、 集 会 所 、 広 場 、 公 園

工 期 昭 和50年 6 月~昭和52年 10月

(! 挙制は 35 i " l を参J ! ( O

50音 順

衛 生 大 阪 電 気 暖 房 大阪市西区江戸堀 1 ー 1ト 17 T  E  L  06- 441- 8231 電 気 阪 急 電 気 工 事 大阪市淀川区新北野 1 - 4  - 21 T  E  L  06- 302- 0231 

電 気 原 田 電 業 社 大阪市北区西天満 5 ー 13ー 12 T  E  L  06- 312- 7119 電 気 北 陸 電 気 工 事 大阪市北区兎我野町 3 - 8  T  E  L  06- 312- 4512 



緑のまち

南港ポートタウン第2住 区

〈第 2 住区・主な設備業者> P R  

電 気 近 畿 工 業 大阪 市京区谷川 2 ー 1 (近欽大手前 ピル) T E L  06引 3- 5500

電 気 栗 原 工 業 大阪市北区向日 lI"fI - 1  (京阪急 ピル) T  E  L  06- 313ー 1101

50音 順

電気 中央 電 気工 業 大阪 ｲｬｪ ｾｴ ｬ Ｇ Ｈ ｬ ｬｬｪￄ ｩ 向 Ｖ Ｍ Ｙ Ｍ Ｘ T  E し 06- 312- 8881

電気 日本 電設 工 業 大阪 市 大 ｾ ￆ ｉ Ｉ Ｈｾｾｾ 附 Ｓ Ｍ ＱＷ Ｍ Ｑ Ｕ 1' 1:: し 06- 372- 3531



( 1 : 主宅公団〉

所 在 地 大 阪 市 住 之 江 区 南 港 中 2 丁目

敷 地 面 積 28，058. 82m 

建 ぺ イ率 19. 45 %  

容 積 率 198 . 87%

計 画 戸 数 758戸

計 画 人 口 約2，330人

施 設 サ ー ビ ス l苫舗、内 科 ・ 歯 科 医 院

〈市営住宅〉

所 在 地 大 阪 市 住 之 江区南港中 2 丁目

敷 地 面 積 34，777.  17m 

建 ぺ イ 率 19. 54 %  

容 積 率 255. 67 %

計 画 戸 数 1，224戸

計 画 人 口 4，864人

施 設 自 転 車置 場

管理事務所、集会所、 広 場、公園 工 期 昭 和51 年 3 月~昭和54年 3 月 (予定)

工 期 昭 和50年 9 月 ~ 昭 和52年 12 月

(，1州 1/ は 35，( を事! !(I)

〈第 21主区・主な設備業者) P R  
50音 順

衛生 斎 久 工 業 大阪 rl i.lt l><: '1  ，之ι¥4  - 2  - 38 l '  E  L  06- 443- 5041  衛 生 不 二 熱 学 工 業 大阪市南区順庄町通2- 50 T E L  06引 1- 2436

衛生 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖 大阪 市大淀12{ 'I' i1! 6- 8- 4 T E L  06- 458- 3531  衛 生 扶 桑 管 工 業 大阪市んよ区天神 棚-9- 13 1' 1よし 06- 353- 0222



ah海のまち

〈公団住宅〉

所 在 地 大 阪 市 住 之 江 区 南 港 中 3 丁目

敷 地 面 積 50，004. 16m 

建 ぺ イ 率 15. 6 6 %

容 積 率 129. 71 %  

計 画 戸 数 871戸

計 画 人 口 約3，050人

施 設 サ ー ビ ス 庖 舗、内科・歯科医院、

管 理 事 務 所、集 会 所、広 場、公 園

工 期 昭 和51 年 9 月 ~ 昭 和54年 3 月 (予 定)

(1咋酬は3Hi を書! ! ( { )

〈第 3 住区・主な設備業者) P R  

気 関 東電 気 工 事 大阪市東区南久宝寺 3 ｾ ＴＱ＠ T  E  L  ＰＶ ー ＲＵＳ ｾ ＰＲＹＱ

衛 生 斎 久 工 業 大阪市北区中之島 4 - 2 剖 T E  L  06- 443- 5041  

50音 順

電 気 三 宝 電 機 大阪市北区西天満 2 - 6  - 8  T  E  L  06- 364ー 1471

衛生 東 洋 熱 工 業 大阪市西区靭本町 3 ー 1 ー 27 T  E  L  06- 443- 8071  



川のある緑道・街路樹・緑陰道

〈南港ポート空ウ ン ・主 な 植裁量産者) P R

内山緑 地 建 設 大阪市淀川区西中島7- 1- 26 T  E  L  06- 304- 7967 

関西植 木 大阪市西区千代崎2- 22- 21 T  E  L  06- 581- 3401  

京阪神ク リーン 大阪市天王寺区堂ケ芝121 T  E  L  06ー 771- 5754

阪 急 園 芸 吹田市佐竹台 1 - 4 ー 1 T  E  L  06- 834- 0721  

50音 順



「近鉄南港ガーテεンハイツ」は総1320戸。

両面採光を確保する南北軸主体の Ｘ ｾ ＱＴ 階

建4棟 配 置。 3 L D Kから5 L D Kまでのプラ

ンをもりこみ、いよいよ、 53年秋から着工予

定です。

「すぐれた民間のアイデアを」と大阪市が公必していた 〈大 阪

市港ポートタウン住宅設計競技〉は、 52年秋、応必企業体

のなかから 当社を代表とする近鉄グループが厳正帯査の

結果、 当 選いたしました 。 これは、選考委員 会 が、 ・ 日Ａｾ買を配

ほした主主物配世 ・広がりのあるオープンスペースなどを高く

評 価したためですユ

大 |仮南港ポートタウンは、大都市の住宅開発のモデルとし

て大阪市が計画したビッグプロジェク卜です。広さは章句 100万

nf 。甲子 |羽 球 場 の 約 25倍。計 画戸 数は約 1万 戸。3:( 1' - 後の昭

和 56年には約4万人の人口をかかえる ジャ ンボタウンに成長

する 予 定ですユ

l “ 太陽のまち"べどうぞ、i ml の新しい暮らし。

近鉄住宅主I ! 設のマンションは第 1住 区 = 太闘のまちにおill

てします二すぐ自の前は、新交通システふ 〈地区センター京駅〉

( 仮称) 。いわばポートタウンのなかでも一 等 地 で 友4株 の 他

物は、両国採光を[ 1'(11保するため、南北*111主 体の住都u配 位。

しかも、各事 ｾｉｉｊｪ を広くと っ たため、オープンス ペ ースに広がりと

明るさを実 現。冬でも l援かく!trt える屋 外空間が生まれます。

高府住宅独特の心理的圧迫感をやわらげるため、色彩、

デがイン、空 間計画も綿密に配慮。ヒューマンな述築哲学 を

i随所に投入します二

各居室プランは、ひと回り広L、3L DKを主 体に 5L DKまで

数多くの間取りを検討。小 宮家族から大家族までLお存さまの

希望を満たします二また、階段室 型スキップタイプの採用によ

りプライバシー、両面直接採光を椛保。高い居住1 "1:はもちろ

ん、共用スペースでは居住者のコ ミュニティー化を計る場を

各所に設世しますL なお、第 1次 入 居 開 始 はl昭和 55年初] イ手

ごろ、住宅 金 融 公 庫 融 資 は全 戸に1; 日かれる 予 定ですL

自由に乏じぐフレキシカレに考えると、

明日の住スペ引はこうなります:

(新設 駅名はすべて仮称 j

@ 集会室 @ セン空ープラザ @ 池 @ プレイロット

1I i':l利 56年 o l J 日業予定。地 下 鉄 1mつ 橋 線 住之 江公|立|駅 付

中ふ頭駅 ｉｉｕＶＮＹｫｭ を約 ＱＴ 分で直結 。 全国初の低公 Ｇ［ ｾ ｴ 司王の

係用て: 低騒音、低J反動、大気汚染ゼロを 実 現。

また、コンピューター滋入で高架軌 道による

安 全 運転が大きな特長です二



動き出した 、南港ポートタウン。

この街には80年代のシティライフを

先見する数々の実験がみられる

L 、わぱ、現! ¥公刀のゆたかなコ ミュニティ ーづくりが、この1 J i の

テ ー マで ら 友金 ｉｬ ￭ ｬ で も初めてのノ ー カ ー ゾーンの設定 。 ｲ ｾ 公

川 の 〈新 交 通 システム>0r悠lぷぶ向の大小多数の グリーンプ

ラザ・スポーツ公 1¥11。また、ゴミの宅気輸送など、80年代は

もちろん、 21世紀へかけての ffllrli 住宅のあり方を示 唆する

数々の機能が師やL 、てL法 主

すでに約1，000世帯が入居(銀 行 腕 )

保育園から小、中、高校もそろいました。

開校してまもない市立 市港北 小学校では、もうこの布、最初

の半業 生 を 送 り，Ｇｾ，しました 。 タウ ン 内には、中 学 校の他、私

立きのみ保 "(-{ I¥llや、rli 立 南港小学校、 JH立 住之江日校が

すでにそろい、 f どもたちの冗気な戸が飛び交 L 、ますLまた、

各 桁ショ・ノピング民向I i や銀行などもオープ〉今日に 11に、この

街は大き く成長していますL

E コ

近 鉄 南 港 ガ ーデ ン

J 、イツ

分 限 戸 数 1. 3201 i  

構 造 ・ 規 構 鉄 骨 鉱 筋コ y ク

リー ト遣 (8断、1I 問者‘ 14f軒}

H.l! 

五 マス合一プランですので、 改良等の為、完 成 時 に

は部分的な変更が生じる喝合があります。予めご了承くださし、。

近鉄

商港ガーデンハイツ

ただ単に住まいのスペースを促供するだけなら、これほど簡単なことは

ありません。でもこれに「暮らす」ことの意味を考えると 、事の性絡は大

きく変わります二生活の仕方が、 l時間が、そして趣味H番好がこれまでとは

比べる間もなく刻々と変化するなかで、住スペースを考える一一一これが

近鉄(主宅建設のマンション造りの姿勢で主

例えばコンセントの位置や数についてもこれからの暮らし方を展望し決

める 。 そうすることがお客さまに、充ちたりた生活を送っていただく法

礎になると考えるからです。

東生駒ガーデンハイツ

. 生駒市舵t駒・総180戸・l昭和47年6H完成

柏原ガーデンハイツ

. 柏原市大正・総40戸. 昭和52年1211完成

東生駒第2ガーデンハイツ

. 生駒市車生駒 . 総78戸. 昭和48
1
1'10月完成

上本町第2ガーデンハイツ

. 大阪市天王寺区・総68戸. 昭和53年3H完成

藤の木ガーデンハイツ

・奈良市中町・総32戸・昭和48
1
1'10月完成

帝塚山ガーデンハイツ

. 奈良市三碓町・詑225戸・昭初日平II 月定正予定

八戸ノ里ガーデンハイツ

I JIl大阪市下小阪. 総40戸1 1111利48年12J1完成

八戸ノ里第3ガーデンハイツ

ｉ ｬ 巨 大阪 ￯ｉ￭阿 ｬｾ Ｑｈ ・ 総日 ｬ 戸 Ｎ 昭和Ｕｊ￭ｦＭ ｬｬ ｊｬ 完 成 予定

実に2，226戸の供給戸数。この豊富な実績がお客機との

信頼の緋をさらに確かなものにしま京

八戸ノ里第3 ガーテンJ 、ィッ

東生駒北ガーデンハイツ

・生駒 If，辻町・約190戸・l昭和51!f- 5月完成

奈良ガーデンハイツ

・奈良市南京終町・総150戸. 昭和53年12月完成予定

淀川リバーサイドマンション

・大阪市淀川区・総205戸・l砲事150
1
1' 11月完成

酉長堀ガーデンハイツ

. 大阪市西区・総68戸・l昭和54
1
1' 6月完成予定

八戸ノ星第2ガーデンハイツ

I JIl 大阪市御厨・総88戸・l昭和51
i
f- 10月完成

明富前ガーデンハイツ

. 奈良市中町・総117戸・昭和54
i
l'2J'I 完成予定

上本町ガーデンハイツ

l .k阪市天王寺区・総150戸・昭和52年1OJ 1完成

八戸ノ星第4 ガーデンハイツ

. 東大阪市瓜生堂・総175戸. 分譲予定

シャトー淀城公園

ｉ Ｉ ｾ ＯＺＡｩ ､￯ 伏見区 Ｎ 総 Ｑ ＲＰ 戸 Ｎ 昭和 ＵＲ Ｑ ＱＧ Ｘ 月 完 成

南港ガーデンハイツ

. 大阪;Ii 住之 iI IK・1，320戸・分譲予定
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主 な 基 礎 工事 業 者 P R

顎鴻池組基礎部大阪市東区北久宝寺町 4 - 27 T E L  06一 洲 一 3500

昭 和 基 礎 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 黒 崎 5 T E L  06 - 372- 6548 

太 洋 組 株 式 会 社 大阪市北区梅田町47 (新阪神ビル) T E L  06 - 344- 2791 

東 洋 基 礎 工 業 株 式 会 社 大 阪 営 業 所 大 阪 市 西 区 靭 1 - 55 T Eし 06- 441 - 6678

丸五基礎工業株式会社大阪市北区東天満 2 - 6  T E L  06 - 358 - 2301 

ラ イ ト 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖 吹 田 市 江 坂 1 - 16 T E L  06 - 385 - 3441 

50音 順



大 阪 南 港 ポ ー ト タ ウ ン 計 画 の 概 要 と 現 況

安 藤 茂 男

大阪南港ポートタウン計画は、大阪市が開発を進めている大阪南

港の町づくりの核となる人口 4 万人、面積 100haのニュータウン計

画である 。 ここに豊かな生活環境の整備と新交通システムなど新し

い都市基盤システムの導入により、大都市に生活することの快適性、

利便性を十分に生かした職住近接の新しいタイプの市街地住宅団地

を建設するもので、すてに一昨年11 月より入居が始まり、現在約 1，700

世帯、 5，000人がこの町で生活している 。

1  . 大 阪 南 港 開 発 計 画

ポートタウ ンの建設が進められている大阪南港は計画面積約 930

haの埋立地てーある 。

南港の開発構想、の骨子は、つぎのとおりである 。

(1) 大阪都市圏の高度な産業経済活動や旺盛な消費を支える港湾機

能の主主備拡充をはかるとともに、道路計画上の優れた立地条件を生

かし南港を都市圏の総合的な流通拠点として整備する 。

(2)  市内に点在する物流施設や都市性工業を集団化、協業化して適

正な配置のもとに受け入れ、都市の再開発を促進する 。

(3)  豊かな生活環境のポートタウンを核に大規模な都市公園、魚、つ

り公園、野鳥図、自転車 ・歩行者緑道などを 一体的に整備し、市民

に親しみとやすらぎを与える町を創造する 。

南港は市民が海と親しむことができる数少ない場所であり、盟か

な緑につつまれた町づ くりにより、単に域内住民にとどまらず西大

阪の一つの核としての鐙備をめさしている 。

2  . ポ ー ト タ ウ ン 計 画 の 特 徴

計画面積 100ha ものまとま った住宅地を開発することは現在の大

阪市内では他に求めることは困難な状況にあり、大都市における住

宅地開発のモデルとして慎重に計画を進めている 。

図ー 1 ポートタウン完成予想図
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そこ で、こ の計函の鞘放 をい くつかあげる

と、つぎのと おり である 。

(1)  低密度の郊外型住宅地 でもな く、また過

密の都心型住宅地 でもない適正な高層 高密度

住宅地 とすることにより、十分なオー プンス

ペー スを確保する 。適正な高密度計画と新 し

い都市交通 システムの組み合わせによ って、

都心 と密接に つなが った大都市 における快適

な住宅地開発のモデルとする 。

(2) 従来の団地 、市街地住宅ではやや もす る

と画一的な住戸構成、年齢構成、家族織成、

社会階層 に特化 して、コ ミュニテ ィの形成に

問題 を生ず るこ とがあった。 ポートタウ ンで

は多様な住宅供給主体を導入 し、多様な住戸

を用意して均整のと れた居住階層 と市民の定

着するコ ミュ ニティを形成する 。

(
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(3) 近隣公園、 地 区公園、 川の ある緑道、周

辺緑道な ど、十分な公園緑地 を取る とともに

住宅敷地内 も駐車場 を設けず積極的に緑化 し、

生活に 盟かさを 与 える 緑地のネ ッ トワークを

形成する 。

(4) 高密度住宅地 の特質を生かして新交通 シ

ステ ム、ごみ収集の空気輸送システム、 地域

内放送を含めた 情報 シス テム としての C A T

V などの新しい都市基盤 シス テム の導入をは

図 - 2 ポートタウン計画図

4  . 施 設 計 画 と 整 備 状 況

住宅

バラ エテ ィのある居住者階層 と市民の定着するコミュニティの形

成 をはかるため 、多様な住宅を建設する 。すなわち、住宅の建設主

体別 にみて 市営住宅、公団住宅 、供給公社分譲住宅、民間分譲住宅、

企業向 き住宅 などを導入し、単身から複合家族まで家族型に 対応 し

た規模の住宅 を供給する 。 また 、各住 区ごとに 特定の建設主体 が集

中す ることを避け るとと もに分譲住宅、 賃貸住宅を混合する 。

住宅用地はすべて第 2 種住居専用地域で、容積率 が 200%と指定

されているので、14階建を 中心 とする高層化により敷地内 に十分な

オープンスペースを取ることが可能となり、 敷地内 に駐車場を必要

としない こ とと 相 まって、児童公園やプ レイロッ トのほか緑豊かな

環境をつくり 出す ことができる 。

)

 

1

 

(

 

かる 。

交通事故の減少 、住環境の保全をはかるためポー トタウン域内

はノーカーゾーンとし 、原則と して 自動車の釆 り入れを禁止する 。

ポー トタウンでは 明快でわか りやすく、居住環境 を高める土地利

用パターンの設定を 行 ってい る。 まず、業務商業施設、 各種社会サ

ービス施設、娯楽施 設などは、住宅をすべて高層高密化することに

よって町全体が コンパク トにまとま っているので 、ワンセンタ一方

式を線用しでも全域が歩行 圏内におさまる 。 また l ヵ所にこれらの

施設を集約することによりポートタウンのコミュニティ 中心 として

賑わいを嫌りあげることもできるので、 中心音11に東西に帯状の中心

地区センターを配置する 。

土 地 利 用 計 画

(5) 

3  .  

三沢

単 純 家 族

綾合家族 欠l J l 家族 単身家族 合 計

夫婦のみ 夫婦+ 子供

OL  D  K  50 OL D K  50 

1  L D  K  50 I L D K  50 

2L  D  K  65 2L  D  K  40 2  L  D  K  105 

2  

3L  D  K  65 3  L  D  K  65 

2 L DK  60 2  L  D  K  14  2  L  D  K  74 

3  

3  L  D  K  133 3L  D  K  6  3L  D  K  20 3  L  D  K  159  

3  L  D  K  134 3 L DK  20 3  L  D  K  154 

4  L  D  K  107 4  L  D  K  8  4L  D  K  8  4  L D K  123 

4  L  D  K  103 4 L D K  24  4  L D K  127 

5  

5  L  D  K  6  5L  D  K  2  5 L D K  8  

5  L  D  K  45 5  L  D  K  12  5  L  D  K  57 

6  

6  L  D  K  3  6  L  D  K  3  

6  L  D  K  14  6  L  D  K  4  6  L  D  K  18  

7  

7L D  K  1  7 L D K  1  

8  7L D  K  4 17L D K 2  7 L D K  6  

( 1.000世1 wあたリ )
住戸型配分表表 - 2

つぎに 地 区公園 、近隣公園、川 のある緑道、教育施設などの オー

プンスペースを、 中心部に南北の帯状に配置する 。

住宅ゾーンは この 中心地区セ ンターおよびオープンスペースゾー

ンによ って 4 つの住 区に 分割され、それぞれ、太陽のまち、緑のま

ち、海の まち、 花のまち と名 づけられる 。各住区は人 口 l 万人の近

隣住区を形成し 小学校、幼稚園、保育所、近隣公固などを置く 。

町の中は原則 として車の乗 り入れを禁止するとともに 中心地区セ

ンターを 中心に全域 が歩行圏域 とな っているため 、川 のある緑道、

緑陰道 など楽しく 歩 くための緑のネ ッ トワークを形成する 。 また、

その一環として町

の周辺に遊歩道、

サ イクリング ロー

ドを兼ねる緩衝緑

地帯を設け 、環境

の維持をはかる 。

ポー トタウン土地利用面積雪賢

住
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業
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道

国 fl'l

43  ha  

13  ha 

17  ha  

Ui ha 

11 ha 
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設
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途
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施
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緑

用

j

所

目

》

1

日

出

K

M

 

3

4

 

表 - 1

( {主戸型表示は. 便宜上、寝室数+ L D  K )  
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民間分譲住宅用地 として 3 区画の敷地を用意し、いずれも企画 コ

ンペをおこなって建設希望者を募集した結果、近鉄グループ、( 株)

熊谷組、新日鉄グループの三者に決定、昨年 12月には近鉄グループ

が第 1 期工事に着工した 。

現在 、市営住宅 552戸および公団賃貸住宅 1，508戸が完成 し、う

ち約 1，700戸が入居済みである 。 さらに賃貸住宅を 中心に約 3，000

戸が工事中である 。

(2)  教育施設

幼稚園、 小学校は各住区 l 校づっ計 4 校、 中学校は 2 小学校あた

り l 校の計 2 校設けるほか 、高等学校 1 校を設ける。小学校、 中学

校はそれぞれ24 クラス、高等学校は 36 クラスの規模とする 。なお小

学校はいずれも近隣公園に接して配置し、施設相互の有効利用をは

かることにしている 。

小学校、中学校は52年 12月より各 l 校が開校し、幼稚園も昨年 4

月より 1 園が関関、高等学校は大阪府立住之江高等学校が52年 4 月

から開校している 。

(3)  業務商業施設

住民のコミュニティ形成の核となる施設として中心地区センター

の中央部にポートタウンの管理センターを置く 。 ここには各種の集

会室、銀行、郵便局、 C A T V スタジオ、診療所などを設けて、隣

接するショ y ピングセンターと一体とな ってポートタウンの中核機

能を発揮する。

つぎに 、ポートタウンの購買施設については、高層高密のコンパ

クトタウンの特性を生かして、その大部分を中心地区センターに集

約し、魅力あるショ ッピングセンターを設置する 。各住区内には近

隣性のとくに強い庖舗 4 庖程度 ( 米、酒、薬など ) を設けるにとど

める 。 ポートタウン内は自動車の通行を規制するため、物流を伴う

これら購買施設は直接外周道路から出入り可能な配置が望ましく、

ショ ッピングセンターは無論のこと、かなりの物流を伴う新聞庖、

牛乳庖も町の外周部に配置した 。 とくに牛乳庖については域内の流

通合理化をめざし共同庖舗を設置している 。

ショ ッピングセンターはポートタウ ンの 1 万世帯 4 万人を対象商

圏とし、食料品や日用雑貨などの日常買物ゾーンとなる大型庖舗お

よび食品専門庖街と、電気器具、衣料品などファ ッション性の高い

品物を扱う専門庖街を一体としたものを計画し、現在はその第 1 期

工事中である 。なお、食料品を中心とした庖舗が管理センター内で

仮営業中である 。

(4)  社会福祉施設等

医療施設については大阪府医師会等と協議を重ね、内科、歯科、

外科、産婦人科、眼科、耳鼻科などの診療所20ヵ所を各住区および

中心地区センター内に設けることとし、うち内科および歯科各 1 院

が開院している 。 また病院の建設について検討中である 。

保育所は各住区 1 ヵ所、計 4 ヵ所配置の予定であり、うち 1 ヵ所

はすでに開園している 。

その他の社会福祉、社会教育施設については、中心地区センター'

内にその用 地 を留保しておき、必要に応じて順次設置する予定であ

る。

テニスコートなどのスポーツ、レクリエーション施設についても、

その用地を確保し、具体的な内容について検討を進めている 。

(5)  供給処理施設

供給処理施設として特筆すべきも のは、ごみの空気輸送システム

とC A T V の導入である 。

ごみの空気輸送はすでに大阪市でも森之宮市街地住宅で実用化し

ているが、 4 万人の住む町全体を対象とした大規模な計画はわが国

でも最初の試みである 。 ダストシュートに投入されたごみは 1 日 l

- 2 回ノ マイプを通じて中継ステーションへ送られる 。 したがってダ

ストシュート内でごみが腐敗、悪臭を発するということもなく、ご

み収集のため自動車が走り 回 る必要もなくなり、自動車の釆り入れ

規制 の趣旨にも適合している 。

また、この町は高層住宅の町であり、当然テレビの受信障害が予

測される 。 これに対処するため、共同アンテナを設置して有線で各

家庭に良質な映像を再送信するとともに、域内の自 主放送がおこな

える C A T V システムを導入して、地域のコミュニティ づ くりの推

進をはかる 。

(6)  公園、緑地

公園緑地は画一的となりやすい高層住宅からなる町の景観構成の

重要な要素であり、高層高密度住区のためややもすれば自然に親し

むという面で欠けるところがあるので、住練問の緑化は無論のこと

16haに及ぶ公園緑地 を計画した 。 また、これらの公園、教育施設等

を安全かつ快適につなぐ緑のネ ッ トワークとして 川のある緑道や緑

陰道を設けるほか、ポートタウンの 外周には高さ約 4 mの小高い緑

地帯を設け、自転車道や遊歩道として利用する 。

5  . 交 通 計 画

(1)  ノーカーゾーン

ポートタウンでは自動車公害 ( 騒音、 排気ガス、交通事故) を 町

の中へ持ちこまないことを目的として、 町全域にマイカーなどの乗

り入れを禁止するノーカーゾーン計画を進めてきた 。 ポートタウン

は約 1 km角であり、新交通システムが完成すれば、その駅へ行くに

しても、外周道路へ出るにしても約 500mの徒歩圏で全域がカバー

できるので、乗用車の乗り入れ規制についてはあまり図難はないと

思われる 。 しかし大型家具などの配達、引越し、修繕工事などのた

めに必要な自動車まで全面的に禁止することは困難であることから、

大阪府答察本部とも協議のうえ、自動車は原則として進入禁止ただ

し貨物車に限り午前 9 時から午後 5 時まで通行を許す、という形で

交通規制lをおこな っている 。 この交通規制をスムーズに進めるため、

ポートタウンへの自動車の出入口を l ヵ所に限定し、そこにガード

マンを置いて指導をおこなっている 。

この規制と対応してポー トタウンの外周部に駐車場を設け、宅地

内には駐車場の設置を禁止している 。

(2)  新交通システム

現在ポートタウンからの公共交通機関としては、地下鉄住之江公

園駅( 住之江区) 、玉出駅( 西成区) および朝1判付r合駅 ( 港区 ) の 3 方

向への市バスが走 っている 。 しかし、マイカ一通勤を 1
f
ll 制しつつ級

住近接の住宅地としての機能を十分に発揮するためには、より' a の

高い公共交通サービスが必要となる 。南港ではそ の輸送需要に適し

た新交通システムを採用し、住之江公園駅からポートタウ ンの間

6 .9  kmに建設することとなり、現在工事中である 。

。

ポートタウンでは、以上のように施設の整備をはかると同時に、ア

メニティを高めるため、色彩、サイン、ストリートファニチャーな

どに ついても研究、指導をおこな っている 。 たとえば各住区のシン

ボルマーク、シ ンポルカラーの設定、住宅をはじめ各施設の基調色

の設定、屋外広告物の指導など、より快適な町づく りをめさして -

1'.[" した指導を進めている 。

( あん ど う しげお 大阪市港湾局南港開発部主幹 )
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大 阪 南 港 ポ ー ト タ ウ ン の 住 区 ・ 住 棟 と 住 戸 計 画

木 田 寿 雄

はじめに

大阪南港は、大阪市港湾局による公有水面埋立事業による造成地

で、 昭和 33年度から造成が開始され、近代的な大都市港湾、総合的

な流通拠点、新しい住宅地 と公園づくりを目指し、総面積 920haの

街が形成される 。 これは阪神大都市圏の門戸として、その扉心に位

置する立地条件から、西日本における中心的な内外貿易商港として

大きな躍進をめざすとともに、背後都市圏の産業経済と市民生活の

発展に参与されようとしている。

その中に位置する南港ポー トタウンは、大阪南港中心部100ha に

l 万戸の住宅と業務商業施設を一体として人 口 4 万人の町づくりを

行 い、ここに豊かな生活環境、 適正 な高密度住区計画の実施、市民

の定着するコミュニティの形成、新しい都市を包指す新交通 システ

ム、ごみの空気輸送などの新技術を取り入れ、ポートタウン全体を

4 つの住区に分け 、東西にはショ ッピングセンターやサービス娯楽

施設、南北に公園 、文教施設、緑地を配してその区画を行い、各住

区ごとにシンボルマークを設け、各住区の明確化を計り、港を背景

とした自然と文化 のとけ合 7 大都市における快適な住宅地開発のモ

デルを目指すことを骨子にして、各住区ごとに約 2，500戸の住宅を

つくり、これらの住区はおのおの公営、公団、公社の公的住宅と民

間企業による住宅を混住させるバラエティーのある住宅計画で、独

身者から大家族まで住め 、また海に働〈人、 都心に働〈人等、職種

においてもバラエティ ー を持つ居住者層の交流が図れる住宅地 とし

て、居住水準の多様性を 求め、今後の都市生活水準のあり方を追求

するものである 。

人 口 計 画

34 処築と社会/ 1979年 2 月号

居住人口規模 .. ........."・ 40，000人

住宅戸数 ーー・ ・・・・ ・ーー… ・・ー 10，000戸

人口密度 ー ー・・・……ＮＮＮＮＮ ・ ･ ・ Ｔ Ｐ Ｐ 人 ｾ ｨ ｡ ( gross)  Ｘ Ｐ Ｐ 人 ｾ ｨ ｡ ( net  )  

となり、 他の団地 との 人 口密度の比較をグラフに表すと 図 1 のよ

うになる 。

1・森 の 宮

ｾ＠ i. 千島 ( 1，180)  

ト い

凶 ， l晶住吉

I ，OOO+i  

ｾ＠ 1; ・M U  ( 870 )  

ミ I  ｾ＠ (0)南港 P T ( 印 0 )

)  ゆ千里竹見台

信 500+ ド ・金問東

口 1  ・ 、、ーー

-< I香里 N T ー- ー~、 平 城 N T 千里 N T・
1  - - - - _ ー- . 一ーーーーーーーー一一 図 1

1  ・ 住宅公団団地の

500 ＱＰＧｏｏ ｾ 人口密度比較

住宅公団が建設する各住区ごとの計画概要および住棟配置計画は、

次頁に示すとおりである 。

計 画 の 目 標

住宅地区全体の街づくりの目標に対する対応について、つぎのよ

うに計画した 。

1  ) 都心型、郊外型を脱皮した新しい住宅地

新交通システムの採用により都心部との至近距離に位置し、大規

模高密度住宅地でありながら、恵まれた広大な敷地を十分活用し、

できるだけ多くの住宅をよりよい環境の 中に提供する 。 これは高層

集合住宅の利点を大いに活用し、都心部における小規模開発にない

ソーシャルコミュニケーションのステージを考える必要があった。

そして住区内に一般車輔の進入がないノーカーゾーンの規制 により



- 南港第 1 市街地住宅

建設渇所 大阪市住之 江区南港中 4 丁目

用途地 域 第 2 極住居専用地域

敷地面積 51，776 . 5801' 

建ベイ率 18. 38%  

容 積 率 185. 3 2 %

計画戸数 賃 貸 し 170 分按 338 計 上508戸

計画人口 約 4 ，680人

施 設 サー ビス庖舗、保育所、 内科 ・歯科医院、

管 理事務所、 集会所

屋外施設 広 場、公聞等

工 期 昭和50年 6 月~昭和52年 12月

阻 A  1車 8，11 B. 槽 C  ，揮 C. 檀

D  I車

(分圃)

盟
11 1  ｓｒｾ 遭

同左 同左 同左 同左

5  RC遣

14 F  14F 

高 さ 1m) 42.32 同左 同左 42.11 同左 42.32 

1  D  K  52 52 52 

2DK 話。 156 156 52 52 18 

戸

3 DK- 1 52 52 52 26 26 52 

3DK- 2  26 お お 一 一 一

世

3DK- 3  26 26 一一一一一

3DK- 4  26  26 一 一 一

伺

3DK- 5  
156 

計 お8 お4 お4 182 182 お8

岨 15 45.56 

I DK  同 左

- 49 担

'" 
2DK 臼 03 回 51 制 師 61.13 同 左 臼 13

面 3 DK- 1 16.81 11.53 18 邸 82.45  同 左 18. 13  

楠 3DK- 2 制。02 割 前

96“  

3  DK - 3  叩 46 同 左

.，.， 

3DK - 4  81. 28 伺 左

3 DK- 5  15 白

担聾面楠 岡 2.110.13 1.656.28 1.535 臼 1.0国 14 9日 95 2 劃>6.42

証躍薗楠 InI ) 21.146 同 15.052.14 15. 許l 鈎 11.630.45 11.お7 耳 21.614 叩

企童向け

骨盟住宅

- 南港第 2 市街地住宅

建 設 渇 所 大 阪市住之江区南港中 2 丁目

用途地織等 第 2 種住居専用地域

敷 地 面 積 28，058 .8201'

建 ベ イ 率 19 .45%  

容 積 率 198. 87%

計 画 戸 数 758戸

計 画 人 口 約 2 ，330人

施 段 サービス庖舗 、内科 ・歯科医院、管理事

務所、集会所

屋 外 施 段 広場、公園等

工 期 昭和50年 9 月~昭和53年 6 月

1車 A  |車 B 情 C 棟 D 陳 情 考

S RC造 S R C造 S RC遣

毘 !11 同 左

14 F  I I F 14 F  

高 さ ( m) 41 切 33.55 41. ω  同 左

4 D K  26 老人同居型

戸

3 D K  52 !日)

教 2 D K  貰晶 104  78 

I D K  52 26 

(戸)

計 312  160 156 130 

床

4 D K  
126.78 

面 3 D K  加 83 85.01  

摘
2 D K  67 叩 72.86 72.86 

(財)

I DK  53.92  日 92

建築面横( 耐) 1.9)0.23  1，5∞92  1，023.66  1.023. 66  

延床面情( 耐) 21. 676.72 13. 協8.98 10. 172. 12  10.363.87 

老人用住宅

10  K26戸

を含む

. 南港第 3 市街地住宅

建 股 場 所 大阪市住之江区南港中 3 丁目

用途地域等 第 2 極住居専用地域

敷 地 面 積 50 . 004 . 16m'

建 ベ イ 率 15 . 66%  

容 積 率 129 . 71%

計 画 戸 数 871戸

計 画 人 口 約 3 ，050人

施 段 サー ビス庖舗、内科 ・歯科 医院、管理事

務所、集会所

屋 外 純 段 広場、公園等

工 期 昭和51年 9 月~昭和54年 3 月 ( 予定 )

檀 B， I車 B. I車 c， I車 1 C. 槽 1 C.  I車

SRC遣

理
左 同 左 同 左 同 左

14F 1  F  

高 さ 1m) 42 却 同 左 同 左 22.20 同 左 同 左

3DK- 1 l制 18 18 7  13  12 

戸

3DK- 2 置副D 52 52 持 51  48  

13  13  

3DK- 3 13 13 一 一 一 一 一 一 一一一一

伺

計 話4 156 156 11 臼 回

計 3DK- 1 町 I 制 臨 52 邸 52 乃 18 加 51 81ω  

画

時 3 DK- 2 84.40  面回 畠 曲 16.01  16.94  宵 悶

面

楠 3DK- 3 田 17 邸 11 内 56 一一一一 一一一一

同

3  D  K-3' 85 司 田 18

撞墨画摘 InI ) 2.岨1. 25 1.151.63 1. 151.63 8乃 93 816.31  836 岨

抵床面同 InI ) 126 問。嗣 11.蜘 咽 11 鎗6.99 4.811. 11  4.抑 制 1 4.542 謁
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安全で気軽な歩行の可能性、一方では住戸計画種々の制約による住

戸の大きさの限定、この中において集合住宅の居住者には、自由な

住戸外空間が必要となる 。この 2 つの相乗作用からして本来の町 の

姿に近づくと考えた 。

2  ) 大都市内で要求される多様性に富む住宅

独身者より大家族までの住宅計画を、それぞれの住区においてそ

れぞれの事業主体が個々に住宅を建設することにより、自然発生的

に居住階層のバラエティ ーが生まれると言える。一方、 コミュニケ

ー ション については、各事業主体ごとにブ ロ ックが分か れているの

で、ややもすれば過去の大団地に見られるような事業者ごとのコミ

ュニケーションの限定された枠内のみにとらわれる可能性も出るの

で、各フe ロックの境界意識を余り意識せずに、道路計画と方自設計画

を考えることにより、バラエティーのある階層世帯間のコミュニケ

ーションを育てることが肝心である。

3  ) 豊かな生活環境施設に恵まれた地域

高密度でありながら、社会教育施設 ・福祉施設そしてレクリエー

ション施設まで各種社会サービス施設計画が十分になされた中の集

合住宅であり、保育所・幼稚園 ・集会所・医療施設 ・コンビ ニエ ン

スショップなどが有機的に連関した配置が必要であり、これらの施

設群が地区公園とも関連することにより、より多くの人々が戸外で

の楽しみを満喫し、人々が出会う場所を集中させることにより「血

の通った町づくり」が可能になる。

4  ) 新しい技術の組み込みが可能な都市

近代都市を目指す都市施設計画として、南港ポートタウンは、地

盤から造った町にふさわしい 21世紀の街づくりの一環として、 「ご

みの空気輸送」、 i c A  T  V の採用」、 C A T V利用による地域放送な

ども可能な施設が計画され、すでレにその一部は操業が開始されてい

る。これも新しい都市づくりを行う南港ポートタウンであるから容

易に笑現したものである。

配置計画

1  ) 住棟計画

まず住棟型式についてそのパターンを基本的に分類し、そのいず

れを採用するかについて考えることとした。{ 主棟型式のパターン基

本分類はつぎのとおりである 。

1  . 版 状T 一 片 廊 下 型 r T C 型

I  L 片廊下型

トー中廊下型" " 1 ' 中廊下型

」ー混合型 トベ串 型

L，S 型

2 . 浴 状

3 . 階段状ー「

ト 高層住宅の基本計画に該当しない 内

4. 平面状ー_ J

以上の分類の中から 3 、 4 を余き 1 . 2 について検討を行うもの

とし、住練配置の検討と平行して住区全体における各事業主体ごと

の住区のまとまりを求めることも併せて検討する必要はあるが、未

決定場所などもあり、南港 P T は高層住棟を主体として考えること

が基本姿勢としてあるので、未決定の場所についても大阪市の南港

P T 計画全体のバランスを考えることとして住棟計画を行 った。

l 、 2 のうち 2 の塔状住棟については、コスト高が予測されるの

で部分的に使用することにとどめ、主流は版状片廊下型または 中廊

下型にしぼって検討を行うこととした 。

中廊下型 3 種 類の型式については、 中廊下型はすでに公団におい

て市街地の他国地に採用してきたが、住環境からして廊下に面する
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部分の排煙その他廊下の通行騒音などについて問題があり、串型、

S 型についてもコスト高、権造計画に問題があるので取り止めるこ

ととした 。

それぞれの検討の結果、版状片廊下型式のものにしぼって検討を

行うものとして住棟計画を進めることにした 。 これにより T C型か

片 廊 下 型 か の 採 用 に つ い て は 、まず南港 P T の埋立地盤について

の特殊基礎等構造計画についてそれぞれ検討を行 ったが、 片廊下型

式のものであれば最高 7 - 8 階に止めることが構造上より安全であ

り、高層 14階建を主体とするならば T C型を採用するとともに、建

物の足元をふんばりのあるものとすることがすべてについてよ り安

全な構進となり有利でbあると判断した 。

住棟のまとまりとしての動線計画は、南北それぞれのコア部分を

主軸と冨1 ] 軸とに分けることを基本とし( 図 2 ) 、一方 、構造計画上、

両側の住棟は構造上一体となること を要求し、コアは十分な幅をも

って 両棟をつな ぐことを 必要とした 。

このことは副翰コアを動線コアとして使用するとともに、コミュ

ニテイコアを主として考えることによ って、 好ましい結果を生むも

のであるとした。

しかし住棟全体

についてのコミュ

ニティーを意識的

に組織させる計函

は非常に難しい 。

余り押しきせのコ

ザ | 問

+ベB

( コミ斗 ニテイ コア)

図 2

ミュ ニテ ィーは失敗する 。 コミュニティーは必要によ って生まれる

ものであることを考えるとき、コミュニティーの組織しやすい形を

提供するしかなし、 。 そこで、コミュニティーのヒエラルキーを 表 1

のように想定して計画を進めるものとした 。

表 1 コミュニティーのヒエラルキーと空間

位階 t稗 成 対応する空IUI 対 象 者 援 官1

Co 家 族 l主 戸 家 族

個性が発郷できる

{王戸

2  - !OFi 筏l立 階段の踊り場 王 鰯 鉢 主E

常に利害が同ーとな エレベー ターホール n  がJ 児 共 同 掃 除

C ， 

る隣組 老 人 共 同 作 業

etc 

20- 30Fi 程度 l主棟内の水平動線の 主 婦 井戸端会議

1つの グループとし 交点 字L 幼 児 井戸に替わる装誼

C， てのまとまり うる数. エレベー ターホール 老 人

空間的近接性によ っ レスト スベ ス

て結びつ く

l つの垂直ア クセス プレ イロ y ト 主 総 花だん 、ベン チ、

によ って作られる集 レストスペース 老 人 遊具

C， 図 共同花だん 幼 児 共同掃除、作業、

(ZT+乳幼児)

I也商 とのつながり

住棟の配置で決まる . プレイグラウ ンド 王 婦 共有物のｾ備

住棟の連関と共同{主 集会所 ijJ 児

c ‘  
宅の意識 老 人

主 人

低 学 年 児 童

C . の集合 中規悦公闘 全住民が参加しゃ

l 小学校区を構成で
プレイ グラ ウンド

すい形態

C， 

きる規模

コミュ ニィテーセン 住 民 全 体

ター

( 自治区単位) ショ y ピング

2  ) 動線計画

南 港 P T それぞれの住区内は、通常事輔の通行は禁止されている

ので、歩行者に対する安全は確保されていると考えてよい 。住区内

の動線計画は、 他 の団地 とは異なり、わりと自由に考えてよい 。 し

かしその中においても、それぞれの動線区分はその目的に合わせて



全体計画のテーマに沿って考えることとした。

・動線区分の分類

/ ①無目的歩行一 - 散策

a ) 歩行 く、

、②合目 的歩行… ・・通勤、通学、買物、訪問、 etc  

/ ①無 目的歩行・… サイク リング

b) 自転車¥

、② 合 目的歩行… -買物、訪問、通勤、通学

( 通勤 、通学についてはその距離 による)

庖 サ ー ビ ス 走 行 … ・配達

c  ) 自動車ι ②緊急走行… ・・ ・・消防車、パトカ一、救急車

③特殊走行 ・・・…・ 引越し用荷物車、霊枢車 et c

計画については、すべて歩行者優先で安全を第一と考え、サービス

車等の走行範囲を最小限にするため、住区内のサービス車路の通り

抜けも避けるようにした。

・各種動線処理の理念

a  - 1  無目 的歩行 集合住宅地区の動線計画の重点の一つで、集

合住宅のコミュニティー形成の第ーは戸外での活動誘発て世ある以上、

快適な屋外歩行空間の提供が計画全体の成否にかかわるので、無理

に押しつけたような歩行路の展開や、衆人監視の道は避け、変化に

富んだコースや木蔭の道、これらが足ざわりのよい完備した道を自

由に選択できることが必要て' ある 。

a - 2  合目的歩行 人間がある目的をもって動作を行うときは、

できるだけ直裁に事を運ぼうとすることを念頭にもって最短コース

を設定する必要があ り、 全天候に合った舗装が必要であるが、その

うちにもゆとりと変化を採り入れる 。

b - 1  無目的走行 ( サイクリング) 各住区内に設けることは、

走ることを楽しみとする以上、ある程度の速さも要求されるし、そ

れだけの距離も必要て。あるので難しい。この P T にはサイクリング

ロードが住区の周囲に設けられているので、十分にカバーはできる 。

b 一 2 合目的走行 最近、都市道路の中で、歩道の一部を自転車

道として設定されているところもあるが、歩行者の安全を確保する

ためには、日IJ に自転車専用道を設けるべきであると思う 。 しかし今

回の P T の計画は住区内の一般自動車の通行制限があるため、緩速

なサービス車との同居は可能と考えられるので、自転車専用道は住

区内にはと くに設けない。

c  - 1  サービス走行 本計画では地区内専用車だけにしぼり、時

速は 15km/ h 以内で走行するものと考え、歩行者、自転車との動線

が平面交差しても安全を確保することが必要条件である 。車柄交差、

歩行者と車輔の交差は 、主事柄交通の需要が比較的少ないことから、

車道幅員は最小幅員にとどめ、サービスは住棟が高層に限定される

ことから、エレベータで連結する動線で設定する 。

c  - 2  緊急走行 緊急車専用路としては、消防車の緊急路として

とくに道路盤等の整備は必要であり、回転半径、より付き幅とも十

分考慮することとし、それ以外についてはとくに意識して設けない

で、団地内の通路を兼用するが、走行の必要があると想定されると

ころには、走行の妨げとなる工作物、値栽などは設けなし、。これは

全体の土地利用の骨子にもな っているように不必要な土地の区分処

置は施さないようにしなくてはならない。

c  - 3  特殊走行 これは非日常的走行であるので、とくに考慮す

る必要はない。サービス車走行と同ルートで解決できると考える 。

しかし 4 mを限度とする幅員では「すれ違し、 J が不可能でh ある ので、

要所に待避所を作る程度で処置もできる 。

全体動線については、はじめに述べたように南港 P T は、南北に

公園 ・文教地区ゾー ン、東西にショ ッピングサービス ・中心地区セ

ンター施設 ・交通主要駅ゾーンが帯状に設けられて、それぞれによ

ＱＮ Ｎ ＺＡｴＧ ｾＱ＠

第 1 住 区

匡" 1): 1111

M2 住 区

(二f f TL 線)

睦 豆電

堕亙

企ご1

待

1) 4 分害IJ されている 。主要道路は P T の周囲を取りまさ、自動車の

進入も容易であるし、自転車についてはサイクリングロードも P T

内に設けられているので、後は歩行について考える必要がある 。歩

行のうち無目的歩行は、散策で目的のない歩行ではあるが、地区公

園などにオープンスペースの繋がりでつなぎ、合目的歩行のうちの

買物、通勤については 中央地区センターにできるだけ合理的に結び、

通学については、

文教施設にスムー

ズに流れるよう拐J

線の計画を行 った。

( 図 3 )  

3  ) 配置規模計画

先の住棟計画で

述べたように、住

棟タイプは片廊下

T C 型と塔状型 14 ｾ コ貨物 、

通軍司

階建を主とし、片

・・一通学

廊下型 7 - 8 階建 図 3

もそれぞれの地形によ って組み合わせ、それぞれの地区で 3 - 4 笑

の検討を行い、本計画を採用した 。そのチェ ック内容の概要は表 2

のとおりである 。

新

交

通
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褒 2 チェ ック項目褒

第 l  住 区 割Z 2 住 区 第 3  住 区

耳1 目

事j 相l 相l

内 んをま

定

内 容

定

内 :g: 

定

全 体 計 画 と の 。 。 。
限l i皇

外 部 空 間 的 。 。 。
ま と ま り

外 観 デ ザ イ ン ム 同 1玉 d.  浴 状 変 化 。
塔 状 型

片 廊 下

i盤 続 f生 d.  d.  
。

7  - 7  - 14  - 28  0  

集 合 単 体 5  - 10 - 3 0  
。

5 - 10 - 3 0  
。

6  - 6  - 12  d.  
d.  

4 - 7 - 1 1  d.  

コ ミ ュ ー 7 イ 。 。
d.  

ー の 適 合 性

防 災 性
。 u  

。

住戸の} ; < ; - 住性 c，‘ 
ム

。

t務 ili 

。

1  0  K  - 1 5 6  

1 0  K ー 7 8

戸 数 、 規 様 2 0  K ー 754
。2 0  K - 4 4 2  。

3  0  K  - 87 1  

。

3 D  K  - 5 9 8  

3 D  K  - 2 1 2  

4 0  K  - 2 6  

総 合 評 価
。 。 。

住 戸 計 画

1  ) 住戸の型( 平面図参照)

居住者層の多様化を推進するため、多種類の住戸型を用意する。

独身者、新婚用 1 0  K から大型 4 D K までを、高層住宅とい う構造

形態の制約のなかで多種類の住戸を組み合わせる。

2  ) 住まい方の多機化への対応

居住者は各人の生活形態によって異なる。{ 主戸はその多様な生活

形態をフレキシプルに受け入れやすくしなければならない。集合住

宅にあっては、まして高層住棟になるとさまざまな制約は生まれる

が、生活形態の原核を見出し、付随する分子の自由性をできる限り

高める室配置が望まれる。しかし限定された面積の 中で室数が決定

されている現状では無理な点が多いが、 D K と 1 寝室を L D Kに使

用したり、 l 寝室を子供室用の 2 室に区切ったりして使用するなど

の使用変換が容易な室配置が好ま しい。

現状の住宅事情が改善される見通し の暗い都市生活にあ っての、

家族数の変更による住戸の変更はなかなか困難で‘ あろう。同じ殺の

中で使い方を変更するくらいが精一杯であ ろう居住者のために、 室

数 の変更をパネルの付け替えーっでできるよ うな工夫は、今後これ

からの集合住宅には必要になろうと考えられる。

3  ) 日照、通風

各住戸の日照時聞は最低 2 時間以上確保するとともに、各居室は

{ 谷に 言う「あんどん部屋」をなくし、各室採光の住戸とした。海と

緑による美しい港づくりによって生み出される盟かな生活環境を、

各住戸に存分に取り入れることが肝心でレあるので、高層集合住宅に

自然風を取り入れた自然流住宅として考えることは、南港 P T であ

るから考えられることである。

4  ) プライ パ シーの確保

一言にプライノ〈シーの確保といっても、絶対に確保する ことが必

要な部分と、必ずしも必要でない部分とがある。ドアーを閉めると

別世界的な考え方では コミ ュニティー共同生活は営まれない。しか

し住戸内にあっては個室の確立が進むにつれ、世代間の断絶が進ん

できたように住戸の独立性が進むにつれ、隣家同士が疎遠になるこ

ともある 。 このようなE いの居住者が互いにプライパシーの確保の

必要な ものは確保で き得るように考 えながら、一方では コミュニテ

ィーの広がりができやすい ように計画を行うことが必要であろう 。

( きだ ひきお 日本住宅公団関西支社市街地開発部)
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民間分譲住宅『近鉄南港ガーデンハイツ J 計画

上 村 義 晴

は じ め に

最近はとくに、社会構造の変化や交通施設の発達などによって都

市化が進み、次第に道路、公固など公共施設やオープンスペースの

不足、市街地の過密に伴う住環境の悪化 、そして、遠距離通勤など

のいわゆる都市問題が発生し、良好な住宅地の開発や維持がますま

す困難になっている。

大阪南港ポートタウン計画はそれらの問題を少しでも解決するた

め、新しい住宅地を海上に求め、人工的に埋立造成して供給すると

いう画期的な計画である 。 ところが、全くの新規開発地であるがゆ

えに、過去の文化や社会と密接なつながりを持っている既成住宅地

の他方の良い菌、すなわち、人間が長い期間を費やして作り上けて

きた、その地域の特性に応じた、まちの様式かといったものが存在

せず、そのため新たに快適な生活を営むのに必要な風土づくりを行

う必要が生じる 。換言すれば、人聞の血の通わない土地を豊かな人

間性あふれる住宅地に成し遂げ得るか否かが、本プロジェクトを成

功させるための最大の鍵と言えよう。

民間としての役割は、自由な発想、をもとに、このホ人工埋立島砂

というイメージを払拭し、明るく、住みやすい、活気に満ちた町づ

くりへの原動力となることにある 。すなわち、地域全体における一

種の誘発剤として、他の施設と調和しながらも特化されたい顔。を

持つ住宅団地を計画することが、ポートタウン全体に活力を与え、

豊かなコミュニティの形成を{ 足すことになるであろう 。

以下に民間分譲住宅 f近鉄南港カ‘ ーデンハイツ j 計画の概要を述

べることとする 。

配 置 計 画

まず、理想的なニュータウンを目指すためには広域的な住環境整

侃iが必要であり、敷地内だけでなく敷地外との関係もとくに考慮し

て計画した 。 周辺地域への配ｾとしては、計画 地 、近隣公園、地区

公閥、地区センターに連続性を持たせるようにオープンスペースを

設けた 。 また、保育所をはじめとして北側隣接敷地に対しては、聞

にオープンスペースを設けて十分な距離を確保するとともに、建物

高さのブレイクダウンを図ることによ って建物からの圧迫感を押さ

え、日 1;i j の影響もきわめて小さくしている 。南側地区セ ンター側に

対しても、萎1ftJ J を対応させ緑地帯を周辺に設けてプライパシーを確

保するだけでなく、圧迫感を小さくするなど、心理的な面も十分に

考慮した 。

敷地内環境への対策としては、広〈確保したオープンスペースに

変化のあるプラザ、たとえば、団地の中心プラザとしてアーパニテ

ィの高いセンタープラザ、豊かな自然を抱〈回図的プラザ、起伏を

設けた活動的な遊び場としての児童公園、団地内の交わりの場とし

て多目的な利用を可能にしたイベントプラザやスポーツ広場、さら

に各住棟玄関ホールまわりには幼児用プレイロ ッ ト等を随所に設け

た。地区がノーカーゾーンであるとし寸特性を生かして住棟を南北

軸を基本とした配置とし、オープンスペースを南に開けた形とする

ことによ って屋外の植栽のスペースに広がりが生まれ、かつ十分な

名 称 近 鉄 南 港 ガ ー デ ン ハ イ ツ エ JTI 4  JTI 

所 在 地 大 阪 市 住 之 江 区 南 港 中 4 丁 住 戸 数 1 . 320戸

目2 番

地 域 地 区 第 2 種住居専用地域

単防火地域

敷 地 而 械 55，256. 48m'

精 進 ・ 規 線 鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造

8 階、 11階、 14階

住 棟 数 4l i車

建 築 面 積 12 ，821. 11 m' 

延 床 面 積 107 ，261. 22m'

建 ベ イ 率 23. 20% 

容 積 率 194. 12%

住戸専用面積 65. 52. ザ - 97. 77m'

平均性 戸専用面楠 75. 03m'  

日間、が確保され、冬でも暖かく憩える屋外受聞を現出させた 。 さら

に、その連続感のあるオープンスペースは心理的な優しさを生み 出

し、現象する空間を単調な平行配置とは異なる加速度的な変化のあ

るものとしている 。 また、住棟高さも Ｘ 階棟、 ｬｬ ｾ 皆様、 Ｑ Ｔ 階棟とリ

ズミカルな組み合わせによるスカイラインの変化を図り、団地全体

を有機的な流れのパターンで構成した 。

また高層団地特有の住棟の圧迫感を和らげるために、人の動線に

即して、とくに人々の溜まり場のまわり道路と住戸などの聞に植裁

を施し、高層住機への視線を遮るよう計画した 。植裁は住戸、アルコ

ープなどのプライパシーを確保し、木蔭の安らぎや一年を過しての

木々の変化は生活にゆったりとした究ぎを与えることとなろう 。 さ

らに、高層住棟による風害の影響を最小限に抑えるため、最小住棟

間距離を約30m以上としたことに加えて、強風時の対策として、植

樹による効果の大きさを重視し、最小{ 主棟問距荷uーの部分などに防風

林を兼ねたものとして計画した 。なお樹種の選択に関しては地域の

特性を認識し、耐潮性、耐風性が大で、乾燥、大気汚染、病虫害耐

性の強いものを採用するとともに、自然の生態系を留意して多くの

樹種を計函している 。

動 線 計 画

動線計画は事実上、配置計画の中に組み込まれているが、地区全

体がノーカーゾーンであり、 一般車両の進入がないことより、特筆

しておきたい。消防用通路は住棟が階段室型スキ '/ 7 .方式であるの

で 111皆住戸のプライパシーの確保およびサービス動線との重ね合わ

せを考慮した上で、階段室側へ幅員 5 mの通路を設け、クルドサ;ッ

クとせず、すべて一方通行でループ形式を採用した。サービス車両、

引越車両および自転車の動線と消防用通路を重ね合わせたことによ

り通路の効率が高まり、緑地を広〈残すことがで きた。歩行者動線

に関しては、車両が一方通行で、かつ通行量が少ないために安全性
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が高〈、車両動線と分離する必要はないが、広場には散策用の小道

としてのフ ッ トパスや 、全〈歩行者だけのス ペースを設けるなどし

て人々の語らいや自然との触れ合いの場を最大限に確保した。また

1 階エレベータ ーホールへのアプ ローチは、メイ ンをス ロープと し、

乳母車や車椅子でも スムー ズにアク セスで きる計画とした 。

住 戸 ・ 住 棟 計 画

住戸計画については居住性を最大限に追求した 。階段室型スキ ッ

プ方式の住棟を南北軸主体の配置とすることにより、東西両面から

の直接採光を可能とし、とくにスキ ップ階住戸のプライパシーを十

分に確保した 。住戸タイプに ついても 3 L D K から5 L D K までの

豊富なタイプを設定し、幅広い層 の需要に応 え得るも のとした。 各

住戸とも、機能的で居住性の高いプランとし、従来の一般共同住宅

と比較して各居室の面積をひと回り大きいものとした。また、住宅

団地の中での各住戸の位置付けを明確にし、おのおの独自性を持た

せること への配慮として 、住棟エレベーションの分節化を図るため 、

エレベータ ー停止階ごと の変化 を出し、 さらに各戸の玄関ドアや廊

下、ホールの色などにも 特 徴を出す ように意匠上の工夫も凝らした。

ファサードデザインの横分節化は心理的に階数を少なく感じさせ、

その結果、圧迫感の小さい住棟の雰囲気にしている。また、横分節

化は住棟の 巨大さを長さにおいて 節 をつけ、 {主棟を細身の集合体と

している。また、 エレ ベーターホールまわりには空気輸送ごみ処理

用の投入口を設け、人々の動線の集合点とし、隣接して居住者の交

わりの場としてのプレイコーナーを設けた。

住戸面積の設定については、幅広い層の人々を南港に導くことを

目的として分譲価格上の求めやすきを考慮し、適正な規模とした 。

居住性の点ではある程度大きい住戸が望ましいが、分譲価格を低〈

押さえる 主旨と 相反する要因となるため、当計画において両者の接

点と思われる 75m'程 度を平均住戸専用面積に設定した 。価格 を下げ

るには 、戸数を多くして一戸当たりの土地価格負担額を下げること

が必要で、戸数を 1，320戸と、土地取得契約条件の限度いっぱいと

した。また、住宅購 入をより容易にするため、住宅金融公庫からの

融資が可能 となるよう、融資条件に適合した計画 とした。

情造計画

構造計画において基本的な考え方を述べれば、本計画I也が埋立地

盤であることにより、その構造的特性を考慮してスタンスに対する

高さの比率を可能な限り 小 さくするべきであろうという考えに立ち、

1  3.3として計画した。上部構造に関しては、建物が共同住宅で

あり、階高、関口寸法が整理されているため、施工精度、材質の均

一化、単純化、お よび建設費を考慮. して 、近鉄クソレープ独自の高層

プレハブ工法を採用 した。柱は H 型鋼を主体とした現場打ち S R C

造、梁は H 型鋼を主体とした S R Cの部分的プレキャスト部材、床

は現場打ちであり 、一般の H P C 工法に比べて構造的に優れており 、

住戸平面図
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工期の短縮も図っている。なお、近鉄グループ独自の工業化方法は

内装においても、造作材とし て木質系芯材と硬質塩ビ異形材 との複

合材 r P L U S - WOODJ や、間仕切パネルとして在来工法と パ

ネル工法の良さを同時に備えた石膏ボードの組み合わせによる rp

B パネル工法j を開発、採用した 。

また、下部構造にはとくに慎重な検討を行うため、今後綿密な地

盤調査、載荷試験等のデーターを 揃 え、環境公筈問題や施工性を含

めて最適な杭種、焔工方法および設計採用数値を決定した上で、工

事着手するよう現在準備中である 。

管 理 運 営 計 画

管理運営においても、南港ポートタウンの計画目標にふさわしい

新 しい都市づくりのモデルケースとして、従来の普遍的、画一的な

管理方式にとらわれることなく、創意と工夫をも って計画した。と

くに、 人間性あ ふれる風土づくりを目指して、都市機能の基盤とし

ての豊かなコミュニティづくりを図るために、その拠点としての管

理集会棟はアノ〈ーニティの最も高いセンタープラザに関かれた位置

に、敷地全体の動線のノードとしてのイベントプラザと笥・接につな

がりを持つよう計画した 。集会室は広い部屋を 2 室( 1 室は 和室) 設

け、ゆったりとしたエントランスホールを介して結びつけ、なにげなく

人々 の寄り集まる 場と して設定した。管理事務室は快適で安全な住

環境の維持のためにメンテナンスの拠点として、また集中監視装置

を持ち、緊急事態に備える防災の拠点として、団地全体を統一的に

管理し、調和のとれた効率的な管理体制がとれるように計画した 。

また、管理運営サイドからも、現地に密着した綿密な管理体制に

よって、 地域全体を総合的、一元的に管理し、 都市機能 を十分に発

揮させるよう管理運営方式の検討を続けている 。

販 売 計 画

分譲計画の設定について販売サイドからの検討事項を述べたい。

最近はマンション市場にも少し活気が見えてきたが、これは高度成

長期のマンションブームとは異なり、若年需要層が中心である市場

動向に 合わせて供給者側 が低価物件 を意識的に供給している結果 で

ある。本計画はそれらを考え合わせ、幅の広い層を対象にして 良質

な住宅供給を行うことを目的としている。したがって、幅広い需要

層が購入し得る販売価格の7 ンションを供給することが、本事業に

課せられた使命であると認識している

南港ポートタウンの場合、現時点では諸施設および周辺環境の整

備が完了していない段階であり、全体計画完成を前提として現時点

価格を設定することは至難でレある 。そこで現在の大阪市内のマンシ

ヨン供給価格を基準として検討した。年収 300万円程度の購入層を

想定し、契約金( 10%) 、中間金 ( 10%) 以上をローン借入に頼ると

仮定し、その場合の借入金が住宅金融公庫借入を前提として当該年

収層が購入できる価格を設定した。この価格はハード商 、ソフト函

とも徹底的にコス トダウンを図った結来の分譲価格であり、本計画

の主旨にそい 、かつ低価格、良質マンションとして好評を博すも の

と自認している。

お わ り に

以上が計画案の骨子であるが、弊社をはじめとする近鉄グループ

は、明るい、太陽の街らしい良好な住環境の形成と、求めやすく、

居住性に富んだ個性的な民間分譲住宅の創造のため、現在も引き続

いて徹底的な検討を重ねており、近〈工事に着手する予定である。

( かみむら よしはる 近鉄住宅建設臥取締役設計企画部長)



大 阪 南 港 ポ ー ト タ ウ ン 道 路 、 公 園 の 空 間 構 成

菱 田 洋 祐

計 画 の 前 提

ポートタウン内の道路構成は、明快でわかりやすい住環境を高め

る土地利用および交通計画と密接に関係する 。すなわち集約化した

中心地区セ ンターゾー ンを中央部東西に帯状に設け、このゾーンを

南北に貫く形で教育施設ゾー ンをクロスさせる 。このクロスした十

字形の施設ゾーンで l 小学校区を単位とする住居ゾーンを 4 つに分

ける 。 またポートタウンに出入りする車の発生集中交通量は約 l 万

トリ ップと見込まれ、うち 7 イカ一、タクシーなどの人流車両がそ

の90% を占めるものと予想される 。地形的には平坦なほぽ 1 km四方

のまとまりのある区域で、新交通システム ( ニュー卜ラム ) の駅や

外周道路へのアプローチは 300m- 500mの徒歩圏であり、人流車

両に ついては駐車場をポートタウン外周部に設置し、マイカー来訪

車ともに原則的に域内進入をさける 。一方、物流車両は比重の大き

いショ ッピングセンターへの物品搬入は域外道路と結ぶ専用地下道

を利用し、牛乳、新聞等定期的に発生する交通については、外周昔日

にl苫舗を配置し、仕入れ車両の域内進入をさける 。 さらに、ごみの

回収については、日常的なごみ収集は空気輸送システムを採用する

などにより、域内進入交通量の約50% が削減される 。 また、通過交

通をなくすため、車両の出入口を 1 ヵ所に限定し、交通笠理員を 24

時間置き、規制l主旨説明、除外車両の誘導などを行い、域内住環境

を保全するよう計画されている 。

街 路 の 性 格

ポートタウン内の道路の利用主体は、歩行者 ・自転車・物流車両

などに分けられ、域内の各施設との関連で相対的な利用度を想定す

ることができる 。 これら のサーキュレーションを明確にする長とに

より、歩行者、自転車 を中心とした道路空間を ti lJ り出すことになる 。

各利用主体別 の道路の利用のウエイトを検討する 。

(1)  自動車のサーキュレーション

緊急車およひ"物流車両のルートを想定すると、各住棟へ住区内の

外周道路からアプローチすることになり、利用度は 2 段階に分けら

れる 。

・ランク 1 ; ポートタウンの骨格的道路であり、隣接する住区を区

分するもので、交通量も他に比べ多〈、安全性や地区構造のわかり

やすきを確保する必要のあるもので、主として外部からの緊急車、

サービス車用に供されるもの。

・ランク II ; 各住棟と中心地区センターを結ぶ住区外周道路。

(2)  歩行者のサーキュレーション

歩行者の活動は車と異なり、移動のみの目的とは限らず、戸外の

生活行為としてとらえる必要がある 。すなわち静: 的レクリェーショ

ン( 川のある緑道 ・地区公国 ) 、動的レクリェーション ( 近隣公園 ・

児童公園 ・テニスコート ・コルフ場 ・サイクリングロード ) 、日常的

生活 ( 通学、通勤、買物) 、非定常的生活 (遊び・集会 ) と大きく 4

つに分類され、域内の各施設との対応を考えると、 利用度は 3 段 階

に分けられる 。

・ランク 1 新交通システムの駅から各住区への日常生活に対応し

た南北方向のルートおよび中心地区センターに沿 ったルートで利用

度が最も高いと考えられるもの。

・ランク II; 主に静;的、動的レクリェーションに対応し 、ランク I

の道路から分岐した、利用度が中程度と考えられるもの。

・ラ ンクIIl ; 外周の日常生活に対応しない、最も利用度の低いもの。

(3)  自転車のサーキュレーション

ポートタウンの自転車の保有台数は市内の状況から判断すると

11 ，000台- 13，000台になると考えられ、域内の車の交通が規制され

ること、地形が平坦であることから、駅への通勤 ・通学、地区セン

ターへの買物など、既成市街地に比べ自転車の利用率は高いと考え

られ 、各道路の利用度は 3 段階に分けられる 。
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表 - 1 ポートタウン内の道路の特性

タ イ プ 手IJ 用 度 性 格 沿道施設

王II 自転車 人 地区センターでのショ ッピング集会等、

地区センター

A  

。 ⑥ ⑥ 

アクティプな活動を導〈広場をとりこん

住 棟

だ都市的街路

P .  T . を南北に1 ' t < 川のある緑道を軸

B  。 。 。 として、量的な緑の確保を通じて一体化

川のある緑道

を図る

学校・刷亙公閣

駅舎への歩行者の安全性および自転車置

駅舎、自転車

C  .  
⑥ 。

場へのアクセス路を整備し、新都市交通

置場

ンステムの高架精造の視覚的圧I ; f ( 感を

住 t車

軽減する

D  
。 。

住区の外周路として主に自動車用動線、 地区公閣

。

地区公園との調和を図る 近隣公園、回東

E  .  F  近隣児童公回等生活に密泊した活動の場 近隣・児産公園

(: 行 : )

×  。 。 として、歩行者、自転車のネ y トワーク 住区内広場、

として計画 伎 t車

C  .  C'  緩衝柑也( 自転

.  C"  
。 。 住区および P . T の外周路で自動車用動線

車道) 、駐車場

⑥非常に多い 。多い O普通 ・少ない × 祭止

A  Gf h ケヤキ ケヤキ シナサワ

ン レミ グルミ

D エンジュ エンジュ

ｾ ユ ｊ ノ キ _，ぺ F

; ; tV. S. ・"N1官 ー弐l W!" ｊＧ ｾ＠

ｾ 歩自 今 車 一 ｬｾ 込

1. 0 U .LO 6.0  Ｎ Ｑ ｾ Ｐ ，＠

| i . 5  14.0 I  

植 栽

住区分離、メイン道路

として象徴性、明確性

ケヤキーシナサワグル

ケヤキーエンジュ

街路両サイドの空間と

のつなき¥調和

クスノキーエンジュ

ユリノキーエンジュ

まとまった緑のイメー

ジ、繰のアクセント、

1昆植

緑の縁取り、連続性 写真一 1 ポートタウン中央A 道路

プラタナス、タプノキ

B  エンジユケヤキケヤキエンジユ
E 、 F

G プラタナス プラタナス

c  エンジュクス ノキ

センダン

タ ブ

ウパ メ ガ γ

カ シ

ハ ゼ

G "  

タプノキ タプノキ

図ー・1 道路の幅員構成

・ランク 1 ; 駅 中 心 地区センターに 接 す る 道路 で、自転車の利用 度

の最 も高いと考えられるもの。

・ランク II ; 各住区の 中心部を通り、また外周部のサイクリンクザ ロ

ードからポートタウン内へのアプローチともなる、 中程度となるも

σ〉。

- ランク IIl; ランク I 、 II の 道路か ら 住棟 へ の ア プ ロー チとして自

転 車利用度の最も低いと考えられるもの。

これらの検討から、道路の基本的な配置パターンは各住区をサー

ビス道路 で囲み、住棟 と各住区の 中心部に位置する公園および住棟

と中心地区センターを緑陰道で述絡するということになる 。域 内道

路幅員は 11- 20 mであるが、率道は対面交通の最低幅として 6 mに

おさえ、車 ・自転車 ・歩行者を植栽などで分離し 、安 全 快 適 な 歩 行

ができるよう配慮し、幅員 構 成を決定した。

街 路 樹

道 路の景観構成の一要素の街路樹も歩草分離とともに 、 そこを歩

〈人々の緑の演出効果を求めて、植栽することに主眼がおかれる。

街 路樹 の持つべき機能は、

① シンボルを形成する緑

② 都市の輸を形成する緑

③ 境界線を形成する緑

④ 隣接施設とのつなぎ調和の要素を持つ緑
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コ キ迂 ｐ 品 ｾ， ｖＧＢ 丸 p

可 竺三」歩自 車ｾ、クレー

目立E ゴ

G'  プラタナス プラタナス

ラタ ナス

Ｍ ｾ、、 ーア炉、ｾｾ、 き-::--d
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1.0 1 ，1.， 6.0 u p， 

l1"5 I. O  14.0 I  

⑤ アメニティーを形成する緑

などが考えられるが、各 道路の 性格 から 、 これらの相対的なウエ

イトのかけかたを変えて値栽を行 った。 なお広幅員の歩道を 利用し

て原則 として片側で 2 列植栽を行い、槌栽間隔は臨海部での風の影

響をできるだけ防ぎ、早期に豊かな緑陰を 作 り出すために 3 mピ ッ

チとした 。樹種は、街路樹として要求される耐乾性、耐害虫病菌性

のほか、新しいまちのイメージにマッチし、耐1朝性 ・耐風性にすぐ

れたものを選んだ。 なお低木については、地表面の乾燥をふせぎ高

木の樹形を映えさせるものとして、ヘデラを植えた。緑陰道では常

緑樹をベースに四季の花木を植え、下草としてフィリギボシ、キチ

ジョウソウ、シャガなどを構えて、より親近感を出すよう配慮した。

公 園 緑 地 配 置 計 画

ポー トタウンにおける公園緑地 の考え方は、盟かな都市景観を 作

り出 し、良好な自然環境の 中に有機的に配置された各施設への歩行

者動線を構成し、コミュニティの育成を促進し、人と文化のふれあ

うまちづくりをすることである。このため高層住煉群配置とその外

部空間の園地や 広 場 ・学校のオープンスペース、 中心地区センター

交通施設などとの関連を考慮、し、ポートタウン全体の機能的、景観

的一体感、流動感および個別機能の充実を求めるよう計画した 。配

置の基本的な考え方は、ポートタウンの中心に地区公園を設け、各

{ 主区の中心部に近隣公園を配し、これらと住機、中心地区センター



安一 2 ポートタウン内の公園緑地

地 設 名 規 模 ｴ ｾ＠ 所 性 絡 織 成 内 容

休養、修索施設

3.6  ha  地区のンン ポノレセ ン

と芝生広場、小地 区 公 園 4 住区に l ヵ所

I ヵ所 タ一、総合的広場

遊戯場

グループ遊び、児童

1. 0  ha  1  {主区に l ヵ所 大人の運動、コ ミュ

近 隣 公 園 自由広場

4 ヵ所 小学校に隣接 ニケーションの場、

文化交歓の場

児 童 公 園

i主区内各 プロック

児童の遊び

遊具、休養、修

0.25 ha 

ごと l ヵjiJj- 最施設と 小広場

一 般 緑 道

i王様と近隣公園 通 勤 通学

修景古血設中晶 12m 

地区センタ一連絡 ショ y ピング

幅 30 m

修景、休養施設

川のある緑道 延長 1. 2km P .  T. 中央縦断 住宅地のンン ポル

人工河川

3.4 ha 

幅 20m

緩衝緑地 休袋、修長施設

周 辺 緑 道 延長 2. 8km P .  T. 外周部

サイ クリングロード 歩道、自転車道

S  S  h" 

を緑道で連絡する 。 ポートタウ ンの公園緑地の面積規模は児童公園

は標準規模 ( l. Om' / 人、 O. 25ha / ヵ所 ) であるが、近隣公園 ・地区

公園は、標準 ( 2 m' / 人、 2 h a / ヵ所、1 . 0 - 2 . 0 m' / 人、 5 - 1 0 ha  

/ ヵ所) の 1 / 2 である 。 ポートタウ ンに隣接する南港中央公園を

含めた場合の公園の全体面積は43 ha (10. 7 m' / 人) となり、標準的

な規模が確保される 。 したが って近隣公園の規模過小については、

人口密度が高〈、近隣公園の誘致圏が小さく、 一般的な児童遊園の

誘致半径 250mとほぼ同じとなり、また児童公園の配置密度も高く

なる ので、近隣公園と数個の児童公園を一体的に配置する 。地区公

園に ついては、基本的機能である地域中心を必要とする使い方をし、

広さを必要とする機能 ( 野外レク、スポーツ ) については、南港中

央公園に依存するものとし、さ らに南港域内に設置される大規模緑

地 ( 魚つ り公園 ・野鳥園 ) との連絡 を密にすることにより解決した 。

主 な 公 園 緑 地

(1 ) 地区公園 ポートタウンのオ ープン スペースのかなめであり、

中心地区セ ンタ一、川のある緑道、 パークスクールゾーンなどの関

連を重視し、人 の流れ、緑 ・水のネ ッ トワーク の中心とし てイメー

ジし、 地域中心的なシ ンボル公園と して広場的にぎわい、水、花、

緑による さわやか さとムード感 を出 し、各種催し物などに利用する 。

地形的には新交通システム ( 高架 ) によ って南北に分割され、北の

1 .0  ha は中心地区センターに接し、歩行者動線の中心とな ってお

写真一 3 地区公園( プラザ部分)

利 用 者

子供 主婦(買物他)

ーデイリー

地区住民( 各種行事)

ーウィークリ ー

児童 ・地区住民の集

まり

ーウィー クリー

児童 ーデイリ ー

一 般

一 般

一 般

り、人の流れ、たまり、休息などのプラザと

してにぎわいのあるものとし、南の部分 ( 2. 6

h a ) は広くゆ ったりとした緑に固まれた広場

とし、盆おどり、集会、地区運動会など多様

な催し物に利用できるようにする 。

(2) 川のある緑道 緑のネ ットワークの幹線

として、ポートタウンの中央を南北に縦断す

る幅3 0 m、延長 1.2km、3 .3h aの緑地て¥高層

住宅群との景ー観的な調和を求めた、みどりの

浪い帯てe ある 。幅 3 m のせせらぎと遊歩道を、

季節感あふれる樹問に配し、緑と水を結びつ

け、自然とのふれあいの場を創り出し、住宅

地相互のくつ なぎ >< しきり 〉、7 ] < を媒介とし

た く出あい 〉く し、こい 〉く あそび〉の いきいきと

した場とする 。

(3) 緩衝緑地 ポートタウンをとりまく幅員

3 0 m - 4 0 mの幹線道路と住宅地の見切りと幹

写真一 4 川のあ る緑道

線を走る車からの騒音 ・排ガスをおさえ、視覚的にさえぎるととも

に、緑のボ リュームにより安らぎを与えるべく計画された。南 ・西

の 2 辺は南港域内を縦断し、南港北ふ頭の野鳥閣に至る延長 5 . 5km

の自転車道の一部となる 。なお、この緑地は狭幅員で、高い盛土を

行うため景観を損わないよう法面を芝、かん木などの植栽ができる

緑化プロ ックを使用している 。

ポートタウン内の道路 ・緑地などの施設管理にあた っては、個々

の施設の特性を十分に生かし、複雑多様化する管理面を護理し、全

体として調和のとれた効率的運営を図り、住民サービスに即応でき

る組織として ( 財 ) 大阪南港環境整備公社を設け、きめ細かな施設の

維持管理を行うことにな っている 。

あとカずさ

都市内住宅地の新しい試みとして良好な住環境を整備し、人間性

優先の快適な空間作りを行 うことを目標として、道路・公園の配置

計画を行 ったが、この主旨が十分住民に理解され、{ 主む人の誇 りと

して、これらの環境をみずから の手で育てあげよ うという 気風が生

まれることを切に期待するも のである 。

参考文献

大阪市南港埋立地公園緑地基本計画( 1) 昭和49年 2 月 日本公周緑地協会

( ひし だ ようすけ 大阪市港湾局南港開 発部企画課主張 )
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Nank o 

Ameni t y  

Pl an 

多 国 愛 実

アメニティ ( Ame ni t y ) の 意 味 と 計 画 の 位 置 づ け

アメニティ ( Ameni t y) という言葉は、すでに 1909年英国におけ

る最初の都市計画法でうたわれており 、とくに新しいものではない。

その語源は、ラテン語のアモニタス ( Amoeni t as ) 、 快適な、とい

う言葉にまでさかの』まることができる。そして、このアメニティ

( Ameni t y ) という言葉は 、初期都市計画の基本概念の一つであり 、

実際には、 「公衆衛生、快適さ、保存という三つの相を持つ複合概

念」であったようである。そして、この概念は、計画実務の中に次

第に定着はしてきているものの、 50数年たった現在でも、アメニテ

ィ ( Ameni t y ) という概念の定量的な部分が実現してきているにす

ぎず、定性的な質や、審美的な情感に属する部分は、いまだに、な

おざりにされている感がある。

そこで今回われわれが、街づくりに参加の機会を得、デザインと

いう新しい専門分野の加わることで、何をなすべきか、何ができう

るのかを考え、つぎの結論を得た。

この参加を機会に、最も初期の都市計画や、地域計画の基本的な
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概念であ ったアメ ニティ (Ameni t y ) という、人間性豊かな価値観

の原点にもどり、この種の計画においていまだに充たされていない

質や審美的な情感商での欠けをうめることであると考えた。

そのため、今回の計画で、より住みやすく、美しさのある、快適

な街づくりができうるよう、その計画の名称も、南港ポートタウン

アメニティ ( Ameni t y) 計画と名づけ 、こ の計画へ参加するテザイ

ナーの基本概念とした。

この計画の位置づけとしては 、南港全体と の関連を考慮すべきも

のは 、そ の関連を頭におき、南港ポー トタウ ンにかぎって、今回の

アプローチを行ったものであり、またその計画対象の範囲も、数多

くの対象の 中から、今回のアプローチの期聞から見て、残念ながら

アメニティ ( Ameni t y) 計画として最小限度のアイテムにとどめ、

まとめたものであり、南港全体計画の問題を含めて、今回手をつけ

ていない対象も多くのこっているので、つぎの機会に期待をしたい

と思っている 。そして、この計画は、植樹された緑が育ち、細部の

テe ィーテールが完成したとき、はじめてアメニティ ( Am巴nit y) と

して完全なものとなるだろう。またこの提案は、具体化のためのデ



ザインワークがのこされているので、実施段階においては、加工法

や細部のまとめなど、港湾局および関係機関との密、接な打ち合わせ

が必要である。

今後この計画が具体的に進行し 初期目標が一応完了されれば、

計画初期から完了までのプロセスは、今後の都市計画や街づくりに

おける行政とデザインの、関わり方に、一つの方法と規範を提示する

ことになると思われる。またこの計画で生まれた 組織は、今後、行

政で起きうる景観問題笑施の際の、指導およひい相談に、一つのモデ

ルケースとして役立つことと確信するものである 。

組織と運用

今回の計画は、一般の都市計画に見られるフィジカルなシステム

ではなく、人間の生活そのものが、身近にふれ合う感覚が主体とな

るアプ ローチを指向している。そのために計画の体制は、大阪デザ

インオフィスユニオ ンとして、その会員の 中から指名されたディレ

クターを 中心に、アプ ローチの内容に応じた、複数のプロジェクト

チーム方式で進められた 。

具体的には、ディレクターレベルでの目標を設定し、大阪市港湾

局を主とし、市関連部局および住宅公団とのコミュニケーションを

はかり、南港基本計画の進行と密接な関連を保ちつつ進行させた 。

各プロジェクトチームは、なるべく新鮮な感覚が発揮できるように、

テ。イレクター調整のもとで、可能な範囲において、自由なアプロー

チを行い提案に結びつけていく反面、計画進行中に発生する指導お

よび相談は、ディレクターを 通 し、そのつど解決をはか つてい った。

プロジ ェク ト聞のオーバーラ ップ領域における綱登点

A  St r . . t Fun山 刊 の カラ ー

目 標鍛・棟示板な どの カラ

( 車両町ボデーに おけるサイ ンと カラー 明視度におけ るコントラス トとカラー計図i )

C  糠 撒 糠示板な どの方式と機造と材質

D  パスス トップ 駅 ( 精造 ーカラー サイ ン)

南 港 ポ ー ト タ ウ ン 計 画 に お け る 各 プ ロ ジ ェ ク 卜 チ ー ム の 領 域 関 係 図

Symbol  

シンボルー それは目で見る言葉であり、都市イメージを構成する

強烈なテモンストレーションでもある 。過去、シンボルは都市計画

の 中 心となり、そこに ｻ 主む人をして、その内的なものに ｴ Ａｩｾ 診し人聞

の行動様式を変え、地域特性と 相乗してものの見方、考え方にまで

影響i を与えていた。その意味でのシンボルは外部環境と内部環境と

の統一的な把握、時間 ・空間を越えた、相互関係に焦点を絞ったも

ン ン ポ ル

のであるとともに、長いスパンにわた って 〈もの〉 を見てゆく必要

があ った。だから都市イメージ構成のなかでのシンボル計画は 、都

ＢＧＱ 玄区花のま ら ｆｬ ｏ ｾｔ ｏ ｗｈ

" 3僅 僅 淘 の . ち 寝込 T OW羽 織 2 住区 組 の，! ， OAE E H T OWN 

4 つのランドマークとしてのシンボル

市計画のすべての要素を分解し、解析して再結合する作業の集積的

現場でもある。また、シンボルは生きがし、についての哲学が要求さ

れている 。 また、人間ひとりひとりが独自の価値基準をも って生き

るという高度選択社会( マルチチャンネル社会) の芽生えをもって

いるのである 。このような状態での都市計画のなかのシンボル計画

は、もはや過去の「都市計画理論」のなかでのモニュメントにたよ

ることはできないのではないだろうか。

そこでわれわれは、検討の結果、南港ポートタウンの環境の特質

である、自然に恵まれた街、港のある街、公園の中の街、文化の街

から、太陽、緑、海、文化を導き、 一つのシンボルではなく、この

4 つをともにシンボライズすることに決定し、ネーミングと各シン

ボルマークを設定した 。ただし 4 つのシンボ、ルの うちノ マターン化の

段階で、文化には、形態がないので花で代表され、またカラーの段

階では、サインの色とからみ、赤は非常用の色なので、オレンジ系

を採用することになった 。 このようにしてできた太陽 ( オレンジ) 、

緑 ( グリーン) 、海 ( ブルー) 、花 ( イエロー) を 4 住区にあてはめ、

愛称とし、各住棟にもこのシンボルパター ンをつけ、親しみを出す

よう提案を行 った。 また、南港ポートタウンのモニュメントも 、検

討の結果、ここにありと存在を示すも のではなく、アメニティの概

念から、ごく自然な生活の中に象徴するという新しい考え方を採用

し、各住区にある子供の遊び場で、象徴することとな った。すなわ

ち各住区にそれぞれ親しみやすい愛称があり、その愛称と関連した

子供の遊び場があるということそのものが、南港ポートタウンのシ

ンポノレであり、モニュメントである。

シンボルの展開

アメニティ計画を基本に、各住区にシ ンボルを設定した 。美しさ

と楽しさのテー7 要素は南港ポートタウ ンのマスタープランの要素

でもある太陽、緑、海、文化 を基準にし、それぞれの要素の持つ意

味を各住区のネーミング、シンボルパターン、シンポルカラー、シン

ボル遊具、歩道、住棟のシンボルへと展開してい った。 そして、こ

のシンボルによって住民は 4 つの住区の交流と、街としての連帯感

が高f暑され、よきコミュニティづくりの大きなモーメントになると

考えたわけである 。 また、住民がE いの生活を楽しむための共同イ

ベントとして、四季おりおりに各住区が主催する、たとえば太陽の
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祭 ・緑の祭 ・海の祭 ・お花祭など、ポートタウンとしての新しい祭

が演出できる 。 また、子供たちのスポーツや遊びにもシンポルカラ

ーがユニフォームやノ、チマキなどに定着していくことであろう 。そ

れは 7 7 さんバレーにも、盆踊りのゆかた、子供みこしにまで無限

に拡大され、それがまた住区閉めコミュニケーションとして役立ち、

豊かな人間生活を創造するものと確信する 。

Col our  

都市という社会的空間を、色彩によって統一しようと考えれば、

不快な色を取り除くことが前提になる 。これが、南港の色彩計画の

コンセプトになるだろう 。色のつかい方は、そこに住む人々の文化

のパターンを示すことになる 。色彩が無秩序に氾濫している街は、

楽しさよりも、不快感を人々にうえつけてしまう 。私たちは、くら

しのなかで色彩によ って感情を表現し、色彩表現によ って生活感情

を豊かにしようと願 っている 。色の感覚が私たちにもたらすもの=

観念 ・情緒 ・想像= 、これらが相互に関連し、= 時代 ・地域 ・個人

= のくらしのなかで、色彩の概念を、形づ くっている 。

南港ポートタウン計画には、目艮の前に拡がる大きな海と空・遠く

の山並みという自然の立地条件と、そこに流れる人工の川・高い並

木の遊歩道 ・花と緑地とい った、 20年後には緑のうねりの中の都市

美をかもし出すだろう大きな色彩的背景がある 。そこから導き出さ

れるものとして、それらの自然色をこわさない建築群の色を設定す

ることから始ま った。そこで浮かび上が ったものが、 緑の中の白い

キャンパス という、イメー ジである 。その土地の季節条件、 一 日の

時間的条件をちゃんと考慮に入れておくこと、さらに長い年月の風

雨、光線に耐え得る色材の選定をすることなどである 。 このことは、

色の耐久性つまり、海に沿 った都市の気候・地理条件から、将来に

わたるメンテナ ンスにいたるまでの、長い時間的視野を、色彩計画

の基本に据えるという方向を、私たちに 示 している 。

ベースカラーについて

ベース カラー ベースカ ラー

( F  5  348淡オフホワイト) ( F  5  348淡オフホワイト)

7 ンセ J 川亜2 . 5 Y 8 / 1 マンセル値2.5 Y 8 /  I  

ベースカラー ベースカラ ー

( F  5  348;員オフホワイト)
(  F  5  348淡オフホワイト )

7 ンセル値2 . 5 Y 8 / 1 マンセル値2. 5 Y  8ハ

ベースカラーと 4 住区のシンポルカラー ( 基本色)

46 

古来から、色彩は人々の生活の中でいかに自然と結びつき、都市

の景観をつくってきただろうか。ギリシャの建物は、地中海のブル

ーをはるか下に、抜けるような空の色を背景として、小高い丘の上

に白い姿を並べていた。フランスのボルドーユでは、古い町の土 ・

建物の壁の色が新たな都市計画の基調色にな っている 。このように

すべてその土地の気候条件、地理条件が、都市の風格を形づくって

いる 。大阪湾の「白砂j は、日本でも、まれな白さと美しきで、い

にしえより歌われている大阪の文化は、水の都と近来いわれたよう

にゆるやかに流れるたくさんの川に沿 って発達した 。そして大阪の

海浜は、貝のよく採れる芦の地方とも呼ばれていたのである 。 この

白砂を、私たちグループは、大阪の土の色と理解した 。そして、南

港がもっている景観色に調和する最も適した色として、さらに、よ

みがえれ、大阪の土の色という思いをこめて、オフホワイトをベー

スカラーに決定した 。

アクセントカラーの適用

設定されたベースカラーの中に変化をもたせ、都市生活の活性化

を生み出すために、アクセントカラーを設定し、色彩的美しさ、シ

ンボル認識とい った各機能を配慮し、 4 住区のそれぞれに象徴色を

設定し、また、住棟内の各フロアーを階層別に色分けを行い、戸別

のドアの色彩も考慮、した 。その他、学校などもその機能面から、幼

稚園、小学校、中学校、高等学校にもアクセ ン トカラーを設定した 。

Si gn 

南港ポートタウ ン・アメニテ ィ計画の中で、サイ ン計画とはどのよ

うな意味をも っているのであろうか。その中に住む人々と、そこを

訪れる人々がより美しく、より快適て¥心から楽しい生活を営める

環境をつくるための手段として、グラフイカルな感覚と専門分野の

知識を、十分に発揮しながらデザイナーの視点から解決しよ うとす

るものである 。

すなわち、 (1) くらし、 (2) しごと、 (3) 生活、の中の、楽しさの追求

である 。このくらしの三要素に加え、南港ポートタウ ンを訪れる人

々に、点、線、面において、人間性豊かな視点から有機的なコミ ュ

ニケーションを可能にするのが、われわれサイ ン計画プロジェ クト

の目的である 。

都市のサイン 3 つ の パ タ ー ン

都市におけるサイ ンは、見る人の位置と目的によ って 3 つの基本

的な考え方がある 。

( 1 ) 遠景から都市群そのものが標識として認識される場合、すなわ

ち遠景で都市建築群を「ひとかたまり 」 とし てみた場合である 。

(2) 近景としての環境が標識として認識される場合である 。過去、

わが国の主要幹線であ った各街道には一里塚があり、 i直視神があり、

松並木が散在していた 。これは単に宗教的な目的、街道筋の最観を

目的にしたものだけだろうか。 もちろん分岐点には標識はあ ったに

しても 、これから何笠歩けば三本杉があり、右に折れると 「ふ る里」

への一本道だ ったのである 。こうして旅人には家路に急ぐ目的物で

あり、帰りついたというやす らぎと安心感を与えた、立派なサイ ン

ではなか ったろうか。

(3) サインの機能の最後がサイ ンボードである 。それぞれの住区と

住区を結び、施設の存在を明確に認識させるための直接的な襟識で
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指示ポール・金 具 取 付 金 具

ill 設省術定ポールを使 って

いるが、 j也t童特性でもある

福古ーから保護するため、亜

鉛メ y キ処恩を施し、部分

自'J にデザイン性を迫求する

ため、メラミン "， 1レノ〈ーメ

タリ y クI ' I ! 裟をしている 。

10 フレーム取付ビス M O  P・1.0 ト1 台 6 本
HDZ  パ イ ン ド 小 生 ジ

ポール取角付ポ

9  言、 J レト
M O  P - l .0  1 台 4 本 HDZ  

8  オマ )1， S P O白 管 1 台 1 ｾ紅 J I S( A)  65 

7  パボネルルト取・付ナ六ッ角ト M O  P- l .0  Ｑ 台 ＱＲｾ 事 HDZ  
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審
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1
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手
: . ルミパン鍾ー付メ J I S 3035 



ある。これは、 その都市がもっグローパルな

意味のイメージを表現しながら歩行者と交通

機関の空間を確保し 、存在を明確に、住む人

と訪れる人に認識させるためのものである。

そしてこのサインは、見やすい、わかりやす

い、無駄のない 、統ーのとれたものでなけれ

ばならない。標識がひとり歩きをしたり、人

間不在であ ったり、オーバーサインであるこ

とは、とりもなおさず人々を混乱させ、目的

を達することはできないのである。

柔 軟 性 の あ る サ イ ン 計 画

(1)非常 ・緊急時におけるコミュニケーショ

ンを明確にする。

(2) 南港ポー トタウン内の循環交通網におい

て、車と歩行者を、適切な交通管理システム

を応用して分離 し、人と住宅の安全を計る 。

(3) 各住棟 ・管理センター ・公共施設 ・公園

などをビジュアルに見分けられるシンボルを

設定し、またそれらへの方向を明確に案内 ・

表示する 。

(4) 地域内に住むすべてのレベルの人々( 老

人から子供) が見て、わかりやすいシンボル ・

St reet  Furni t ure 

コードを設定する。 ノ状況への配慮ノ 行動 ・欲求ノ 装置への配慮

(5) アプリケーション( 応用) が円滑にでき

るように、システムおよびその使用法を一定

規準として定める 。

など、数多くの制約を必要とするうえに、

適用 範囲 の広い、しかも自然なコミュニケー

ションの計られる全国の都市計画に応用可能

なフレキシフソレなサイン計画が必要である 。

ピ ク ト グ ラ ム に つ い て

このたびのサイン計画において、われわれ

のプロジェクトが基本的設計の中で採用した

「シンボル ・サイン国際統一化への34の提案」

( アメリカ ・クラフィ ック・アーツ協会/ ア

メリカ運輸省監修) は 、内容のレベルの高き

ももちろんのことなカずら、 S ymbol Si gn と

いう公共の資産に光を当て、世界に共通した

国際的ニーズに適合して作成されたものであ

る。すなわち、旅1T者はどこへ行くにしても、

混雑したターミナルで行き先を探す手助けを

必要としている 。外国語の知識が多少あって

も十分とはし、えず、そこには、世界共通語に

代われる唯一の実用的な方法であるシンボル

サインによるコミュニケーションの補足や強

化が大いに必要とされるわけである 。南港ポ

ートタウンは、その立地条件からも国際性を

必要とするロケーションであるので、海に出

てゆく人、海から入 ってくる人々の玄関でも

あるわけである 。 ここには各世界に共通する

言語が必要である。そこでわれわれは上記の

国際統一表示を基本に、使用目的に合わせて

独自のサインを創造した 。
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人びとはストリートファニチャーに、どんなかかわり方で生活し

ていくのだろうか。人びとの実際生活を想定することで、ストリー

トファニチャーの持つべき機能性が十分に把握されねばならない。

そして、ストリートファニチャーへの理解を、新しい街づくりに役

立てるひとつの思想にまで高めることが基本目標となるだろう。街

の道具としてス トリートファニチャーは、人びとに親しまれなけれ

ばならない。道具は機能の役割を持つばかりでなく、そこに配置さ

れる必然性を持つものでありたい。さり気なく置かれた屑入れや灰

皿。そんな細やかな心 〈ぱりとしてのストリートファニチャーは、

たえず清潔な管理がなされることを条件としている。

不快物の除却とは逆に、街に快適さを与えてくれるストリートフ

アニチャーがある 。たとえば四季の草花があふれんばかりのプラン

ターでさわやかに彩られた道は、通行する人びとの心にやすらぎと

潤いを生むにちがいない。

配 置 お よ び バ リ エ ー シ ョ ン

公園、遊歩道、パススト ップ、地区セ ンターーなど、ストリート

ファニチャーの設置されるところはさまざまである 。 当然、それぞ

れの環境条件に最適の位置と数を割り出すことが必要である 。配置

としては、点状や連結線状、コーナー型、サークル型の配置などが

考えられる 。南港ポートタウン内の配置計画の具体的実施にあたっ

ては、建物や樹木のつくる空間に合わせて感覚的に捉え、住む人び

との共感が得られる配置が最も望ましい。さらに言えば、しかるべ

き後に移動再配遣できるものなら、住民参加の楽しさも 出てこよう 。

日々の生活のなかで流動しつづける人問。そこから生じるコミュ

ニティのありょうも、また変化していく 。ストリートファニチャー

はそんな人間の操作可能なものであり、人間の個々の欲求に合わせ

て配置されるのが理想である 。

「
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凹
紛のカンテラのイメージをも ったアメニティライト

シンボル遊具

各住区の近隣公圏内に遊び場を設けた。遊び場は住区シンボルを

テーマとした遊具を中心に、その他の固定遊具やベンチなどをまわ

りに配置。シンボルをテー? とした遊具は、子供たちにわかりやす

く親しみやすいシンプルな造形とした。子供たちにとって各住区の

シン ボル遊具は 、自分たち の住区の誇りと愛着、そして連帯感の文

字通りシンボルとなるだろう。またこのシンボル遊具は、住区内の

子供たちと母親との大きなランドマークとして、親子の会話のサイ

ンになってゆくにちがいない。たとえば、お母さ ん、船の遊び場で

遊んでくるよ H といった具合に。さらにまたランドマークとしては

住区外の人びとにも大いに機能を発揮するものと考えられる 。

( ただ なるみ 大阪デザイ ンオフィスユニオ ンディレクタ ー

K.K. D産業デザイ ン研究所所長 )

.. 3健医局の・.ヨ. .. 2tt.1I ・の.ち=・a・

- 遊具のデザイノは 各住区町 y ンポ J レを主体にした 提案段階で、実胞に 際 しては . 安全性およ びデザイン その ものを 検討する 必嬰があ る.
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大 阪 南 港 ポ ー ト タ ウ ン の ゴ ミ 処 理 の 方 式

石 黒 忠 周

まえがき

廃棄物処理に関する諸問題が、都市行政の中で最重要課題として

位置付けられて、すでに久しい。大阪市においては昭和46年頃から

清掃事業の各面にわたる改善近代化に取り組み、その中のひとつと

して、ゴミ空気輸送システムが、従来方式による衛生面 ・収集作業

面に問題の多か った中高層住宅における有効なゴミ収集輸送対策の

一方式であることに着目し、実験プラントによる試験研究の結果、・

わが国で初めて森之宮第 2 市街地住宅と南港ポートタウンにテスト

導入することにな ったものである。

森之宮における施設は昭和51年 6 月から一部運転を始め、昭和53

年 3 月に全施設が完成し、現在は全施設が日常稼動を行っている 。

南港においては、昭和51年秋から建設に着手し、昭和52年12月か

ら一部運転を行 っている 。 ここに南港ポートタウンにおけるゴミ空

気輸送地設の概要を紹介する 。

1  . ゴ ミ 空 気 輸 送 シ ス テ ム の 特 性

中高層住宅における従来のダストシュート下のゴミ貯留室には、

数日間ゴミを貯留する関係から、ごきぶりなとの害虫や悪臭の発生

が著しく、収集作業H寺のゴミ落下による危険など、衛生面 ・作業前

め問題が解消でき、各家庭にゴミを i溜めおくことなく、いつでも随

意排出することができ、排出されたゴミは埋設された輸送管によ っ

て輸送されるので、非常に衛生的であることが、大きな特性である 。

2  . 施 設 の 計 画 規 模

第 1 図に施設の配置図を示す。

• 
N

J

F

・

f

f

I

J

f

第 1 図 施 設の配置図

50  他 築 と社会 / ゆ79年 2 月号

工 期 昭 和51年度 - 58年度

住宅戸数 10，000戸余

計画人口 40，000人

ゴ ミ 量 約100 t  / 日

配管直径 600mm 

配 管 延 長 約 10，000m

投 入 口 900ヵ所

貯留排出ドタム 90 ヵ戸斤

吸 気 弁 55 ヵ 所

送 風 機 250Kw6 台運転

( 予備は別に 2 台 )

3  . 施 設 の 概 要

第 2 図に施設の概念図を示す。

計画規模に示すように、住宅戸数が多く 、これに対応するサービ

ス施設も十分に計画されているので、ゴミの発生最も将来は合わせ

て100t と予想されるため、ゴミ収集輸送管網を南系統と北系統の 2

系統に分け、ポートタウンの西側に設置された輸送センター内には

南系統用機器と北

系統用機器を設置

する計画で、すで

に北系統分は稼動

しているが、 53年

度中に南系統用機

* 設置も完成する

予定である 。

Scr ubbl ng 

同 w 敏

地設の構成は大

tztrzarm，きく分けて、住棟

側のローカル設備

と輸送センター設

備とであり、両設

備の問は輸送管お

Cont・m・v

第 2 図 施 設の概念図

よび制御ケーブルで結ばれている 。

3 ー 1 ローカル設備

第 3 図に投入口、 第 4 図に! 吸気弁、 第 5 図に貯留排出ドラムを示

す。

ローカル設備は、 「ダストシュート J i ゴミ投入口 Ji 貯留排出ドラム」

「排出弁Ji 吸気弁」により構成されている 。

1  ) ダストシュート 直径 500mmの鋼管製て“あり、住練内地下の貯

留排出ドラム 室から屋上まで各階を 1:I通して設置し、屋上にはベン

チレーターを付している 。

2  ) 投入口 投入口はダストシュートの各階に取り付けているので、

居住者がゴミを運ぶ距縦 ( 距離は往復50m以内を基準にしている )

が少なくなり、地上投入方式に比して便利である 。

投入口は利用者が直接接

触して操作する部分である

ため、安全で不快感のない

ことはもちろん、居住者以

外に乱用されないものであ

ることに注意を払 って、設

計されており、投入口は回

転ドラム式で、投入口を開

けてもダストシュートと直
第 3図 投入口



通することがないようにし、落下事故やダストシュート内の悪臭が

発散しない構造としている。また、投入口は施錠式とし、キーを所

有している居住者以外の使用ができないようにして、外来者の乱用

や子供のいたずらを防止している 。さら にゴ ミを投棄してはならな

いような場合には、投入停止のラ

ンプが点灯して、事故を未然に防

ぐようにしている。

3  ) 貯留排出ドラム 、排出弁 貯

留排出ドラムおよび排出弁は、住

棟内地下機械室にダストシ ュート

と連接して、他の制御関係機器と

ともに設置している。

第 4 図 貯 留 排 出 ド ラ ム

ドラム容量は対象戸数により定まるもので、 2 m'の ものが多数を

占めている。投棄されたゴミはシュート下部ドラム入口附近に堆積

し、一定量( 約0. 35m') に達すると、ゴミレベル計が検知してドラ

ムが自動回転して、 ドラム内にゴ ミを詰め込み貯留する 構造にな っ

ている。この詰め込み動作の信号はセンターに送られ、その回数は

自動記録しているので、センターでは各ドラムの貯留ゴミ量は常に

想定できるようになっている 。 また、 ドラムは 3 倍強の圧縮詰め込

みが可能であるが、ゴミ質によ っては排出できない場合があるので、

現在は 1. 5倍圧縮詰め込みを限度として、各ドラムの詰め込み回数

を設定し、コ ンピュータ ーに記憶させ、限度数に達したドラムに つ

いてはセンター内のグラフィ ックパネルの個々ドラム表示に、満杯

の表示ランフ。が点灯するようにしている。この場合、投入口には投

入停止の表示がでないようにしているが、 ドラム故障とか、排出弁

動作故障時には投入停止の表示ランプが点灯するよ うにしている。

貯留ゴミの排出速さは、 ドラムの回転数により自由に調主主できる

ので、配管長に応じて、毎分 1 m'- 2  m'にする予定である 。 この貯

留排出ドラム方式の構想、を実現し得たことは、技術的に合理する連

続定量輸送を可能にするとともに、大量貯留のできることは、建設

費の低減に役立ち 、また、収集輸送の実施が柔軟にして余裕を持ち

得ることになって、このシステムのテスト導入を成功させたものと

考えている。

排出弁は貯留ゴミを輸送管 内に排出 して輸送するときに 開き、他

のときは閉じていて、空気のリークの

ないことが必要である。パルフーはステ

ンレス板製のスライド式で、ゴミの汚

1十等による腐触に対処している 。

4  ) 吸気弁 各輸送の末端に設置して

いる空気取入口で、 700 世のバタフラ

イ弁である 。開閉はすべて自動制御に

第 5 図 吸気弁

よる遠隔操作で行う 。吸気弁室には、防音チャンパーを設置してい

る。流入杢気速度は 25m/秒としている 。

3  - 2  輸送管設備

輸送管は直径 600mm、厚 9. 5mmのポ リエチレ ン被覆の鋼管を使用

している 。曲管部は対磨耗 を考慮して、肉厚 12. 7mmを使用し 、防錆

処理としてポリエチレン粉体塗装を施工している 。

輸送管のセンターから最も遠い管長は約 1. 6kmで、約 100mの間

隔で点検口を設置し、パイプ内の点検等ができるようにしている 。

また輸送管は住宅建物の地中梁を貫通して設置しているため、 不

等沈下などによるパイプの破損を防ぐため、適当な位置に可後管を

設けている。

センター内の露出配管音[1には防音施工を施している 。

3  - 3  輸送センター設備 (第 6 図参照 )

センター設備は「分離器Ji 排出機 Ji ゴミ圧縮機 J iコンテナー移動

設備Ji 除塵設備Ji 送風機Ji 脱臭設備Ji 制御設備J 等により構成され

ている。

1  ) 分隊器 収集輸送されて来たゴミを空気と分離するための機器

て¥直径 4 m、変形したサイクロ ンて¥ 輸送風速はこの中で急にγ

に失速する 。 また、輸送管は分離器外周に接線方向に取り付けてい

るため、ゴミは重力により、旋回沼下する。この状況は分離器に取

り付けたモニターカメラにより、制卸室の操作卓に設置したテレビ

で観察することができる。浮遊する軽いゴミが吐出空気とともに、

パグフィルターに入らないよう上部にエリミネーターを設置してい

る。

2  ) 排出機 排出機は容量 10m'の ドラムで、分離されたゴミはこの

排出機内を通 って、ゴミ圧縮機に導かれる 。こ れはコンテナーの脱

着時にも空気輸送を継続して行い、ゴミを一時貯留するためのもの

である。排出量は 3 m' / 分に設定している 。

3  ) ゴミ圧縮機 排出機から出たゴミをコ ンテナーに詰め込む設備

である 。圧縮機にコンテナーが装置きれると、自動的にコンテナー

の中蓋を圧縮機側に取り組み、ゴミはこの重量によりコンテナーへ詰

め込まれ、コンテナー離脱時にコンテナーへ装着する構造になって

いるため、コンテナー離脱時にゴミの落ちこぼれはない。また、圧

縮機内のゴミが 1. 5m'堆積すると、ゴミレベル計が検知して自動的

にコンテナーに詰め込み動作をするようにな って いるので、この詰

め込み動作回数により、コンテナー満杯の信号を受けて、自動的に

コンテナー脱着が行えるようにしている 。

4  ) コンテナー移動設備 コンテナー移動設備は立体倉庫の技術を

応用し、コンテナーの出入庫、保管などの運転 ・管理はすべてコン

ビューター制御により自動的に行っている 。

コンテナーの容積は 13げで、ゴミは 2 倍圧縮まで詰め込むことに

なっている 。 ゴミ比重に変動はあるが、ゴミ重量は約 5 t になると

想定している 。 コンテナーヤードにはコンテナー 10台を世く ことが

でき、圧縮機への着脱や置場移動には、コンビューターによる自動

制御により、 トラパーサー、 ドーリーを運転して行って いる 。 コン

テナーを運び出すトラ ック は、専用のアームロール式トラ ック で、

他の積み卸し 設備や、運転手以 外の人の介添なしで 、絡み if j J しがで

きる 。

5  ) 送風機 送風機は南北岡系統に各 4 基設置し、そのうち l 基は

予備として、両系統とも各 3 基を常用することにしている 。 4 ｾまか

ら 3 基選択は操作卓において自由にできる 。

送風機型式 4 段ターボブロワ

11 圧力 一3，500mm A q  +  500mm A q  

H  風量 l 基 150Nm' /  mi n  

送風機は騒音防止のため、完全な防音室に設置している 。

6  ) 制御設備 制御システムは、無人自動運転できることを絶対条

件として計画し、ローカル設備も含めて、すべてセンターのコンビ

ューターでコント ロールしている 。 もちろん、必要に応じて、操作

卓における操作によ り、すべての設備を個々に半 自動および手動 運

転できるようにな って いる 。運転中は各音11の動作状態はグラフィ ッ

クパネル上に表示するようにな って いる 。

ローカル設備は各ローカル設備ごとに動力盤および信号伝送盤を

設置 し、制御はテレコ ン装置を 介して、セ ンターの コ ンビュ ーター

および操作卓で制御している 。テレコン装置を使用することにより、

多くの情報を少ない伝送線で処理することが可能になり、運転制御

はもちろん、ゴミの投入回数、 ドラム詰め込み回数、 ドラムからの

排出完了、故障等の情報が各ローカル設備ごとにセンターに送られ、
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① 管路験送センター

② 分間庫総およびバグフィルター

③ゴミ圧縮後( コンテナーへ詰め込み)

④コンテナー移動股備

⑤ 送風機

⑥活性炭吸着塔

① 制御室内の操作車・グラフィ ッ クパヰ ｊｾ

⑨コンテナー積み込み

⑦ 

第 B 図 輸送センター設備の構成

そのデーターをコンビューターで処理して、

タイプライターで自動記録したり、貯留排出

ドラム内のゴミ量に応じてドラム運転時間を

制御して、できるだけ短い運転時間で・有効に

収集できるようにしている 。

センター設備については、各機器の自動起

動停止のほかに、先に述べたようにコンテナ

ー移動設備の制御を行い、コンテナーのゴミ

の重量を記録したり、さきに詰ま ったコンテ

ナーから順に出庫するなどの制御を行 ってい

る。

さらに収集時刻と ローカルの収集順序を定

めた収集ノ f ターンを コンビューターに記憶さ

せておくことにより、毎日定芸IJ に無人運転が

繰り返され、この間のゴミの発生量、機株の

運転状況等を確実にタイプライターで記録が

でき、データの採取と日報の作成が自動的に

行える 。
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オペレーターはそ のデータに基づいて、適切な運転とメ ンテナ ン

スが行えるようになっている 。

4  . 公 害 防 止 に つ い て

騒音対策としてローカル設備においては、空気取入口である吸気

弁は防音室に入れ、貯留排出ドラムを 設置している 地下機械室にも

防音施工を施し、また、貯留排出ドラムの設置には緩衝サポートを

介するなどして、振動音の躯体伝播を防止している 。センター設備

においても、送風機、排出機、分離器、露出パイプなど騒音の発生

のおそれある部分には 、防音材を巻いた り、 設置室そのものを防音

室と している 。

悪臭および粉塵対策として、 l汲引 空気が分離器か ら送風機に入る

前に、パグフィルターを通して微粉塵をほぼ 100%除去している 。

送風機か らの吐出空気は、水洗塔およ び活性炭吸着塔を通じ、悪臭

を除去して、セ ンタ一度上から放出している 。

5. フ ロ ー シ ー ト の 説 明

第 7 図 にシステム ・フローシートを示す。

1  ) ①の投入口から投入されたゴミは、一定量になると②の貯留排

出ドラムに 送られ、一旦ここに貯留する 。

2  ) 輸送開始は、まず ③ の吸気弁が開 き、センターの送風機 ③ に

より④の輸送管内に空気の流れができる 。

3  ) ②の貯留排出 ドラム先端の排出弁が開かれ、 ドラムが回転して、

貯留ゴミは輸送管内に排出される 。

4  ) 管内に排出 されたゴミは 20- 30m/ 秒の空気の流れにのり、セ

ンターの分離器に 入る 。

5  ) 分離器て4 コe ミは空気と分離さ れ、 ⑥ の排出ド ラムに送られる 。

6  ) 排出ド ラムに送られたゴミは自動制御により、 ⑪のコンテナー

に詰め込み、満杯になると、⑫の移動装道で搬出口に運び、同時に

受のコンテナーを⑪の位置に装着する 。

7  ) 搬出口に移動 したコ ンテナーは⑬ の専用トラ ックにより焼却工

場へ運ばれる 。

8  ) 一方、⑤の分離器でゴミと分離された空気は⑦のパグフィルタ

ーで微粉塵を除去し、⑨の水洗塔と⑬の活性炭 l吸着搭? 脱臭して、

きれいな空気とな って大気中に放出 される 。

. 圃園田園 空気的決れ

..::・ごみの流れ

日コンテナー 移動草委置

第 7 図 システム ・フローシート

( いしぐろ ただちか大阪市環』寛l J';. 業/，，) 施設部課長 )



大阪南港ホ二一トタウン新交通システム「ニュートラムJ

の 計 画

東 日軍久

大阪市が昭和33年から埋立てを行い、開発を進めてきた大阪南港

は、その面積約 930万平方メートルで、その中心をなす「ポートタ

ウン」は人口約 4 万人、南港入口の 1 区住宅の 5 千人と合わせて、

南港地区常住人口約 4 万 5 千人となり、これらの人々と合わせてそ

の周辺の港湾・流通関連企業などの従業人口約 5 万 7 千人と公園、

ショ ッピングセンタ一、フエリ埠頭などの諸施設の利用者の足とし

て、南港ポートタウンと都心とを結ぶ公共輸送機関の導入が急務と

なった。

南港ポートタウンは未来の街づくりのモテルとして、環境と調和

し、ゴミのパイプ輸送、 C A T V など近代的な新しい諸施設をそな

え、住みよい快適な街とするため、ポートタウン内はノーカーゾー

ンとする計画て¥緑豊かなアメニティあふれる街となる予定である 。

この街づ くりと調和し、低公害の快適でi安全な将来の都市交通のモ

デルとして、新しい交通機関が導入されることとな った。

昭和65年を目標とした大阪の都市づくりの基本構想、の中で、総合

交通体系の基本は、できるだけ公共輸送機関を充実し、自動車利用

を抑制する方針を打ちだしている 。大量輸送機関としての地下鉄網

を建設整備し、鉄道路線網でカバーしきれない地域へのサービスを

重点とするパス路線網と、パスの輸送力では対応で きず、鉄道を設

置するには需要の少ない地域への中量輸送機関路線網の開発援備を

骨子としている 。

このたび南港に導入する「ニュートラム」は、この基本構想、にあ

る中量輸送機関の開発整備の第一歩であ って、大阪市が昭和49年経

済企画庁の調査研究費補助を得て路線の需要予測、経営収支などの

調査に取り組むと同時に、大阪市に機種選定委員会を設けて機種選

定作業にかかり、昭和51年度には基礎構造物を道路とみなして国が

% 、道路管理者が泌を補助するインフラ補助制度の適用、昭和52年

度に路線の特免許、第一次工事施行認可を経て、ょうやく笑現のは

こび‘ とな った。

1. 路 線 ( 第 1 図参照 )

起 点 大 阪 市 住 之 江 区 南 港 中 5 丁目 ( 中埠頭駅)

終 点 大 阪 市 住 之 江 区 泉 1 丁目 ( 住之江公園駅)

建設粁程 6. 9km 

営業粁程 6 .6km 

軌道は全線複線高架式で、ポートタウン内を除いて、道路内に敷

設する 。( 第 2 図参照 )

駅は、 8 駅ですべて 島式ホームを採用 。中階には自動出改札装置、

券売機、各種監視装置などが設けられ、中階からホームまではエス

カレータが設けられる 。( 第 3図参照 )

中階へは道路の両側の歩道より、歩道橋により連絡する 。 また阪

神高速道路大阪湾岸線と並行している、南港大公園からフェリター

ミナル前を経由、南港東駅にいたる間は、阪神高速道路に共架され

ることとな っており、上層に高速道路、下層にニュートラムの軌道

が架設され、とくに南港水路をまたぐ 165mのス パンは、単弦ロー

ゼ橋に吊リ下げられるような構造で、路線の中でも特異な景観の部

挫 築 と社会/ 凶79年 2 月号 53 
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第 1 図 大阪市中量軌道南港ポートタウン路線計画図( 駅名は仮称)

分となる 。

2 . 車両 ( 第 4 図参照 )

定 員 75人 ( ただし先頭車72人)

座 席 25人 ( ただし先頭車22人)

立 席 50人

最高速度 60km/ h  

加 速 度 3. 5km/ h/ s

減 速 度 4  km/ h/ s  A  T  C 常用、 5 km/ h/  s 非常

この車両は騒音 を低減するため、ゴムタイヤ式で、 パン クしない

充填タイヤを使用する予定てあ る。 またゴムタイヤを自動車の よう

に操向するための案内装道が設けてある 。( 第 5 図参照 )

9，950 9，950 

車両の主要諸元は、 つ ぎの通りである 。

車 体 長 7，600mm (連結面間長8，000mm)  

車 体 幅 2，296mm

車 体 高 3 ，150mm

床 面 高 1，050mm

自 重 10. 5 t  

4，800 
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第 2 図 路線鶴Ｈ敷津 ｾ Ｍａ吉線Ｉ道路幅員 ＲＵ m M3 図 駅歯車( 敷 津~長吉車庫)
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これは両側壁に取り付けた案内軌条の表面

( 案内面 ) の直曲により、車両から水平に突

出した案内車輪を変位させ、リ ンク機構でタ

イヤを操向させ、車両を常に軌道の 中心に沿

うよう 自動的に操向させる ものである。

動力は交流 3 相 600ボルトの低圧電気によ

り、車両に積載したサイリスタレオナード制

御装置により直流に変えて電動機を回転させ

る。またブレー キの際は、制動のエネルギー

を 3 相交流に変換して変電所へ送りかえし、

電力を再び利用できる 回生ブレーキ装置のほ

か、空気ブレーキ装置、緊急プレーキ装置、

ノぞー キングプレ ーキ装設をそなえている 。

車両は良好な釆心地とするため、空気パネ

支持とし、車内を快適なものとするため 、窓

を大きく 取るとと もに 、車外へ物を投げられ

ない構造とし、冷暖房装置を設置する 。

車両には、保安装置として 自動列車制御装

置 A T C を設けるとともに、自動列車運転装

置 A T Oにより自動運転を行う 。

車両に定員以上の乗客が乗り込んで過積の

状態とな ったときには、警報を出して扉が閉

まらず出発できない様造とし、また扉の問に

乗客がはさまれたときには、自動的に再開閉

するなど、安全面についても検討を加えてい

る。

3  . 分岐 ( 第 6 図参照)

分岐は、地上にある可動案内板に車両の分

岐案内輪がかみ合って、直線方向または曲線

方向への走行を選別するもので、比較的簡単

で、実績のある分岐器を使用している。

4. 運 行 計 画 ( 第 7 図参照)

調査結果によれば、南港の機能がそのピー

クに達する昭和65年において、この路線の 1

日乗客72 ，000人、 ラッシュ 時 1 時間 l 方向当

たり約12，600人の輸送と見込まれており、 6

両編成で 2 分 15秒間隔で運行する必要がある

が、開業当初はそれほどの需要とはならない

ので、 4 両編成でラ ッシ ュ時 3 分前後の間隔

で運行することになろう。 起点から終点まで

の片道所要時分は約 14分、大阪市の 中心部本

町まで約30分で到達できる見込みである 。

車庫は起点の中埠頭駅近くに設け、泊車、

検事、修繕などを行う検車、工場、その他諸

施設を設ける 。

5  . 電 力 設 備

関西電力南港変電所から、交流22 ，000ボル

ト2 回線で受電し、これをき電変電所で電車

線に供給するよう、交流 3 相 600ボルトに降

圧させる 。

M， M， 

Ｔ 両編成 田ｇＺＩｴ玉ｾ

第 4 図 車 筒 形 式 図 ( デ ザ イ ン は 検 討 中 )

案内輸

. 111両と軌道との変位量を検出して車両を案内する案内装訟が前後軸の操向装置に 織械的に連動す るように設けている.

.  t量向装置は 7 .，カーマン方式で、同一形式の前後円装置を中関連結ロ y ドでi車結しておリ、走行安定性向上のために緩衝 連

結ロ ッ ドを設けている .

111両の進行する方向によりリ ン7 機構を切換える必婆があり、転換ロ y ド(2) の支点の位置 を切 換える空気圧操作による前後

進転換接置を設けている .

・この案内機 (<'J 装訟によ ')111同が走行し、軌道幅方向に変位量が生 じた場 合純機械的に車両 を' ; ( ，' に軌道中，レに沿 うよう 操向し、

多数111耐の連絡巡転、 y ャトノレ巡行にも何らの支障がない。

"  
¥ 

ー 〉ミb

第 5 図 案 内 操 方 向 式

|分舷曲線走行の繍合 |

両町民間渇合 l

第 B 図 分 舷 方 式

軌道上に両側が連動 しτ 動作する可動案

内領、固定案内板、および可動案内板を

動作喜せる鎖錠装置付電気転てつ慣を段

ける .

車両には案内舗目下部に分厳用の案内・宿

舎取 り付けてある .

直進的場合は分舷案内輸は可動案内績の

介舷骨l は外側に 、直線個l は内側に入り 通

過した後直線側面定案内極的内側を引き

続事通過する .

ｾ舷の 場 合には骨舷案内 織 は可 勘案 内板

の内側、外側が反対とな円直進の喝合と

閉じように通過し骨依する .

電気転てつ機

分舷案内鎗
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屯車線は軌道の1"IJ 壁に H IJ に敷設し、材質

はアルミニウムを主体に、集電装置と接触す

る部分には耐摩耗性の高いステンレスを圧接

した特殊なレールを用い、碍子で支持する 。

6  . 集中管理システム

、、 ｾ

( 留置線)

立早Eコ

釜

口

町

(
G

)

じコ

路線復要図

。152K 0  820K_  __ 1.394K.  .__2: 制 K _  _ J 位 以

。飴8K O.574K  1. 490K  U. 品 民

田 八 白 白 口 口 、

t  E  E  2  2I故障列車1E
頭 セ セ '! 東 | 収容の待 | 口

(  ・ ン 1  - : : - ¥澄線 1-::-

瓦 ? ? ? と '乙

西 東 ε

ｾ＠ ｾ ナ
B  C  ) C 

D  

/

い

V

H
車

庫

方

)

 

1

 

(

 

「ニュートラム」は全体を有機的に一貫し

て、効率よく運営していくため、集 中管理シ

ステムを採用している。これは コンビュータ

を活用して、信号保安装置、自動運転装置、

通信装道、電力設備、運行管理、車庫管理な

どの各システムを結合し、全システムの民視

制御 を行うものである 。

中央指令所には全線の列車の運行状況がわ

かる表示盤のほか、各列車に指令を与えるた

めの装置、列車の故障などを表示診断する装
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置などで運行状況を監視でき、また本線上の

列車と個別または一斉に通話できる列車無線

装置などをそなえている 。

また、各駅の状況を C C T V でモ ニターで

きる装置のほか、防災設備として、地震、強

風、火災などの監視箸報装置もある 。

また電力管理として、コンビュータにより

変電所の運転、i I i J ) 作状況の監視、負荷変動へ

の対応、故障時の対応表示、電力量計算など

も中央指令所で行う 。

.000lZ..  

第 7 図 運行計画( 案)

7 岨 O

ι 旦旦

迎

上

司

飢

週

中

下

第 g 図に自動列車運転システムの全体構成

図を示すが、列車の位置をたえず車両の先頭

と後尾のア ンテナから信号を送 って検知し、

先行列車または後続列車との衝突を防止しな

がら、列車と 地上の中央指令所との問で絶え

ず情報データを送受しつつ運行し、駅付近に

おいては定位置に停止するための装置 、停止

位置確認、扉開閉の指令の送受装置 、出発指

令の送受装置などで運行の安全をはかってい

る。

駅では乗車券の自動発売、自動改札などの

ほか 、C C T V を用い て駅構内の乗客の状態

を見ることができる 。

もちろん案内放送、案内表示などは自動的

に行われるほか、緊急時には インタ ホン、電

話などで、乗客と駅務員または 中央指令員と

通話することが可能である 。

以上、 「ニュー卜ラム J の現在の概要を説

明したが、種々検討中であり 、実施までには

若干細部の変更なども考えられるが、大阪市

交通局75年の知識、経験のもとに新しい構想

と、安全で、効率良〈、快適な新しい交通機

関とし、調和のとれたよみがえる市電として

育て発展させたい所存であり、斯界各位の・ご

指導ご鞭達をお願いする次第である 。

大阪市交通局 技術監兼新償交通課長)てるひき( あずま

M， 
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有壁ラーメンの特性

安 藤 昌 範

鉄 筋 コ ン ク リー 卜桝iiE にお い ては、ラーメ

ン廿 組に 墜 を 一体 に 打 ち 込 ん で耐 震 椛 治 と し

て利 用 され て い る 。 こ の よ う な イT壁 ラーメン

の特 性 につ い て 汚聖書を行った。

1. 検討事項

こ こ で取 り 上 げ たイI 壁 ラーメンは、 階 数 は

3  ｝ 冒とし 、耐 震 壁 は 辿層 型に入 れ た ｪ Ａ ［ｾ 合であ

る。討 すよ結 以 として 、耐 震 墜 の せ ん 断 分布 {系

数 ( い わ ゆ る D1u' i ) について 巧察 し た も の で

ある。

角材斤) J 法 は鬼 武 {吉夫 博 士 の 「 と う j司法によ

る有壁 ラ ー メ ン の 解 法 」 を J II い た 。 こ の 解 法

の 詳細 につ い て は 紙 数 の |出H系で何回告 する 。

耐 言 葉壁 の ｄ 慨 に ｼ 見 ｬ する 午｜ Ｇ 性 の Ｇ ｾ 図 として 取

り扱 ったものは 、 つ ぎ の ;lli りである。

・基礎 1111伝 に よ る 係 数 ko

地 盤 の性 質 に よ っ て 基礎 li'l! l! 云係数 ( R Cm ;;r

規 準 参 照 ) を 求 め 、 この 慌 に よ る 基礎 問IJ 性 で 、

壁 の 曲 げ問IJ 性 の 係 放 と し て 示 す 。

. ¥遣のせん 断 剛 性 に よ る 係 数 : 町

壁 の せ ん 断 変形 を身地 す る こ と に よ る も の

で、 E置の大きさ 、 J享さで平による 剛 性 で 、壁 の

曲 げ剛 性の係 数 として示す。

・lJ 't 界 lまりに よ る 係 数 K '

!iiIの 周 辺 に 述 な っ て い る 、 l凶内 プjl 古! とr(ri外

) J 向のはりと 隣 接す る 位 の 剛 性 で 、f!t の 曲 げ

剛 性の係数として示す。

・ ラーメン 竹 ｾ ［｛ の 剛比 分 布 ・ ｄ γ

武 藤陣 士 に よ る ラ ー メンの骨ー組 の せ ん 断 分

布 係 数 で 、 壁 の 曲 げ剛 性の係数として示す。

以 上、 4 つ の 係 数 につ い て 、 つ ぎ の 値 で ;n

ｘ ｾ を 行 っ た 。

ko  == 0 .3 ， 0 .9 ， 3 .0  

a  == 0. 1 ， 0 .2 ， 0 . 4 

k' == 0 .05， 0. 1 ， 0 .2  

DT  == 0 .005 ， 0 .01， 0. 05 

(a ， K ' ， DTの依 は れ 貯 と も 閉 じ fli' i をf史mした)

II. 結果の検討

計 X H占拠 を JfZ持する上で規 準 と し て 、 手キ係

数 の f広が ん ==0 .9， a ==0 .2， K '==0 .1， Dγ =  

0 .0白l のμ比均ノJj 合 の l 層 の i墜塗 の D fi倣立 以 下 D ωとJ

す 一 を l とする。

こ れ らの係数の 値は、 ｒｃ ｊ ｉ Ｇ ｘＧ，ｬＺ規準 ｉｉｾ の Ｎ ｦｩ Ｇｬｬ ｊ￢ 表 6 . 2層の K' とDw分布 ( α = 0.2.  D，= O.OI )  

nx;r 例l の湯 合 の 、 ラーメ ン骨組 の y 方 向 の

中央 ス パ ン の 2 カ所 に 、20cml写の 耐 震壁 ( 無

Ilf J  LJ ) を入 れ た場 合 の 値 である。なお、 ko の

ｦ 庄 は 、砂 質 地盤 Ｈ ｎ 値 ＲＵ のＮ ｴｊ［ｾ 合Ｉの ｻ 瓜 である。

この場 合の 耐 漠 笠 の せ ん 断 分 布係 数は 35であ

った。( き れつ 発 生 等 に よ る剛 性 低下 を身地

しな い場 合 で あ る )

- 階 数

表 1 階数と Dωの分布 ( α = 0.2， K' =O.I， D，= O.OI )  

でミ
3  2  l  

0 .3  0 .18(0 .25)  0 .48(0. 64 )  0 .75( 1. 0)  

0 .9  0 .28 0 .63 1. 0  

3 .0 0 .43( 0 .28)  0. 92(0 .60)  1.53( 1. 0)  

注 (  ) は各 k . の l 婦の値を l としたぬ合を示す。

表 1 に 示 す よ う に 、 階 数 に よ る 変化 は 、ん

が 同 じならば、 !J ぽ 閉 じような変化 を示す。

• a  

表 2 . 1  1置の α とDw分布 ( K' =O.I， D，= O.OI )  

トく
0. 1  0 .2  0. 3  

0 .3  0 .61(0 .82)  0. 75( 1.0)  0. 82( 1.14)  

0 .9  0. 78 1. 0  1. 16  

3 目。 1. 08(0 .71 )  1.52(1 .0)  1.92(1 .26)  

表 3 . 2層の α とDω分布 (K'= O.I ， D，= O.OI) 

下人
0 .1  0 .2  0 .3  

0 .3  0 .66(0 .88)  0. 76( 1. 0)  0 .80(1 .06)  

0 .9  0 .85 1. 0  1.09  

3 .0  1. 16(0. 80)  1  .45(1 .0) 1.65(1 .14)  

表 4 . 3層の α とDw分布 ( K' =O.I， D，= O.OI )  

じく
0 .1  0 .2  0 .3  

0. 3  o  .66(  1. 0)  0 .66(1 .0)  0. 69(1. 03)  

0 .9  0. 94 1. 0  1. 03 

3 .0 1 .41  (0  .90)  1.57(1 .0)  1  .66(  1. 06) 

a とD ω分 布 を 表 2- 表 4 に各 層 別に示した。

規 準 値 は 各 層 と も 、 ん ==0 .9， a  ==0  .2の均 合

を l としてぶし た。

こ れ らのぶから 、 z の 変化 は 、 ん が大にな

れ ば D ωの 変化 が大きい。 層 に よ っ て は 、上

府 ほ ど a の 変 化 による D ωの 変化 は少ない。

• K '  

表 5. 11曹の K' とDω分布 ( α = 0.2， D，= O.OI )  

ご〈
0 .05 0. 1  0 .2  

0 .3  0. 53(0 .71 )  0. 75(1 .0)  1. 08( 1. 45) 

0 .9  0 .84 1. 0  1. 21  

3 .0 1. 39(0 .91  )  1. 52( 1. 0)  1. 73( 1. 14)  

ドベ
0 .05  0 .1  

。目2

0. 3  0. 50(0. 66)  o  .76(  1. 0)  1. 19( 1. 58)  

0. 9 0. 79 1.0  1. 39  

3 .0 1. 26(0 .87)  1 .45(1 .0)  1.77( 1. 22)  

表 7. 3 眉の K' とDω分布 ( α = 0.2， Dγ =0.01 )  

除とよ
0 .05 0 .1  0 .2  

0. 3  0. 31  (0  .45)  0. 66( 1.0)  1 .40(2 .08)  

0. 9 0. 66 1. 0  1. 65 

3 .0  1. 26(0. 80)  1.57( 1. 0)  2 .17(1 .38)  

日と同級に K ' と Dw分布 を表 5 - 表 7 に各層

); IJ に示す 。

こ れ ら の ぷ か ら 、K ' とD ωの 変 化 は 、E の 場

合 と 逆 に ん が小 に な る ほ ど 、Dωの 変 化 は 大 き

く、府 に つ い て は 、上 層 ほ ど K ' の変化による

Dωの 変化 は大きい。

• D， 

表 8 . 11冒の D，とDω分布 ( α= 0.2， K' = O.I )  

?と
0. 005  。目01 0 .05 

0.3  0. 71 (0. 95) o  .75( 1. 0)  0 .87(1 .17)  

0. 9 0. 98  1. 0  1. 14  

3 .0 1.52( 1.0) 1.52( 1.0)  1.66(1 .09)  

表 9. 2層の D，とDω分布 ( α = 0.2，K' =O.I)  

トミ
0 .005  0. 01  0 .05 

0.3  0. 74(0 .98)  0 .76( 1.0) 0. 74(0 .98)  

0 .9 1.0  1. 0  1. 0 

3 .0 1.47(1 .02)  1.45(1 .0) 1.46( 1. 01)  

表 10. 3層の D，とDω分布 ( α = 0.2， K ' =O.I)  

? と二
0 .005  0 .01  0 .05 

0 .3  0. 79(1 .16)  0 .66(1 .0)  - 0 .05(  - 0 .28)  

0 .9 1. 12  1. 0  0. 17  

3 .0  1.73( 1.10)  1. 57( 1. 0)  0 .82(0 .53)  

DTとDw分布 を表 8 - 表 10に、手キk'1 );IJ に示す。

l  府 、 2 府 では 、D ，と D ω分 布 l立、 れ ん 刀IJ

には 、 !J ぽー: えとであるが、 以 上層 で は 、 急 激

な変化 を示し 、DTが 大 に な れ ば、D ω分布 は 小

さくなり 、 ん が 小 さ く な る と れ の 分 布 係 数 を

示す。

( あんどう まさのり )  

近畿大" i ' ;fl V. C?fl l l 建築(' : -1' ・} 助教綬/

処築と社会 / 1例 年 2 月丹 57 
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屋上断熱防水の仕様

荒 木 孝

建 築 に お け る 断 熱 の 重 要 性 は 改 め て い う ま で も

ない。 居 住 性 の 向 上 に 冷 暖 房 は 広 く 普 及 し て い る

が 、 省 エ ネ ル ギ 一 対 策 が 見 直 さ れ て い る 呪 街 、建

物4昼休への断熱材の必要性はとみにおま ってきて

いる。とくに屋恨は重好員失も大きく、日射や外気

温の影縛を最も大きく受けるほかに、? 誌に防ノlくと

いうi l l : W: なファクターとともに，引をする必要がある。

屋 恨 ス ラ プ に 断 熱 材 を と り つ け る 場 合 、 そ の 配

置 は 、 屋 内i! !IJ ( スラプ下 I国) と屋外 側 ( スラプ上

面 ) の 二 通 り と な り 、 前 者 を 内i!!t J断 熱 、 後 者 を 外

側断熱と称する 。 ま た 外 側 断 熱 の 場 合 は 、 断 熱 材

の 貼 り 付 け 工 事 が 単 独 で 行 わ れ る こ と は な く 、 必

ず防水工事を伴うので、断然と防ノk工 事 が 組 み 合

わされることから断熱防ノ'J ，という言葉が伎われる 。

断 熱 防 水 は 断 熱 材 と 防 水 層 の位置関係から、さ

らに 2工法の種類があり、 E として露出防ノJ，に採

用 さ れ る 、 断 熱 材 が 防 IJ，層 の 下 に く る 一 般 的 な 工

法と、逆に断熱材を防ノJ，層の上に日占り付ける工法

がある。後者は拘l え防ノJ，に限定され、上 ( Up) と下

(Down) が逆になるという JJ 昧 て、Ups ide Do wn  

目各して U Dまたは U S D て法と林している。( 図 1)

笠 宍雲需ー防械 設早期需¥閑

ｭＺ町田副断熱帯 Ｎ ｾ :I" jコロ阜、: 防湿層

図 1 屋線スラ ブ、 断熱材 半 Ｚ ｾ JUUJJWll l l l l l l i 断熱材

および防水層の位置 一 夜 持 弱 震 防 水 庖

関係 ＩｾＢｑ ニ［Ｚ｟｣Ｂ溢 ｧ

1. 内側断熱工法の危険性

f足; ! とからの内H! I J 断熱 lコ1 ; て・は断熱材をスラプ下

而 に 設 け る た め 、 屋 恨 ス ラ プ の 受 け る 温 度 変 化 は

外側断勲の場合 内側断勲の喝合

問 問

問 問

さらに、内I!!I J

断熱の豆大な欠

，'，1λ は、温度変化

によって生ず‘ る

熱応力にある。

たとえば急湾I な

図 2 温度上昇を受け

た屋恨スラブは、単純な膨張にとどまらず、スラ

フe上 下 flii に温度差がて・きる結来、曲げ応力まで午.

じる。逆に寒冷地等の温度降下では、収縮する力

が大きく{ 引くことになる。

こうした圧縮や 'J I張り、曲げ? ; 三の応力反復は、

屋 恨 ス ラ ブ に 他 裂 を 発 生 さ せ 、 た わ み を 生 じ 、 被

告: を大きくさせる 。; たー際に完全に拘束されている

コンクリートスラプのリ| 張りまたは圧縮応力は、

計算によると 30. C/ 臼変化で、 60kg /  cm' にもな

って いる 。 ( 図 2 )  

2 . 安全な外側断熱工法

一方、外イ! ! t J断 熱 は 内 側 断 熱 に 比 べ 、 多 く の メ リ

y トを有している 。 s X 米では、タト側 断 熱 工 法 が 常

識 で あ り 、 そ の メ リ y トは、つぎの通りである。

1  ) 緬 体 の 保 護 屋 恨 ス ラ プ の 年1mを通じて受け

る温度変化は、 20. C以 内 と な り 、 ス ラ プ の ひ び'!11J

れ や 動 き が 少 な く な り 、 ス ラ プ lこ接続する壁や渓

へ の 応 力 も 緩 和 さ れ 、 構 造 的 に も 安 定 す る 。

2  ) 防 署 効 果 熱 容 量 の 大 き い コ ン ク リ ー ト 建 築

で は 、 屋 恨 ス ラ ブ が 強 い 日 射 を 受 け て 、 多 量 の 熱

を蓄える。タトイWJ 断 熱 の 場 合 は 当 然 な が ら 、 日 射 に

よる蓄熱を未然に防止することができる。

3  ) 結 露 防 止 屋 根 ス ラ ブ を 、 外 気 温 の 影 響 か ら

遮 断 す る た め 、 室 内 側 に あ る 躯 体 、 天 井 等 の 内 部

結 露 や 室 内 の 必 面 結 露 、 お よ び ス ラ プ に イ ン サ ー

卜する吊金物や梁の冷服部等、手，'iill ) 在住を容易に

防止できる 。

4  ) そ の 他 ス ラ フ 安 井 の 直 仕 上 が 容 易 に な る こ

と や 、 内 部 火 災 の 際 、 燃 焼 の 恐 れ が な い な ど の 特

徴を有している 。

3 . 一般工法と U (S ) D工法

タ ｈｾｉｊ 断熱防Ａ｝＼には、断熱材が防水層の下にくる、

4. アスフアルト防水層

タト側断熱防水工法で断熱材との組み合わせで{ 史

わ れ る ア ス フ ア ル ト 防 水 層 に つ い て は 、 原 則 と し

て 従 米 の も の で1m組はないが、断熱防ノ'K として配

l色すべきものは、つぎの通りである。

1  ) 一 般 工 法 の場 合 断熱材が熱アスフ アルトに

耐えられる上場合は、通常の熱工法で施工 が行える 。

仕 係 内 容 と し て は 、 と く に 耐 久 性 に 優 れ た 材 料 を

採 用 す べ き で あ る 。スタイ ロ フ ォ ー ム は 熱lこ弱い

た め 、 直 上 の ル ー フ ィ ン グ 貼 り が 非 常 に 難 し い の

で、 'jjf; 温工法材料の特殊ゴムアスイ寸きのルーフイ

ングで貼り付け、その後は通常の熱防水にて行う

( S A 工法) 。

2 )  U (S ) D 工 法 の 場 合 U D 工 法 の 場 合 は 、 防

木 層 が 温 度 変 化 、 外 力 等 に よ る 影 響 か ら 断 熱 材 に

よ っ て 保 護 さ れ る の で 、 通 常 の ア ス フ ア ル ト 防 本

で十分である。こうした押 さえからの保護・絶縁を

生かすため、下地と防水層I i l J についても部分接者

工法や軟接着工法が望ましい。

5 . 断熱材

外I ! ! I J 断熱防水に使用される断熱材には、各種の

ぷ材のものがあるが、 一 般 的 に 多 く 使 川 さ れ る の

は 、 前 述 の 硬 質 ウ レ タ ン フ ォ ー ム と 硬 質 ポ リ ス チ

レンフォームで・ある 。

1  ) ギ ル ボー ド ( 表 2 参照)

(1) 構成 : ギ ル ボ ー ド は 、 硬 質 ウ レ タ ン フ ォ ー ム の

版 状 の 両 面 に 、 石 綿 フ ェ ル ト を 貼 り 合 わ せ た も の

で‘ ある。

(2牌 長 ① 断 熱 効 果 が 非 常 に 大 き い 。

② 加 熱 ア ス フ アルトによる施工が口I能。

③ 寸 法 安 定性 が 良 い。

表 2 ギルボー ド性状表

ギルボード 18mm品 ギルボード28mm品

I走 さ (mm)  910 910  

幅 (mm)  ω 5  605 

厚 さ (mm)  18 28 

ifi 』証 (  g )  830 993 

圧縮強度 (kg/cm' )  1. 8  l 目7

熱f孟i車率 (Kca1/mhr' C)  0. 018  0 .018  

耐熱試験/ し2レ7uトE浸7潰ス5フ67ヘj  フ材ォーのム劇の雌監を娘U、キレ λ

l師 め¥t い

dフWォ4ーのムfI1のM瞳膨を服認、キレγ.

め♀い

四季を辿して 70. C にもなる 。 また哀の日目一天日の i い わ ゆ る 一 般 的 な 工 法 と 、 そ の 位 註 が 逆 に な る U 2 ) ス タ イ 口 フ ォ ー ム R Bボー ド(表 3 参照)

日の急激な温度変化は30. C にも及ぶ。 こうした毎 ( S) D 工法とに分けられることはがi述の通りである。( 1 ) 紫材 : 気 泡 サ イ ズ を 、 よ り 小 さ く し た 硬 質 ポ リ

年 の 繰 り 返 し は 、 コ ン ク リ ー ト の も つ 性 能 を 著 し お の お の の 工 法 の 適 用 範 囲 、 仕 係 例 、 特 徴 等 に ス チ レ ン フ ォ ー ム の 特 殊 品 で 、 両 国 に 、 ス キ ン 層

〈劣化させる。 つ い て は表 1 による 。 がついている 。

表 1 外側断熱防水工法 一般工法 とU ( S ) o 工法の比較一覧
(2府 長 ① 断 熱 効 果 が 大 き い 。

一 般 工 法 U (S )  D 工 法

適 JIJ 

主として露出防水。 拘1え防水のみ

一部押え防水にも保則される。

SCA- 52oo( 東西 7 ス協組) PCR- 5200 ( 点凶 7 ス協組)

断熱防水 SA- 12oo ( [ [ 1. ( ，¥) レーフィング) UD- 1200(111，(，，¥ ルーフイング)

i上限[ 列 SAE52法00( 住宅公I.H指 定 )
U D工法 ( 1I!l ダウ )

PC- 52oo ( 東西アス協組)

断 熱 材 ギJレボード スタイロフォーム R B，G Kボード

- もし下地にムープメントが'1:: じて も、 .  ，ＮｪｉＺｾｊｩＪ廓が断熱府の下ｻ則にあるので、年

断熱肘がその級衡の効以を* とし、ド; ) j JllJ をJ曲じて ?M' 切に' t( ' ，. gでもあり、 またｬｉￏｾＭｴ 11 

水婦に直接盃をおよ l;fさ 4' 、。 光、笠公による劣化を受けにくし、。

長 所

- スラプ渇Ii f . が低下して、防本層( 断 - 飛米物、その他の外的h;f 困による防水層

熱層を含めて) のふくれ防止に寄与す のmf Mを受けにくい。

る。 Ｇ ｬＱ ｊＧ え層を打投した助合、。ＮＢ， ｪＺｬｾｻｉｾｊ ｾ圧や准

卸 ｪ が ＧＱ ，じでも ｉ ニ ｾ ＩｪＪ 府に致命的な ｭ 仰をり
えない。

- 防車時事の温度が t 舛するので、防車 - 伸縮白地は、とく完全に投けること 。

層の耐久性には、とくに配慮のこと 。 . 1r.l U'] として抑えコ ンクリートには溶接金

- 押え腐を設ける1品合、その路工時、 制をNI 入する 。

i主 .a: 点

あるいはその il! 肢により、断熱材がr . ; j - 抑え府を設ける場合、 R且本性のある断熱

倒的に圧力を受けることがあるので法一 材では保護防水婦を必要とする 。

Ｎｾすること。
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ｦｩｾ 再

ｾｈ ｩＡｊ ｊ 断熱とし

ての民所 ｉｾ ｊｾ＠

ii!i 

{本i(町r 2.  '1< 

Ｏｉｴｾ 外側断熱 ＱＺ

?よ』向1(( を書m

屋被と外段、

特に地下外! 宜

との述続性が

i  ｾ＠ Iカずたい。ま

た: i l r，且のii ' f容

変化範囲が小

さい地合に難

Ｎ ＧＮＧＮｾカずある 。

②日及ノドが少ない。

① 透 温 抵 抗 が 尚 い 。

@ 機械 的 強 度 が 大 きい。

表 3 スヲ イロ フォームR Bボード性状表

R Bボード25mm品 R Bボー ド30mm品

JA さ (mm)  9 1 0  9 1 0  

阪 (mm)  9 1 0  9 10  

I早 さ
(mm)  2 5  3 0  

oJf  lit 
(  g)  6 8 0  8 2 0  

圧 縮 強 度 (kg/cm' )  3 . 0  

熱伝導率 (K ca1/ mhr ' C)  0 . 0 2 3  

水i A主i 透過率 ( g/m' hr) 0 . 3  

D& 水 率 (g /1∞伺') 0. 01  以 F

線 膨 脹f#<歓 (αn/cm' C)  6 - 8 X I 0 '  

※日本での主H!l条件をl ' i ta: して、 UD ｛法で ｉｾ ｒｂ ボードの実Ｑｉｬ Ｑ 事

さを設計1直に対して 20%11' 1としている。

( あらきたかし Fl I ，( ，¥ルーフイングK K大阪常業所

技術企ｊＡｬｬｈｊｬリ ￭ ［ 事長 ｦｾ ｊＱｖＮＩ



歩行用屋上防水一外側断熱防水 / UD工法

まず、外側11断 熱 防 水 / U D 工 法 の 特 長。・スラブの温度

変 化 が小 さくなるので、ひびわれや動きが少なくなり 、スラ

フ1こ接続する壁や梁への応、 力も緩和 され構 造的 にも安定

する。・内部結露を防止する 。・防水層は熱的に安定す

るとともに直接、外的影響を受けないので耐久性が増す。

駄米で常識化されている外側 |折熱工法。 円本でも田島

J レーフィングが採用して、すでに10年以上、 経過しました。

最 近 、行エネルギー、生 活 環 境 の 向 ヒ 、建 物 の 耐 久 性 な

どの諸点からこの工法への理解がようやく深ま ってきま

した。1-1本で汐ト側断熱が常識化される11も近いでし ょう。今

回の To; i mo Techni col  Repoけでは、外{J!l 1断 熱 防 本 / U D  

工法にスポットをあて、その仕械をご紹介してゆきます。

・ 外力 による 杉並利引 ｉ ｾ ｊ 損傷 を直 ｊ 妾うけ

なし、0 ・内 部の直仕上げが容易である。

断熱防水仕様

PCR.S200 

ロアスフア ルト

フェル 卜敷き

[j] R8ボード 30mm品

目アスヲイト 1.5kg

強力アスヲー U

アス- 9 イト 1. 2kg

匝盟強力アスヲ - u

ギルスポ 、ノ 卜

プライマー 0.32

U D工法では、断熱材自 体 が雨水 の

［ｩｴ ｾ 響をうける ため、吸水性が少なく

しかも熱絶縁の高い断熱材が要求

されます。この目 的にそって 開発され

たのがRBボード です 。RBホード の 素

材は気泡サイズをより 小さ くした硬 質

断 熱 防 水 仕 様 P C R- 5 2 0 0

田 固

ポリスチレンフォームの特殊品です 。

両面にはスキン j晋がついています。

その主な特長は

・断熱効果が大きし、 0 ・H及水が少

なし 、0 ・透 湿 抵 抗 が 高 い 。 ・機 械

的 強 度 が大きい 。

こ の 肋 附

以 下のチェックポイン トを参照に 〈防水層保護材> < 押えコンクリート〉

断熱防水計画をお考えくださ｜， ｾ ｯ ・納まり 〈立上りの高さ> < パラペ

・下地 〈下地ごしらえ> < 下地の種 ット> < 笠木> < 手摺〉

類 > < ドレイン> < 勾配> < 排水〉 ・断 熱 性 能

・防水押え 〈伸縮目地> < 立上り押え〉 ・仕 様 の 選 定 〈基本的条件〉

マ

田島ルーフインク株式会社

東西アスフアルト事業協同組合

大 阪 . 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 - 1 0 - 5 電話 (06) 443- 0431 

東京: 東京都千代田区岩本町 3 ー 11ー 13 電話 ( 03) 862- 8531

札 幌 ( 011 )221- 4014 広 島 (0822)46- 8625

仙 台 ( 0222) 61- 3628 高 松 (0878) 34- 5362

名 古 屋 ( 052) 562ー 0501 福 岡 ( 092) 712ー 0800

強力アスターUは、強力 アスロンU とと

もに東西アス 協 組 仕 様の中核材とし

て開発された不織布ルーフインク己良

質なアスフ アルトがた っぷ りと含浸: 被

覆 されています。従って 防 水 性 能 は 抜

群 。従来のメンブレン工法の機能を

生かしながら工期短縮訓劫、られま

す 。建 築 構 造 の 多 械 化 に 対 応 し 、工

事省力化への移行を行った理想的な

不織布ルーフイング、 強力アスターU。

その i主有Eはストレ y チルーフィングの

J I S 規格を超えています。・剛性が布

く繰り返し応力に耐える。・腐 朽 変 質

するおそれがなく長期間の防水効果

を保証する 。・低 温 でももろくならず

寒 冷地 の 防 水 にも 好 適。・形状が変

化せず安定 した防 水 層 を形成す る。

日 回 回

liJ雌-f:

3 0 mm晶

言羊車問は 「アスファ J レト l坊*- . f士材E

l J をご覧ください。

なお、この仕様啓は、ご希望の方

に差し上げています。企画係宛へ

あ、申し込みください 。

5 9  
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設備施工上の地震対策

( その 3 ) 一電気 ( II )  

中島 勅夫

前号では、主として宮城県沖地震の被害状況に

ついて述べたが、本号ではその被害実態よりみて、

どのような対策をたてる必要があるのか述べるこ

ととする。

- 教訓とその対策

今回の宮城県沖地震をみて感じたことは、地域

差というより地点差ともいうべき震度のムラがあ

り、感じ方にもかなりの聞きがみられたようで、

いくつかの調査報告をみても多分にその感が強い。

また、設備に関しては、たいした耐震対策か涜さ

れていなかったにもかかわらず、致命的な被害: は

そう多くはなかったということである 。共振の可

能性が十分あるような機器、たとえば防振装置を

持 った機器などに対しでも十分な対策がたてられ

ていたとは決して思えない。 にもかかわらず、被

害が少なかったのは、共振というのは限られた条

件下で生じるのであるから、意識的に ailJ 御しなく

ても無事にすむ確立はかなり高いということであ

る。し かし、 Ilfii えあれば憂いなしといわれるよう

に、対策をたてるべきところはち ゃんと備えてお

くべきであろう。今回の事例においても、対策を

たて ておけば免れていたであろうものが数多くみ

うけられた。

そこで、まず78気設備が被害を受けないための

基本的事項について考えてみる 。

⑪露れない対策をとる( 剛構造とする )0

. ボルト類による固定を堅固に行う 。

・摺れ止め、振れ止めを行う 。

- 建物との共振を避ける 。

- 設 I11市場所をできるだけ下方にする。

の語れでも綴れない( 機能を停止しない) 対策を

とる 。

・使用音11材の焔l支を I自す 0

. 振動部をなくす。

. l { X り付け相 F方(建材 )は強度の高いものを選ぶo

@ j 護れのエネルギーを吸収する対策をとる( 柔構

造とする) 。

・フレキシプル化

・防援ゴム、防振架台の採用

以上の点、をふまえたうえで、つぎにいくつかの

ポイントに的を絞 って考えてみる 。

1. 建物との共振を避けるための配慮

①床置型の機絡は、できるだけボルトなどでコン

クリー卜床にしっかりと固定すること。

②防振装置の施されている機器は、地震時の過
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振動を防止するためスト ッパーを汚慮すること 。

①幹線や天井吊の機器などの吊金物は、振れ止め

を考I在、すること 。

@ キューピクルなどの内部機鰭のうち、とくに II fJ

閉器、 7g磁接触器、継T立総などの振動特性はあま

り知られていないが、 そのよJ : J整方法、接}，' ，i J 湾成に

より特性に差異を生ずるので注意すること 。

①取 り付け位置が上 Ｚｾｉｉ の内部機ｲＮ告は、より大きな

加速度を受けるのでv主芯すること 。

信迎皇内の75線東はフレームに竪く支持すること 。

その場合、支持J : rl隔が大きすぎても、内部機器と

の接触、端子接続ffsの破損など予想外の被害の要

因となるのでj主怠すること 。

包汚斤り曲げ加工の箱{ 本は、アングル溶接精進のも

のに比べて 曲 げ部分の剛性が劣る場合が多いので、

とくにアンカーボルト支作自11は十分な配慮を行う

こと 。

@ 自立して据え付けられる制御盤などで、幅に比

べて背の高いものは、項部を建築指造! 本に支持 す

るなどの配r@: を行うこと 。

@ 照明器具はできるだけ埋込 ・直付形とし 、やむ

を得ず吊り下けＧＱｦｾにする湯合は、パイプやチェー

ンを必要以上に長くせず、吊り金具も地震時の慣

性力に十分耐える椛造とすること 。

2  アンカーボル トの再検討

宮城県沖地震において機器が転倒ないしは移動

したものの原因をみると、機穏を単に基礎上に誼

いであるだけのものは論外として、以下のような

ものがある 。

・アンカ ーボルト の基礎コ ンクリートに対する定

着が不完全でFあったため、ボルトが抜けてしまっ

たもの。

・基礎と床面の附者力不足により、基礎本体が移

動してしま ったもの。

・基礎コンクリートの強度不足によるもの 0

. ボルトの締め具合が惑か ったもの。

・ボルトの強度不足によるもの。

これらのなかで、ボルトの強度不足によるもの

は余絡を十分にと って あるせいか、あまりみられ

なか ったが、抜けたり曲がったりしたものは数多

くみられたようである。

このf堅由として汚えられることは、

・応答倍率が予想外に大きか ったために引き抜き

カをそれほど大きくみていなか った ( 設計上のミ

スか ) 0

・アンカーホ、ルトの定着については無関心であ っ

た( 施工上あるいは初歩的ミスか) 。

のどちらかに起因しているものと忠、われる。

一般にアンカーボルトの引き抜きに対する必要

埋め込み深さ D は、ボルト径 d に対して、

普通コンクリートの湯合 ・D > 35d 

シンダーコンクリートの場合 ・D > 4ud 

とされているが、基礎コンクリートの関係でそん

なに埋め込めない場合は、床躯{ 本の鉄筋に溶接す

るかアンカープレートを用いるかなど何らかの方

法で、定着を附すような対策をたてる必要がある 。

3 . 非常時に非常用発電機が有効に働 くために

宮械県沖地震においては、とりたててあげるよ

うな問題点は少なかったが、非常用電源というき

わめて重要な設備であることから、以下の点に留

芯: すべきである 。

① ｾｾｮｲ 設備の 耐震性能は、防振装置の狩性による

ところが大きいことを十分認識する 。

②本体と 排気守号、冷却ノ ＧＱ＼ＱＧ｜Ｇ 、 ｩ ｬｬｩｾ Ｇ￬Ｇ、配線守 ｺ の 接続

出11はフレキシブル接続とする 。

告鴻ド気管は地震力に耐えられる支 t. 'f ) J i1， とする 。

@) 11l;・5機室の給排気電源は非常 同路とする。

⑤設備階はなるべく下階とする 。

｀平，，Ｚ［ｾＮの維持符 ｦｬｍ および保守 ｩｾ の緊急時 ｬ こ対する

訓練を徹底する 。

4 . フリーアクセス床に対する問題点

.t，' l 朝: 化社会のt旦い T としてコンヒ・ュ ータの将' *

は目党ましく、その重要性はますます r，，")ま ってき

でいる 。 しかし、これらの的報処J l P . 1出1，虫機総は、

その誕坐の地が地震の恐れのないアメリカ東海岸

であり、またその普及のスピードが非常に 1，' かっ

たこともあわせて、それに対する耐震対東はほと

んどなされていなか ったというのがった1えであ った。

その後の各方面における研究結果をみても、コン

ピュータそのものは地震時の娠動に十分耐えられ

るが、据え付け法に問題があると確認されており、

?tli' U : 公社を中心として種# の研究がなされている

ょうである 。

すなわち、これらのコンピュータ機総類は、フ

リーアクセス床という 二重床の上に、さながら家

具を置くように並べただけであり、地援のときに

滑 ったり、転倒したりして芹l をなさなくなる危険

があるということである 。

宮城県沖地震においても前号で報告した通り、

コンピュータ機器の転倒被害が多くみうけられる。

このような被害を防ぐには、ｾするに回定すれば

よいのであるが、ただ単にフリーアクセス床に固

定しただけでは、今度はフリーアクセス床の耐力

に1::1組が生じてくる 。 フリーアクセス床というの

は単に機総の歪 ＱＱＱ を支えることのみを目 ＨｉＧｾ として

いるため、地震力のようなノ'j<平β 向の )J に対しで

は耐えられないのである 。

この対策としては、大きく分けてつぎの 2"湿り

の方式が符えられている。

①直接支持方式 支持金物をフリーアクセス床と

は縁を切 って設誼し、これに直接機器を固定して

しまう方法。

② U: H妾支持方式 直置き式の機器や、キャスター

をと ってしまわないで残しておきたい機総および

既存の機絡を対象としたもので、状況によりいく

つかのタイプが身案されている。

×  

以上、思いつくままに述べてきたが、電気設備

業界においては耐震対策についての基準的なもの

は確立されておらず、設備の耐震化への関心度も

おま って きてはいるが、まだまだ施工面に反映す

るには至 って いないという現状にある 。しか し、

地震王国日本における現状がこんなことでよいは

ずがなく、まして都市集中化傾向は一 向に荻えず、

建物の密集化、高層化が今なお続いている現 .(E、

建築設備の耐震対策の基準化は早急に確立すべき

諜起であるということをつけ加えておく。

( なかじまのり お 大 阪 電 気 暖 房 KK技術本: W1.: (1) 



- 中国を訪ねてく 1 > 一 一王 相 群

伊丹から北京ヘ

1978年 8 丹 、 私 は や っ と念願の 北 京 を 訪 れ

ることができました。

私 の よ う な 町 医 者 的 建 築 家 は な か な か 長 期

間旅をするわけにはいきません。それに、 折

角祖 国 の 土 を 踏 む 以上 、 せ め て 3 週 間 以 上 は

滞 在 し た い と い う 気 持 ち も 手 伝 い 、長い 1m、

帰 国 の チ ャ ン ス を 逸 し て き ま し た 。

た ま た ま 去 年 の 春 、 建 築 士 会 誌 ξ ひ ろ ば "

より中国に附する紹介文の原稿依頼を受け、

6 月 号 の 締 め 切 り に は 何 と か 間 に 合 わ せ た も

のの 、改 め て 平 紫 の 不 勉 強 を 痛 感 す る と 同時

に、新たな 'h'i 勢 を 迎 え た 中国 に お け る 人 民 の

姿 や 建 設 の 動 向 を 直 に 兄 Ilfl したいという強い

衝 動 に か ら れ た の で す 。

思 い 立 っ と 矢 も 楯 も た ま ら ず 、 盆 休 み を は

さ ん だ 前 後 約 3 週 間 を 予 定 し て 北 京 ・上 海 を

訪れる決心をし、 7 月末には旅券を申請。

急 な 訴 で 必 も 懸 念 さ れ た 航 空 券 も 巡 よ く 入

手でき、 8 月 7 目 、 伊 丹 発 上 海 経 由 北 京 行 の

日 航 機 に 乗 り 込 み ま し た 。

午 前 l l J l寺に離 陸 し た J L 785 号機は、はやる

心に似て、またたく r::1 に九州 上 空 を 過 ぎ 、 快

u肯の空を上海へま っ し ぐ ら 、 思 え ば 幼 時 の 頃

汽 船 で 庇 門 へ波り l 年 ほ ど 滞 在 し て 以 来二 度

目、 43年振りの帰国です。

紺裂の海に白い漁船の ＮＧｾ ￭ ， ｦｦ する美しい Ｎｴ ，ＧｦｽｦＨ

に 兄 と れ つ つ 昼 食 を 済 ま せ 、 前 夜 バ ッ グ の 中

へ拠り込んだ' 戸会誌をとり出します 。 北 京 で

紹 介 す る 機 会 も あ ろ う か と 秋 季 広 島 大 会 の 各

研 究 協 議 会 の 梗 概 に 一 通り目を過していると 、

再 び 陸地 へ さ し か か った 気 配 で す 。 いよいよ

中国かと 一瞬 緊 張 し ま す が、つ い 先 刻 ま で は

日 本 上 空 、 な か な か 実 感 が 伴 い ま せ ん 。

下' J ! . を凝視すると、 ニヒの色合いが1可となく

違うのと小雨模織のせいか全体が隊肱として、

一 極 独 特 の 風'h'i でした 。

まさにミ一 衣帯水" 、 2 時r . r! 半 後 の 午 後 1

時 半 に は 上 海 空 港 者 、 時 差 が 1 時 na なので北

京 上 海 l時刻ではち ょ うど 12時 半 で す 。 こ こ で

1 時 na休 恕 の た め 空 港 ピ ル へ 入 り ま す 。

売 庖 で は 鹿 児 仏 県 の 教 員 の 方 々 と 女 性 の 服

務 員 と の Ila で ♀ 述 筆 談 を 交 え て 談 笑 が 始 ま っ

て い ま す 。歴 史 の 先 生 方 と の こ と 。 今 回 の 旅

行 で北 京 は も ち ろ ん の こ と 、 上 海 、 蘇州 、行L

州 と 到 る と こ ろ で 日 本 の 方 々 に 出会 い ま し た 。

ア フ リ カ や 散 米 か ら の 訪 中 者 も 随 分 多 く 兄 か

けましたが、やはり日本人が圧倒的に多く、

全 体 の 1主数以上を占めるそうです 。歴 史 の 流

れは今後ますます| 向国の友好往来を活発にす

るでし ょ う し 、 日 本 に 住 む 華 僑 と し て こ の 上

なく由喜しいことでト i- 。

上 海 を l 時 半 に 飛 び 立 ち 、 いよいよ 北京 へ

向 か い ま す 。 断 続 す る 雲 11日か ら 顔 を の ぞ か せ

る 大 地 や 曲 が り く ね った河川を 眺 めていると

ようやく 中国へ来たという実感が徐々に湧き、

万 感 I1旬に迫る思いです 。 こ れ か ら い よ い よ 私

の 祖 国 感 傷 旅 行 が 始 ま る の で す 。

午 後 3 時 北 京 空 港 着 、 上 海 経 由 で な く 直 行

なら Ｔ 時 ｉ ｕ ｬ 以下でｾとれるのですから、 北 京は

思 った よ り 近 い と こ ろ で し た 。

税 関 で は 友 人 へ の 土 産 に 持 参 し た 2 台 の 小

型 電 卓 に 対 し そ れ ぞ れ 2 元 ( 約 225 円 ) の 関

税を 払 い、簡単にパス 。 つ い 先 般 ま で は こ う

い った簡便な屯卓でも l 台 に 20元 も 諜 税 さ れ

ま し た よ と 若 い 女性 税関 吏 が 笑 い な が ら 話 し

て く れ ま す 。 ロ った値 段 が 確 か 2500円 くらい

で す か ら 、 ほ ぼ 同 級 で す 。 ミ自力更生" を曲

解 し 、 外 国 製 品 を 頭 ご な し に 排 除 し た 四 人 組

l時 代 の 名 残 り で し ょ う。 もっ とも昔の上海の

ように世料中のありとあらゆる目指 JII が氾澄し、

無 い の は 中国製のみというのも困りますが、

解 放 以 来 と 古 為 今 I1I 一昔のすぐれた司王物 を 現

代 に 役 立 た せ る “ と と も に と 洋 ね 中 間 一 外 国

の す ぐ れ た 事 物 を 中 国 に 役 立 さ せ る " と い う

原則が繰り返し強制されてきたはずですから、

再 び 本 来 の 姿 に 立 ち 戻 り 、 ま こ と に 喜 ば し い

限 り だ と 思 い ま す 。

旅 行 社 の '11は西南のr . J 1心 へ と 走 り 、 街 路 樹

の 美 し い 緑 の 街 道 を ペ ダ ル を 踏 ん で 行 き 交 う

老 若 男 女 の 姿 や 荷 '11を引いた自主馬に出会いま

す 。伊 丹 へ 向 か う r. i J 速道路沿道とは打 って変

わ った牧歌的風訟にf n J とも 言 えぬ懐かしさと

交 ら ぎ を 党 え ま し た 一 一 本 来 な ら 近 代 化 の 遅

れ と し て 受 け 止 め ね ば な ら ぬ の か も 知 れ ま せ

ん が。

王府弁ー北京の繁務街に近い主 Ｑｾ ｬ ｩ治大医に若

くと、 5 階 の 客 室 に 案 内 さ れ ま し た 。 バルコ

ニーは大通りに回し、正面は現代風の民自立ピ

ル 、 少 し 先 に 伝 統 的 な 琉 絢 瓦 を 使 った美術館、

そ し て そ の 背 後 は 北 京 の 中 心 街 で す 。 窓、際と

パ ス ル ー ム に 白 か れ た ス チ ー ム ラ ジ エ ー タ ー

が 冬 の 猷 し さ を 物 給 って い る よ う で し た 。

休みして後、大阪の子' 予i J 立さんと 一 緒 に

ホテルのバルコニーから眺めた北京の美術館

1 階 の 食 堂 へ。 中 華 料 問 Ili 大目立除l の経蛍者で、

以 前 か ら 親 し く し て い た だ い て い る 子 さ ん と

偶然同じ飛行機に乗り合わせ、{ 可かと世話に

な り ま し た が 、 夕 食 の i主Jえーもお 11 ' せすること

に し ま す 。

こ の ホ テ ル は i止 料 各 地 よ り 帰 国 し た 華 僑 で

賑 わ って お り 、 夕 食 の ピ ー ク l侍 の せ い も あ っ

て 料 出 が な か な か 速 ば れ て き ま せ ん 。 若 い 服

務 ｮ の数も充分だし、厨房や円己膳室の Ｑｾｊ 線計

悶 が ま ず い の か な と 、 つ い 職 業 広 識 が 働 き ま

す が 、 ま あ 国 へ 帰 った ば か り だ か ら の ん び り

しようと、{ : l ，は冷えた北京ピールを飲みなが

ら悠長に布可 えます 。 と こ ろ が 、 も う 何 度 も 帰

国された子さんにしてはそうはいかぬらしく、

しきりにサービス能率の低下を l嘆き己主普の裂

を 説 か れ ま す 。 事実、 中国では世界各国より

の訪問者の ￬ｾｸｪＨＱ に伴い、ホテル建設とサービ

ス 要 員 の 育 成 が 急 務 と な っているのですが、

後 日 聞 い た 訴 で は 、 す で に い く つ か の 実 習 団

が圏外 へ も 派 遣 さ れ て い る よ う で す 。

子 さ ん の 訴 に 相 槌 を 打 って い る と 、 ょ う や

く 料 浬 が 巡 ば れ 、 早 速 食 事 を 始 め ま す 。 北 京

に 限 ら ず 上 海 そ の他 でも食事費は格別に安く 、

質量とも 十二 分 に 堪 能できましたが、食の車Is

い私はいつも食べ切れず、勿体ない，巴いをし

ました 。 この日は 二 人 で ピ ー ル を 3 本 ほ ど 欽

み 、 大 い に 食 べ ま し た の で 、 旅 の 疲 れ も ふ っ

飛 ん で と て も い い 気 分 に な り ま し た 。

食 後 ロ ピ ー へ 出 ると、1" i i ; 梅 の画かれた大き

な つ い 立 て の 裏側 に 毛 主席 の詩が;!? かれであ

る の が 目 に 入 り ま し た 。 " トxr. 子 一一一悔を詠

ず " と い う 詩 で 、 先 般 亡 く な ら れ た 郭 沫 若 さ

ん が 訂 か れ た 述 筆 な 古 で す 。 もう 10数 年 も 前

になりますが、武田泰浮きんの言尺でこの詩を

読 み 、 深 い 感 銘 を 受 け ま し た 。

風 雨 送 春 婦 飛 雪 迎 春 到

己j止懸崖百丈o t ¥ 猶 有 花 枝fi 1

f向也不幸P春 只把春束幸[1

待 到 山 花 測 没 時 h也どEll 空中笑 i 1I¥=氷

春 は 風 雨 に 送 ら れ て 去 り 吹 雪 に 迎 え ら れ て

再 び 戻 り ま す 。 懸崖につららの下る酷寒の頃、

梅 の 花 は 早 く も あ で や か に l咲 き は じ め ま す 。

あ で や か で 美 し い 花 で す が 決 し て l締 り お ぶ っ

て 春 を 独 占 し よ う と は し な い の で す 。 た だ ひ

たすらに春の訪れを ｾｌｩ け｜やがて山々に春 ｉ Ｑ 剃

没 の 花 々 がl咲き競う頃、 i此ムーは く さ む ら の 中

で 満 足 の 笑 み を 浮 か べ る の で す 。

標題の ト ｊＯ ｾ [ - とは前後れ段J I ! ; I句 ，H44' j-= で 作

る詩の ー形式で、素人の私にはそのx . 乍 (1'') 評

illli はよく !lo1j りませんが、苦しい l時Hl J に も 挫 け

ず試錬に耐え抜いた革命の先人法の崇 ｉｾ 品な姿

を、寒気を恐れぬ村正の花に見出し 、 限 り な い

奇文愛の念を歌 った優美で! 忍 1' 1/ ( 1勺な持だと 言 え

ます 。再 び 雪 融 け の 春 を 迎 え た 11;; 今 、 と く に

かみしめて l味 わ う べ き 持 で あ る と 思 い ま し た 。

m; 展 へ 戻 り 、 慾 を lifl け た ま ま ベ ッ ドに備に

なります 。 街 路 か ら ク ラ ク ショ ンの音や人々

の，; 吊し声が耳に人りますが、ビールの心地よ

い 酔 い も 子 伝 い 、 い つ しか校入 ってしま った

ようです 。 毛布をかけていたのですが、夜、ド

念、に寒さを感じ日をさましました 。 2 時 過 き

だ ったと思いますが窓を閉めに起き上がると、

タトで、はトラ y クや1 : τJ}III の ，pカずひ っ きりなし

に 通 過 し て い ま す 。 深 夜 大 変 だ な あ と 山 い な

がら、その騒音も苦にならず、再び熟| 怪し翌

朝 ま で 目 を さ ま し ま せ ん で し た 。

後 日 、 中 国 の ピ ー ル は 121泣 く ら い で 日 本 j酋

とほぼ問じだと 11[ 1か さ れ 、 辺f'Hでよくまわり、

ぐっすり眠れたはずだと、はじめて% が1 -J き

ました 。
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昭和 53年 度 ・ 第 6 回 若 い 会 員 の 集 い

堺の伝統をたずねる

重文山口邸・鉄砲屋敷・万鍛冶

レ ポ ー ト

レポーヲ ・葛谷 理 俊

:1: "  

堺は、歴史の古1I市である 。 そ こ に は 、 仁 徳

陵 の古代より 、 中 世 、 近 世 、 近 代 、 そ して現 山口邸にで右端は当日の鶴師・左海格氏
鉄砲屋敷にて 水野正範鐙錬所にて

代、常にわが国の歴史を象徴するＧｉ ｾｊ きに密接

な{ 系わりを宇寺ってきた。

ところで、 明 以 上 に 歴 史 的 な 印 象 を 強 〈 持

った 都 市 が 、 他 に な い わ け で は な い 。 と り わ

け 、 京 都 や 大 阪 は 、 歴 史 上 の 重 要 さ か ら い え

ば そ の 位 鎧 付 け は 明 ら か で あ る 。 し か し 、 京

都、大阪が歴史の上で政治的、経済的な& . の

警守 lこ 立 つ こ と が 多 か っ た の に 対 し て 、 排 の

都 市 は 、 目 立 た な い が 、 常 に 、 実 の 面 か ら そ

れ ら を 支 え て き た 、 い わ ば 、 本 音 の 歴 史 を 体

現 し て い る と い え る で あ ろ う 。

• 
「若い会員の集い」では、 「伝統 工 芸 シ リー

ズ 」 と し て 、 こ れ ま で も 、 何 回 か の 企 画 を 重

ね て き た が 、 今 回 は 、 こ う し た 槻 に い ま も 生

き る 伝 統 工 芸 に 加 え て 、 古 い 文 化 財 を た ず ね

る 企 画 を と り あ げ た 。 そ れ は 、 伝 統工芸 を そ

の 背 景 、 あ る い は 、 舞 台 と と も に た ず ね る こ

とで、 当 シ リ 一 ズ の 芸 術 的{傾側F刊列lリIj[面函に i豆11.'人点白，'; i，

た 、 こ れ ま で の 枠 に 加 え て 、空r : :l 的、 l時Ilil 的

な 広 が り と 奥 行 き が 得 ら れ る の で は な い か と

与えたからである。

特 に 、 中 世 か ら 近 世 に 至 る 戦 国 の 世 の 、 あ

の 激 し い 歴 史 の 郵j きは 、 恐 ら く 、 当 時 の 通 商

の凹reyの 活 動 を 抜 き に し て 語 る こ と は で き な

いであろう 。 な か で も 、 重 要 な 商 品 で あ った

武 器 の 製 作 に 燐 わ った 鉄 砲 鍛 冶 の 流 れ を i&む

万鍛冶は、 今 も な お 、 私達の生活に密辛子した

日 常 問 品 と し て の 刃 物 や 大 工 道 具 の 製 作 を 通

じて 、現代に 生きており 、 ま さ に こ う し た 企

l珂にかな ったものであろう 。

• 
晩 秋の午後 、 い ま だ に 、 路 面 を 'j 'U '11が走る

表通りから 一 足奥ま った 山 11邸 の 門 前 に三 々

五 々 参 加 者 が 集 合。 ほ l玄、定刻に山口邸の広

い上f t I lで 、 井 本 主 貨 の 司 会 で 第 一 歩 を 踏 み だ

した 。

ま ず 、 本 日 の 講 師 、左 海 先 生 の 簡 単 な 説 明

をきいたあと、臼吐l に内部を比学する 。

広 い 土 1111を 中 心 に 、 大 き な 木 組 を 現 に し て

展 開 す る 空 r: :l は、 J!f!- i磁人の )J が し の ば れ る 談

壮 さ で あ る 。 一方 で は 、 随 所 に 巧 み な 工 夫 の

跡 や 、 デ イテ ィー ル が見 られる 。 しかしスケ

ッチ も 思 う に ま か せ ぬ 短 い 時 II I l で、講師や、

当家の主人への質的] も充分に尽くせぬのが残

念 で あ った。

尽 き ぬ 輿 を 心 に 収 め て 、 全 員 、 市 立 青 少 年

セ ンターに集合。 講 師 よ り 嚇 の 歴 史 と 、 刃 鍛

冶 の 成 り 立 ち ゃ概 要についての話をきく。 内

容 が 郷 土 史 に 近 い だ け に 目 新 し い 話 が 多 く

歴 史 上 の 遇 税 、 俗 説 の 裏 話 が 興 味 を そ そ った。

こうして、 全 .r.t主[ばf占を仕入れたあと、断l の

北 端 に 近 い 鉄 砲 鍛 冶 屋 敷 に 向 か う 。 この辺り、

比較的古い街の面影を残しており、 一 兄して、

時 代 を 感 じ さ せ る 民 家 が 多 い 。 なかでも 一週

り大きな巡りの屋敷が目指す鉄砲鍛冶屋敷、

井 上 関右 衛 門宅である 。 さ き の 山 口 邸 に 比 べ

れば、 一廻 り 小 ぷ り だ が、 や は り そ の し っか

り と し た 巡 り に 、 鉄 砲 鍛 冶 の 当時の盛況がう

かがえる 。 また、玄 |刈 先 に 並 べ ら れ た 数 挺 の

J -s l r づっ

鉄 砲 や 、 大 砲 、 工 具 類 が 珍 し い 。 な か で も 小

さな 小 屋 ほ ど も あ る 大 l次チは圧巻である 。

さらに 、重量 然 と し た 条 里 に 従 って南へいく

ばくか下がればノ'K U正 範 鍛 錬 所。 ここが今日

り上が っ ていく 。

炉 に 欧 子ーが一段と f u1 い音をたて、員事時 ぃ 仕

事I41が パ ッとH自らし 出 される 。フィ ラメント

f:. "f. Ij. tJ l 泊

の よ う に 焼 け た 玉 鋼 に 鎚 が 振 り お ろ さ れ 、 火

花 が 辺 り に 飛 び 散 る 。 緊 張 の 一瞬である 。 ま

た、 R欠子が音をたて 、 火 花 が飛び散る 。繰り

返 し 、 繰 り返し 一瞬 が お と ず れ 、 無 限 の 中 に

1時r: il が 溶 け 込 ん で い く よ う な 錯 覚 に と ら わ れ

る。 炊 い 仕 事 場 の 中 で、兄、よ者 l立、折り よE な

るようにして 作 業 を 凝 視 しっ つける 。

21時川近い時 1111 が 流 れ 、 技 に か え る と 、 炉

の 火 の 人 れ 伴 え が 行 わ れ て 、 や っと 緊 張 が と

けた 。 も ち ろ ん 、 こ れ だ け の 時11/1 で一 本の刀

ができあがるわけではないが、 fllf か 、 あ の 刀

身 の 鋭 くも 、 た お や か な 肌 が 持つ 1'" 秘を 垣 lI il

凡た ，思い、まさに 一 つ の 儀 式 で あ る 。

思 い の ほ か 、 長 I侍l I il にわた った 見・戸のお礼

を申し上け¥ノj，' J ! r 鍛錬所を』干したときは、 l  

l時r: il 以上も F 定 を オ ー バ ー し て 、 も う H昔がり

が辺りを つつ み 始 め て い た 。

• 
多 くの 工場古学や、コ ン ピナートを抱え、

) 7では、 ニュ ー タ ウ ン に 象 徴 さ れ る 人 11  j 付加

を 続 け る 、 ま さ に 現 代 の 在日市、 上界 も、 一 歩 中

に 踏 み 込 め ば、 まだまだ古い i面影をとどめた

街 並 み も 多 く 残 さ れ て お り 、そ の 中 で 、 伝 統

的な 工芸 、 い や 、 む し ろ 産 業 と い う べ きか、

が生 き続けている 。 ま た 、 そ こ に こ そ 、 化 石

で は な い 、 生 命 を 待 った 伝 統 の 姿 を 凡 る こ と

が で きるのであろう。 ( 大林組股計部)

• 
なお、 今 回 の企 l百l にあた っては、 「若 い 会

の 最 後 の 目 的地 で あ り 、 ハ イ ラ イ ト で あ る 。 以の1 . Rい 」 小 委 員 会 の 前 委 以 で あ る 附 恨 幹 線

刃物が所狭し と並 べ られた 1;>; 先 で 案 内 を 乞 氏 ( 明 市公 園出11 ) に、 一 方 な ら ず ご尽 )J いただ

い、 奥 に通される 。 一歩 足 を 踏 み 入 れ た 仕 事 いた 。 ま た 、 講 師 の 花 海 先 生 を は じめとして、

場では、もう半ば準備が皇室えられピンとした 非 公 Il Hに も か か わ ら ず 、心 良 く お 願 い に 応 じ

空 気 が 張 り つ め て い る 。 て い た だ い た ば か りか、 多 勢 の 質 1/:1 にも 一 つ

烏 帽 子と 臼装束 に 身 を 悶め た Ｏ ｬ ， ｾｮ 師 は、す ー っ 丁寧にお答ーえいただいたり、此:ill な 刀 鍛

で に 火 の 入 った炉の訪i H 笠に余念がない 。 - ) 7、 冶 の 実 演 を し て 下 さ った 各 兄 三 先 の ) J 々には、

師 を 助 ける倒lチ 忠 と 直 弟 f の お二 人によ って、 紙上より j享 くお 礼 を 申 し あ げ ま す 。

スケ y チ 川 村 統 之 道 具 類 、 材料 が 並 べ ら れ 、 厳 粛 な 雰 囲 気 が 感

(担当主査・井本随一)
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堺の伝統をたずねて

安部 章

今回、協会の「土界の 伝 統 を た ず ね る 」 企 l両 に

幸 い に も 参 加 の 機 を 得 て 大 い に う る 処 が あ っ

た 。 ｔ ｖ で脚光を浴びた堺の ｾｉｊ であるが、特

に 非 公 Il i I の旧家や万の古式鍛錬の うた演は、 一

般 に は 兄 ら れ な い も の だ け に 有 意 設 で あ っ た。

講師 の 左 海 先 生 は 上 界 の 旧 家 の 方 で あ り 、 刀

匠 の 家 系 に も あ る 方 だ け に お 話 に 迫 力 が あ り 、

T V の フ ィ ク シ ョ ン や 、 史 実 と 現 実 の 違 い を

正 さ れ る な ど 堺 の 町 を 心 か ら 愛 し つ づ け ら れ

て い る 姿 に 感 服 し 、 ま た わ れ わ れ に 反 行 を さ

せ ら れ る 苦 言 を 呈 さ れ る な ど 、 I時 の た つ の を

忘 れ る ほ ど だ っ た。 当 日 泌 さ れ た 資 料 を 事 前

に索読したが、読むと見るとは大ｾいであり、

こ の 種 の 兄 学 は 参 加 し て 目 で 確 か め て こ そ 其

の 知 識 と 造 詣 が 深 ま る も の で あ る と 思 う 。

山 口 邸 も 弁 上 邸 も 幸 い 戦 災 を 免 が れ 、 今 日

ま で 往 時 を !思 ぷ 形 態 を 残 さ れ て い る こ と は 、

再 開 発 を押 し す す め ら れ る 現 住 に あ って 、 日

本 人 と し て 歴 史 を ま日り先賢の労苦を知るに: c t

ill な 存 在 と い え る 。 山 口 邸 は す で に 重 文 に 指

定 さ れ 、 補 助 金 で 屋 恨 も 修 復 さ れ た 由 だ が 、

井 上 邸 は ま だ な ぜ か 指 定 を 固 辞 さ れ て い る と

か。 わ れ わ れ に は 腕 けーな が ら そ の 理 由 も 推 察

してみるものの、わが国の文化遺産の保 ｾＱ ｳＮ］

mに 法 律 的 11;11約 条 件 や 予 算 措 誼 が 、 所 有 者 に

対 し て 血 の 通 っ た 施 策 と し て 今一 つ 欠 け て い

る よ う に 思 え て な ら な い の は 、 私一 人 だ け だ

ろ う か 。

水型T鍛錬所で、は左海先生 からt J i J も って 鍛 鉄

に つ い て 訴 を 承 っ て い た が 、 実 際 に 兄 学 し て

み て 、 古 い 伝 統 の 中 に 先 駆 者 か ら 代 h 承 け 継

が れ た 手 法 が 、 科 学 的 な 解 lリl で は な く 時 に は

失敗の繰り返しゃ生活の智恵からねＮｾみ重ねら

れ て き た こ と を 思 う と き 、 人 間 の 偉 大 き を 思

い 知 ら さ れ た 。 火 造 り や 槌 打 ち も 今 は 電 動 機

械 がf吏 わ れ て い る が 、 そ れ ま で は 人 力 で 行 わ

れ 、折り 返 し 鍛錬 の 成 否 が 、 刀 の 切 れ味 や、

自 分 の 生 命 の 守 護 と な る 決 め 手 で あ る だ け に 、

幾 持 層 と な る 皮 金 や 芯 金 造 り に 頑 健 な 体 力 と

と も に 、 こ れ に 加 え て 精 魂 こ め た 入 神 の 技 が

係 わ り あ って い る こ と が 痛 感 さ れ た 。 し た が

っ て 鍛 錬 場 に は 神棚 を祭り 、 注 述織 を 張 り め

ぐ ら し た 上 、 白 装 束 、 烏 帽 子 、 直 垂 姿 で 鍛 え

ぬ か れ る の も む ベ な る か な で あ る 。 現 在 、 水

里子家では御子息 も と も に 仕 事 を し て お ら れ 、

ま た 三 十 余 年 に も な る 直 弟 子 が お ら れ 、 堺 の

伝 統 と 古 式 が こ れ か ら も 受 け 継 が れ て い く こ

と は 、 ま こ と に 有 り 難 い 限 り で あ る 。 な お 水

里子老には昨年 11 月 叙 勲 の 栄 に 浴 さ れ た こ と も

当 然 で あ り 、 敬 意 と 祝 意 を 表 し た い 。 お 庖 の

中の「鍛鉄降斑 」 の 掲 額 が 何 か 示唆 め い て い た 。

以前成主党のやl' 秘 を 見 学 し て 感 嘆 し た が 、 今

回 は そ れ に 勝 る 感 銘 を 受 け 、 見 学 会 の 解 散 時

刻 を 大 幅 に 超 過 す る ほ ど の 参 加 者 の 熱 心 さ は 、

そ れ だ け 充 分 価 値 の あ っ た証左といえよう。

終 わ り に 、 今 回 の 企 画 を さ れ た 若 い 会 員 の

方々や、旧家の{ 剤l当主の方身、水里子家の皆機

に 格 別 の お 取 り 計 ら い を い た だ い た こ と に 厚

く倒l礼 を 申 し 上 げ 、 ま す ま す の ごf建 勝 を 祈 っ

て や ま な い も の で あ る 。 ( S . E .  P L A N)  

堺の鍛冶

任宅三

昨 年 11 月25 日 、 建 築 協 会 の 主 催 て ¥ 槻 の 重

文 ・山 LJ 家 、 鉄 砲 鍛 冶 の 井 上 限1右 衛 門 家 、 並

びにノ' ] < 里子正範万匠の、日本万鍛造の見学会に

参 加 す る こ と が で き た 。 見学会申込みの際、

通 常 で は 滅 多 に 拝 見 で き な い 現 代 の 万 鍛 冶 に

つ い て 、 兄 11[ 1を 広 め る こ と が で き る の が 楽 し

み で あ っ た。

鉄砲鍛; 古屋敷跡 (井上関右衛門氏宅) スケ y チ 川村統之

，Q10.  ＢＮｾￇＧ Ｎ＠

ニー孟げι

スケ y チ ニ宅 (f:

当 日 、 兄学 コースの最後に、7 ] < 里子鍛錬所に

お 邪 院 し 、 研 ぎ す ま さ れ た 堺 刃 物 類 を 陳 列 し

た お 底 を 通 り 抜 け 、 奥 の 作 業 場 に 到 脅 し た 0

22-火 水 ・ 土 の 混 在 す る 普 な が ら の IIIJ 工 場

の よ う な 雰 囲 気 で あ る 。字架7t I 球が処どころに

ぶ ら さ が り 、 炉 で は 勢 い よ く 炭 が 焚 か れ 、 万

の鍛錬場の周囲には、 し め 純 が 張 ら れ 、 兄 学

者 の 自 に も 村1聖 な 場 所 で あ る こ と が わ か る 。

え ま はがね

そ の 中 に 玉 鋼 が 投 入 さ れ る 。 炎 の 色 と 一 体 に

な っ て い る 玉 鋼 は 、 羊 か ん 一 本 分 く ら い の 大

き さ に 形 ζ し ら え さ れ 、 そ れ を 二 つ に 折 って

は 槌 で 打 ち 延 ば し 、 ま た 火 に 入 れ て 熱 し 、 二

つ に 折 り 槌 で 打 ち 延 ば す 作 業 が fnJ 回 も 繰 り 返

11カ' ね

される 。 こ の 鍛 造 に よ って 、 鋼 の 中 の 不 純 物

が 取 り 除 か れ 、 密 度 の よ い 鋼 に な る そ う で あ

る。 20回 ば か り 折 り 曲 げ る と い う 話 で あ る か

ら、 1048576 層 に な る 肋 定 で あ る 。 こ れ を 皮

金 と 称 す る 。 よ く 切 れ 、 折 れ ず 、 幽 が ら な い 。

こ の三 条 件 が 刀 に 必 嬰 で あ る 出 。 こ れ を 充 た

す た め 、 上 記 の よ う に 造 ら れ た 皮 金 で 、 ;芯に

な る 鉄 を 包 ん で 打 ち 延 ば し た も の が 、 日 本 刀

で あ る 。 これを石汗ぐと、自然に上旬の層にな

る告11分 が 板 目 と な り 、 ま た 柾 目 に 変 化 し て 刀

身 に 現 れ て く る そ う で あ る 。昔 か ら の 備 前 、

札11十卜・・・ ・ ・21F で 出 来 た 万 は 、 そ れ ぞ れ 秘 伝 が

あ っ て、 ー っ と し て 閉 じ も の が な い そ う で あ

る。 烏 帽子 、 白 装 束 を 着 け た 刀 匠 ノ'J<'Hさんは、

相 当 ご 年 配 の よ う に 見 受 け ら れ た が 、 刀 を 打

つ 姿 は 本 当 に 無 心 で 、 魂 を 打 ち 込 ん で お ら れ

る 姿 が 見 る 人 の 肌 に 、 ひ し ひ し と 伝 わ っ てく

る よ う で あ っ た。 本 当 に よ い 比 学 会 に 参 加 で

き て 、 名 残 り を 惜 し み つ つ 、 お ! 万 に 別 れ を 告

げ た の で あ った 。
(大林組住宅部)

り

ド

咋

マ

4

4
間

日 時 昭和 53年 11月25日(土) 集合 13: 30ー解散 17: 20 

ゲス ト 左 海 格 氏 (堺市教育委員会)

参加者 29 名

主な見 ( 1) 山口邸 (重要文化財)

学場所 (2)井上関右衛門邸 (鉄砲鍛;古屋敷跡)

(3)水野正範鍍錬所 ( 刀鍛冶)
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日本建築協会

月間の動き

昭和 53年 12月分

編 集 委

3 月号第 2 回編集幹事会

員

. 6.  

"zl ;  

7 日 4 時 - 6 時半 於会館集会室

出席者 片倉 ・奈良副委員長、藤本幹事ほか3名

議事 「商業空f / llJ ( 仮称) 特集の具体化

編集委員会

8 臼 4 時 - 7 時 於会館集会室

出席者 前川委員長ほか 4 名

議事 (1) 1 月号= 転換期の再開発待集経過宇iiP?

(2)  2 月号= 大阪南港ポートタウン特集報告

(3)  3 月号= 商業空 /}ll 特集編集幹事会報告

(4 )  4 月号構造× 施工材料村! t の企 lilil

(5 )  5 月号= 日影規制特集編集 !1-'t- 事会報告

(6 ) 収支状況報告、そのほか

広告企画小委員会

11 日 4 時 - 5 時半 於会館集会室

出席者 尾処罰j 委日長ほか 5 名

議事 (1) 12月号広告収入報告

(2)  1 月号、 2 月号特 集院Ik ! l 広告経過版作

(3)  3 月号「商業空間特集 J .  r兵庫県小将

$ J の広告企向 、そのほか

作品作風小委員会

14日 41侍- 6 1侍 於会館集会室

出席者 山口委員、榊原委員

議事 (1)  正月 一号の掲載作品報; 寺

(2)  2 月号以降の掲載作品の n

(3 ) 商業空間 (仮 称 ) . 兵庫県小特集の( " こ

施工材料 × 精進特集編集幹事会

15日 3時半 - 6 時 於会館集会室

出席者 前川委員長、 n村 ・北村幹事ほか 3 名

議事 「コンクリートのひびわれ」特集の企 l珂

3 月号商業空間特集第 3 回編集幹事会

22日 4 時 - 7 時 於会館集会室

出席者片倉別委日長、藤本幹事ほか 2 名

議事 (1)  尚業空1m特集各論、アンケート依頼文

依頼先、掲載作品等について

(2 )  スケジュールについて

出 版 委 員

小委員会

. 6.  

"zl ;  

11 日 121時、ド - 2 時 於会館集会室

出席者 小林委只長、山片三郎氏、学芸出版社

(京極)

議事 「建具の話」原稿チェック

事 業 委 員

若い会員の集い第 8 因企画分科会

A 企‘

ヨ玄

14日 6 時 、ド - 9 時45分 於会館集会室

64 鐙第 と社会 / 1例 年2 月日

出 席 者 山 形 主TEほか 4 名

議事 (1) 第 8 回企 l百j q歴史的環境と建築設計」に

ついて

(2)  ゲストの選定、開催日時、会場その他

について

(3 )  その他( 会費・会告原稿担当選定)

広報小委員会P R分科会

22日 6 時、ド - 8 時半 於会館 3 階会議室

出席者 原兄幹事ほか 2 名

議事 (1) 第42回展示写真実施報告

(2 )  第43同展示写真について

建 築 デ ー タ シ ー ト 委 員 会

企画分科会

13日 正午 - 2 1侍15分 於会館 3 階会議室

出 席 者 酒 井 幹 事 ほ か 2 名

J諸事 「建築データシートハンドブック」の 7 フタ

ーケアについて

委員会

19日 6 H寺- 8 時 於なにわ会館

出席者 福岡 ・佐野 l司副会長、弁上委只長ほか

18名

議事 「建築データシートハンドブック」のアフタ

ーケアについて

議事終了後、同所においてハンドブ y クの打上会

を/lf. 1催した 。

見 学

. 6.  

"zl ;  

大正海上火災千里中央ビル新築工事の見学会

5 日 2 時 - 4 時下

参 加 者 47名

設計監理 (株 ) 日建設計

施 工

建 築 鹿 島 建 設 ( 株 ) 、三井建設( 株) 、

(株 )竹中 工務l高、大成建設 (株 )

共同企業体

設 備 三 機 工 業 ( 株 )

昇降謝極 東京芝浦1官主t ( 株)

当日説明者 日建設計監間部浜上J 't 博氏

共 同 企 業 体 所 長 藤 田 孝 吉 氏 ほ か

建 築 技 術 選 書 講 座 シ リ ー ズ(第2 回)

... .. ビルの省エネルギー ・

1 日 l 時半 - 4 時 於薬業年金会館

受講者 26名

講師 竹中工統応生産本部専門部長中村 』孟氏

若 い 会 員 の 集 い

玄から彩へ・ ・・墨いろの世界一一積回桃紅に聞く

9 日 2 時 - 4 時下 於あまべ( 余部) 耳目

参加者 63名

ゲスト ｉ ｉ ｾ ・議象家 篠田桃紅氏

建 築 ク ラ ブ

役員会

4 日 正午 - 2時 於会館集会室

出席者 塚本代点、加納i:1! 引委只長ほか 4 名

議事 ( 1 ) 忘年懇親会，il'i準(i iii の件

(2 )  1 月以除名月講師の件

(3 )  そのほか

忘年懇親会

12日 6 時 - 811寺 於大阪グランドホテル

出席者 138名

本年は協会と合同で開催。ク ラプ会員有志より

多大の賛助を 受け、また寄贈景品も多数に上り、

盛会を極めた 。

12 月 の 入 会 者 団榊白)

〔団体会員 2 社〕

( 株 ) ｾＱＧｩ川 ｬＺ ｦｦｩｬｨ 八 本 惣 ( 株 )

〔他人会員 8 名〕

才問 良一 白石( ; ' ¥降 純平 進

，:":it，品伴 IIJI 林 悶 雅 之 山fl I - f，i  

与謝n 久 i) !i 辺 盛一

大正海上火災千里中央 ビルの見学

- 東京八重洲ブックセンターで・「建築と

社 会」販 売

東京 Jj 面の「建築と社会」読者のご要望に応えて、

交通歪{ 更な八重洲プ y クセンターで、 1 月 号より

本誌を販売しております。

八重洲ブック センヲ ー 東京都中央区八重洲2- 5-1  

T E L  03- 281 - 1821 

- 訂正とお詫び

1 月号45ページ左段今村騰、平木究両氏の社名「気

工業株式会社」とあるのを「中央電気工業株式会社」

に、136ページ大. Q応用化学工業株式会社の「代点

取締役社長田 中政二」 とあるのを「代表取締役会長

田中政二、代表取締役社長大島進Jf こ訂正し、謹し

んでお詫びします。



地玉三' 竺竺
11，} B: 込' こコ

!  総合天井システム相当認 |  

耐震・耐火そして軽量化を誇る総合天井システム、J ライン工法、J 、A L T S工法、は当社狙自の

照明灯ユニットおよび戸ルミ製T/ ' i ーを建物のモジュールに配列し、天井仕上げ材と一体化し

だシステム天井です。空調、照明、防災機器、スピーカーなどの設備ゾーンとの組み合せ、さらに

間仕切、アラインド BOXなどの取り付けも可能にした多機能を誇っております。 CPAT. 6件)

奥村重兵衛株式皇社日

大 阪 市 北 区 西 天 満 5 丁 目 3 番フ吾妻

東 京 都 港 区 新 橋4丁 目2番 第29森 ピ ル

福 岡 市 縛 多 区 住 吉 2 T 目 16番 27雪

名 古 屋 市 西 区 俵 町 2 丁 目 守 番6 号

仙 台 市 本 町2丁 目1番 8号 第T広 瀬 ピ ル

沖 縄 県 那 厩 市 霊 川 1 1  9 番 地

干 530 電 話(06) 312- 4131('側

〒 105 電 話(03) 437 - 3361(fI:) 

〒 812 電 話(092)291- 0459f仰

〒 451 電 話( 052) 522- 543邸内

〒 980 電 話(0222) 65 - 656邸内

干 900 電 話( 0988) 53- 685α 仰
沖 縄

内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社

支 庖

倉 庫

創 業50有 余 年 、 当 社 で は 製 品 創造 か ら 責 任 筋

工 ま で の一 貫 し た 作 業 シ ス テ ム に よ り 、 漏 水

原因を克服した理想的な総合防水層を完成さ

せ ま し た。

・ 奥 山 式 総 合 防 水 層 の 特 畏

継 目 が な い / 温度変化による 伸 びがない / 腐

らない / 柔軟性に富んでいる / 耐 候 性 に 優 れ

ている / 製 品 及 び 施 工 技 術 が 優 れ て い る / 完

全 絶 縁 工 法 で 施 工 出 来 る

奥山化工業株式舎紅

本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座8-4-9 電話03(571)  2703 

神戸市生田区北長狭通 4 - 1  ( 英和 ビル)

電話 神戸( 331) 0881- 3  

大阪市北区西天満2丁 目6番8号 (堂ピ lレ5階)

電話 大阪( 364) 2031- 4  

神戸市葺合区八幡通 1 - 5  ( 電話221 2923)  

カッパー防水帯

コーノ〈ータイト

オクロン防水帯

新工法プレノテクト吹付工法

- ぉ申込次第カタログ進呈

厚木出張所 厚 木市金田 字宮畑 2 5 9 電 話0462(21 )6092 

大阪出張所 大阪市都島区都島中通円一3-1電話06(921) 2497 

名古屋出張所 名古屋市南区若草町 3- 3 電話052(811)3660 

九 州 出 張 所 佐 賀 県 諸 富 町 電 話0952(47)2945

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本社 : 大阪市東区両待問[1 - 12 日生ピル 合 ( 943 ) 6571代 表

東京 ・償浜 ・質問 ・郡 山 ・水戸 ・浜松 ・岡崎 ・名古屋 ・富山 ・大 法 ・京都 ・堺 ・神戸 ・広 島 福 岡 他 全 国主要 都 市
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空 気 関 和 ・ 冷 暖 房 設 備

設 計 ・ 施 工

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

db25朝日三業社

本 社 東 京 都 港区浜怯町 1- 25- 7  電話 (434) 6171(大代)

大阪支社 大阪市淀川区加島 1- 58-59  電話 (302) 2  2  7  1  (代)

支 庖 北 海 道 ・ 東 北 ・ 名 古 屋 ・ 中 国 九 州

営 業 所 釧 路 ・函 館ー・盛 岡 ・横 浜 ・ 静 岡 ・ 京 都 神 戸

233: 22 設 計 施 工

委〈 科 大 阪 城 口 研 究 所

取締役社長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 角 田 町 2 番 15 号 電 話 大 阪372局7151( 代 )

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル ' 屯 話 京 都561局4944 ( 代 )

神 戸 市 生 田 区 下 山 手 通 六 / ー 電 話 神 戸 34 1局 5 8  9  2  

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

. " 大 阪電気暖房株式会社

本 后 大阪市西区江戸綴 1 丁目 101il'・ 17 号 〒550 ｾＧｴｬ， ｦ 孟 Ｈ ＴＴＱ ) 8231  

本 社 東京初中央区銀座 2 丁目 2 酢17号 〒 104 屯.t 古( 535) 5251

支社 大阪 ー 束ポ ー 名古 ｉｾｻ

支 庖 札似・仙台 ・余沢・広白臼・間 1M]

営業所 新潟 ー大. 埋 ・岡 ILi . ，:百十公 ー熊本

出張所 Ｇ ｾｉ ｲＭ広 秋 m・4笹|品1 ・! 日付属・千葉 愉浜 . nHliI] 

富 山 原 作 住 111 . 京 都 ・ 神 戸 腿 児 島 部覇

空 気 調 和 設 備

給 排 水 ・ 衛 生 水 道

電 気 設 備

厨 房 ム

王 環 境 衛 生 施 設

荷 役 運 織 機 械

化 学 鉱 山 機 械

三 械 工 黛 22 大 阪 支 庖

取締役社長 各 務 節

大阪支庖長 稲 畠 和 治

大阪市東区北浜 2 T 目 2 2 番 地 電話 大 阪 ( 202) 代表3071

本 府 東 京 日 比 谷 三 倍 ビ ル

支 庖 名古屋、福岡 . 札械、広島. 仙台. 北陸

出 払 所 慣浜、 高松. 静岡. 費四. 岡山、金沢

. 給排水衛生 園冷暖房

・空 気 調 和 設 備 ・ その 他管工 事 一切 の 設 計 ・施工

⑮ 斎 久 三 業 株 式 会 社

本 社 東 京 都 千代田 区大手町2- 6- 2 ( 日本ビル)

電話 03- (270) ー7411(:側

大 阪 支 社 大 阪市北区中之島4- 2- 38 電話 06- (443)  504H的

支 l苫 札幌 ・岡山

営 業 所 仙 台 ・ 千葉・名古屋 ・金沢 ・高松 ・広島 ・福岡

出 張 所 福 弁 ・倉敷 ・苫小牧

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計 施 工

φ 三建設備工業株式奮社

大 阪 支l吉 大 阪 市 北 区 紅 梅 町 3 番 5 号 電 話 ( 352) 1 1 3 1  ( 代 )

本 社 東 京 都 中 央区 日 本 僑蝋 殺 町 2 - 22 電 話 ( 667) 3431 ( 大代)

支 社 名 古 屋 仙 台 ・ 札 悦 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・横 浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 設 計 施工

。掠式会社 晃 空 調
--

-・東京本広 東京都新宿区西新宿 新宿住友ビル 屯話 03- 344- 1911

大 阪 本 后 大 阪 市 北 区西天満 3 丁目 13番20号 屯ぷ 06- 363- 1371  

支 庖 名 古 屋 市 中 村 区 下 笹 島 町 11 - 2 屯1活052- 581- 8571

広 島 市 紙 屋 町 1 丁目 2 番 22 -'4- ＱＱｩＺｾ品 Ｐ Ｘ ＲＲ Ｍ 47  - 4535 

福岡市中央 区大名 2 丁目 4 番22号 電 話092- 761- 3795 

出 張 所 仙 台 ・ 俄 浜 福 井 ・京都 ・神戸 ・松江 ー沖縄

@  空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

6 ヨ面白 よりよき環境へ技術て蜘一 一

窃 v 株 式 会 社 精 研

本 社 大阪市南区瓦屋町 3 番了681害地( オートセンターピ Jレ2階)

郵便需号542 常 務 大 阪 (06) 768- 5  0  3  1 番

東 京 支 底 東京都千代間灰九段南 2 丁目 2 1s: 5号( 九段ピ Jレ8階)

郵便I ! I =号102 電 話 東 京 (03) 262- 3  2  4  1  - 4 按

Ｍｾ＠

竜彦
新日本空調株式会社

大 阪 支 底 大 阪 市 北 区 堂 島 浜 1 丁目 2 番 6 号( 新大ピル)

'j lL話 (06 ) 344 - 6  0  3  1  ( 代)

本社 東京都中央区日本僑本石町4- 2( 三井第二別館)

電話 (03 )  279  - 5  6  7  1  ( 大代)

名 古 屋 ・ 九 州 ・ 広 島 ・ 札 賊 ・ 東 海 村 ー北 隊 大 分

cl eanOi r  

。鵠 ，主業 開会fさ
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志社。 買 取 支 庖 買 烹 CII 新 宿巨 直 厳 司 2 - 6 - 1・03- 344- 18引 夫 代 文同支 ｧ ・ 国 Ｔ Ｔ ＸＭＵＸｾＢ 代 Ｑ

名古贋支庖・田 2-211ー15351代; 九州 宜 底・四 2-431-:<' 147 1曾費 削 札領 .r山信 網 Ｎ ｾＮ rz;. ・

締 声 ごむ棉 削 銑 ... ・金 .Ii . x p; .  .. 田 ・回 東 側 。 岡 山柑 山 Ｂｴ ｾ Ｎ ＮＮ ＧＮ 足 感 ｾ 咽 ，、 〆 コ ワ

空 気 調 和 ノ〆、¥

給排水衛生 『て7

鍋宣送骨建 設 備

設 計 地 工

第一エ業抹式会社

大阪支庖

r moDAI Eコ 空 気 調 和 設 備

設 計 施 工

換気・除塵設備

東 洋 煎 工 羽 信 機 童 書 盆 極 大 騒 安 値

大 阪 市 西 区 靭 本 田T 3 ー 1 - 2  7  T  E  L  (443)  8  0  7  1  

2幹事士 東京都中央区京僑 2 丁目 9 T  E  L  ( 562)  1  3  5  1  

支 庖 名 古 屋 福 岡

空気調和・衛生ｾ備 大阪ガス指定工事会社

ｾ計・Ｎエ
ガス段備・ガス住宅設備 大阪ガス1 2 : ・.8特約后

。 大 晃 設 備 株 式 会 社
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大阪支府 大 阪 市北 区 芝 悶 1丁目 4 - 8 ( 北阪急ビル 9 階 )

電 話 大 阪 ( 372 )  2  5  1  1  ( 代表 )

本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 級 河 台 4 丁目 2 番 地

給 -排水 ・衛生 ・消 火 ・暖冷房設備

おお西原衛生工業所大阪庖

大阪市大淀区中津 6 丁目 8 番 4 号 電話大阪 ( 458) 3531番

支底 ・営業所 福岡 ・京都 ・広島・天理・川西

空調・衛生 ・防災設備 設計並施工

⑥日本管工業株式会社

本社及京1 I B支庖 京 都 市 南 区 西九条包図i 1 J T 2  0 番 地 Q) 1  

司LJ 措( 681 ) 5 1 0 1 - 5 ・俺r . 11 伴刷 : 691 i  1045 

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 天満 ト 5- 20 電 話( 06 )3 5 2 - 35 0 Htl 

四 日 市 支 庖 四 日 市 市 西 末 広 町 ・ 包 括 ( 0593)53ー 7431附

津 営 業 所 梅 市 栄 町 2 - )  11 ｭ ｾ 古 Ｈ ＰＵＹＲ Ｉ ＲＶ ー ＳＶ ＱＰ ｾｴｬ

滋 賀 営 業 所 大滞市打出浜 Ｑ ＳＭ Ｑ Ｕ ・世 話 Ｈ ＰＷＷＵ ＩＲ ＲＭＹＷＳＸ ｾ ＱＺＩ

名 古 屋 営 難 所 名古屋市中川区百 船町屯話 Ｈ ＰＵＲ Ｉ ＳＶＳＭＰＶＸ Ｑ ｾ ｜ｪ

amtg. ｾ舎町産 ｈ 聖書 ｬ￰

ーa:電'ー....

③同議場橋斜

J J I. tJ  

@平曲互業株式会社

大 阪 市 西 区 江 戸程 1 - 22 - 7  T  E  L ( 441 )附 1994 ・( 443)附 0331

⑫ 山 園Z 麗緬惑I ! I U

本世且菅工事事u 大 融 市 西 区 車 町 犠 1 - 6  - 8 電話06(443)81611* 代置 )

現唖量置 4 草郡 大臣市淀 川区三 . U南 1 - 1  - 35 電話 06130811ω l ( 代量 i

I  ｾ＠ 宜 Qi I 京応。工車区亀戸1- 8  - 4  1自国ビ '. ，電ぷ 031鎚318421 Ilt lJ:

'

名 古 屋 王 唐 名 古 屋 市 中 E 輩 2 - 16 - 131車匝ヒル ) 電話 052(202)∞17(代置)

掴 同 支 庖 福間市博: J . 区博j匹以東2-4・301l' わきピル) 喧訴 ω2(451)3456

出 量 踊 神 戸 居 山
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⑤ 

I7Eヨ 占ヨ'ioo . f : =o .1.J.I回 ー....b.

i場 竜 丸 株 式

代表取締役 山 本 ↑ 奪 三

社 大 阪 市 北 区 中 之 烏 3 - 2  - 4  朝 日 ピ ル

T E L  大阪06 (  3  8  5 )  1  3  6  1  ( 代 )

市 垂 水 町 3 - 3  4  - 6  

T E L  大阪06 ( 3 8 5 ) 1 3 6 1 (代 }

京 m 市 右 京 区 西 京 極 高 野 町 2 1  

T E L  京 軒目 075 (  3  1  1 )  1  1  8  5  ( 付: l

市 中 央 区 東 院 1 - 1 4 - 8

T E  L  Iui岡 092 (  7  7  1 )  6  1  6  8  

電 気 設 備 の 頁

社
ふ
一

A

設 計 施 工電 気 設 備

朝

設 計 施 工

栗 原 工 業 繍 式 会 紅

電 気 ・ 計 装 工 事

ー逮

回吹

本

本有士宮曽割睡所

英

大 阪 市 北 区 角 田 町 1- 1 東 阪 急 ビ ル T E L 0 6- 313- I I OI

支 l苫 東 京 ・ 名 古 屋 ・舞 鶴 ・京 都 ・芙 理

大 阪 商 ・ 神 戸 ・広 島 ・四 国 ・九 州

信原栗取締役社長

京書官営輔陣所

稲 岡福 岡 出 張 所

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

姉 川 正 男常務取締役支社長

大阪市東区高周僑五丁目 二八番地 電話大阪 ( 202)0325- 9 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 札 幌 ・ 仙 台 ・ 丸 / 内 ・名 古 屋 福 岡

営業所 ・出 張所 全国主要都市20ヶ所

電 気 工 事 設 計 施 工

血
，、

代表取締役 坪 井 大

大阪市北区西天満 2 丁目 6 - 8  ( 食 ビ ル 7 階)

電 話 ( 361 ) 3  6  7  1  (代 )

東 京 都 中 央 区 日 本 絹 箱 崎 町 20 番 5 号

電 話 ( 671 ) 1  4  7  8  (代 〉

川 崎 ・ 拘 l 筏 原 堺 ・ 福 山

社一
一
一

株 式 会 社

ヰ士

底

本

支

出 張 所

電気・計装・空調工事設計施工

1 7 Yト薗気工: . ; = . ; ニアリレヲ融式Qf t

山 本

大 阪 市 北 区 西 天 満 5 丁 目 l 番 3 号

T E L  06- 364- 3056 ( 代)

東京・神戸・広島・岡山

名 古 屋 - 岡 山 - 札 桃 ・ 苦 小 牧 浜 松 - 滋 賀

京都・高砂・ 三原・徳山・松山・新居浜・福岡沖縄

、昼ュ

1旦刀く取締役社長

本土

支 府

事 業 所

電 気 ・ 吸 冷 房 ・ 空 間 工 事 設 計 施 工

宝 電 機 株 式 会

取締役社長 嘉 納 伝 三

大阪市北区西天満 2 丁目 6 - 8 (:堂 ビル 3階)

電 話 (364 ) 1  4  7  1  (代 )

東京都港区新僑 2 - 1  6  ( ニュー新僑ビル 7 階)

電 話 (504 ) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 2 丁 目 2 0 番 地

電 話 (991 ) 5  1  3  1  (代)

・ 堺 ・ 千 葉 ・ 宇 都 宮 ・ 熊 本

A  

本

社

S込

ト上

庖

底

.t: 

支

支

神 戸や; 支fifi.

中 央 電 気 工 業 株 式 会

取締役会長 今 村 騰

取締役社長 平 木 寛

大 阪 市 北 区 西 天 満 6 丁 目 9 番 8 号

電 話 大 阪 大代表 ( 312) 8 8 8 1  

東 京 ・名 古 屋 - 四 日 市 ・神 戸

松 山

ネ土

電気工事・骨十議エ司E ・殴骨十施工総 合 設 備 工 事 〈設 計 ・ 施 行〉

電 気 ・ア ン テ ナ 送 電 線 ・プラント ・計 装 ・空調・土木 ・建 築

⑧ 
社太 陽 工 藤 工 事 株 式 会

キ士

支 底

営業所

本

￸ｾ＠

大 阪 市 福 島 区 福 島 7 ー22- 8  

T EL  (  06) 452- 1151  ( 大代)

東 京 ・名 古 屋 ・大 阪 ・広 島 ・ 福岡

四林取締役社長

ネ土本

事業所

電 気 工 事 設 計 施 エ

キ富士電業株式会社

中 実

大阪市西区北堀江上通 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 ( 538 ) 1 1 7 1 代表

東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

田取締役社長

社本

営業所

高千縫亀縦械式会融

取 締 役 社 長 岩 崎 久 雄

大阪市書官 ｡ 島区中野町 Ｔ 了ｾ 8  - 10 

電 話 大 阪 (05) 3  5  8  - 1  1  7  1 大代表

東 京 都 港 区 虎 ノ 門 1 丁 目 1 3 番 5 号

電 館 東 京 (03) 5 0 3 ー 0 7 1 8 代 表

福 岡 市 中 央 区 天 神 1 丁 目 10 香 24 号

電 信 福 岡 ( 092) 7 1  2 ー o 1  2  6 代 表

神戸 078(351)  6<<1  鹿 児 島 ω92( 24) 0115 

電 気 位 備 殺 計 施 工

@  

社

g  

*  
支

1! t 調陣所
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建 材 ・ そ の 他 の 頁

雨水渇入量' } ｾ客防止

耐製 品

ナニワ緩匂a2五

ナ

ニ

ワ
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式

会
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連

区

元
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町

T

目

七

州

一
電

話

叫

九

O

六

九

奉 仕 感 謝 の 庖

タ イ ル 工 事 施 工

: :  '1] 淳 窯 議 歳 庖⑪ 

大 阪 市 西 区 西 本 町 1ー 13- 33( 版 本 町 ハ ス 停 前)

電 話 大 阪 06(532)代 0461 e  550  

社ヨ事

BoardふSlate

属酒園画面画1

1止;ヲ?骨苛『でモヨ廷理雪国・厭宮司 I  

J" ....' J  Ｑ・ Ｑ ・ Ｔ 、司ｾ車ｾ

Ｎ ｾ ・Ａ 芳守・1 " t I'，1  

l1T11/Y/( j 主.:. .2J r. '， ，¥ 

Standard 

フ タ パ 需 3阪本 社 大阪市東住吉区駒川町 3 - 54 屯話 (06)702ー 7814- 7  

東 京 事 換 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所 ・ 福 岡 出 張 所

建設省認定の防火材料

基材同等 o  0  0  3 号

基材同等 o  0  0  3 号

基材同等 o  0  0  4 号

基材同等 o  0  0  4 号

ソリジットスタイン

エ パ ウ オ ー ル

エ パ ー サ ン ド

エ パ テ ッ ク ス

株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 底

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111
1 

プレハタイル #2000

( セメ ン ト 系凸 状 ・ カ ッ ト 状 仕 上 げ〉

工マルエボ #3000

( エポキ シエマルション系凸状・カ y ト状仕上げ)

. 複層模様吹付材

( 吹付タイル)

大 阪 支J吉

ｾｾｾ月初化学工業株式会社
大阪市東区高施僑 2 丁目 9 野村 ビJ レ5階 電話 大 阪 (202)4905

本 社 明石市施江中谷町鎚8番地 (078) 928- 34詩 的

曾 寝 所 大阪 ・兵庫 ・東京・名古庖 ・広 島 ・高松・福岡仙台

111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川1“川11川11川11川11川11川11川l川11川11川l川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川
11 1  

最 高 の 技 術 が 生 み だ し た

新 し い 素 材

ヘーペJL

建築に新しい時代を拓く内・外壁材/

i憎た芯L::::J-t' 1守

- クラックが入らない

・工期の短縮化

- 年 中 快 適

・耐火パネル

<> 

三朝関重

圃吸音吹付化粧材

耐火・防火・断熱・結露防止

プラスター ( P A )

モ ル タ ル (MA )

コンクリート (E A )

モノコート (MK )
ソノライト

‘
へ

l

ベ

ル

ラ

イ

ト

使

用

木

造

住

宅

(
大

阪

府

高

石

市

・

G

邸

) ( 法定防火材 ・建 設 省 認 定 ・基材同 等 第 0003号 )

⑧ 

明石市西新町 2 - 12- 14 -zr 078(922) 0007 (代)

高槻市宮田町 2- 1 - 29 -zr 0726 (96)  2889 

柳 井 市 宮 本 浜 (柳井総合卸センター内)

-zr 08202(2)  5211 

明 石 支 底 〒 673

高 槻 営 業 所 〒 569

中 国 営 業 所 〒 742

( 樹新興建材工業所
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近代都市国家シンガポづレへのお誘い/

新 都 市 計 画 に 基 づ き 都 市 再 開 発 (高 層 住 宅 の 建 設 、 付 帯 施 設) 、公共施設

(世界貿易センタ一、空港ターミナルビル、港湾設備、ホテルショッピング

セ ン タ 一 等) の 建 設 が 順 調 に す す ん で お り ま す 。

近 代 都 市 国 家 ヘ 変 貌 を 遂 げ る 現 在 の シ ン ガ ポ ー ル を 、 皆 様 の 目 で つ ぶ さ

に 見 て 頂 く 為 に 企 画 致 し ま し た 。 皆 様 の 専 門 的 立 場 か ら 視 察 し て い た だ

き お 仕 事 に 何 ら か の プ ラ ス に な れ ば 幸 せ で ご ざ い ま す 。

( ご旅行条件〉
月日 地 名 現地時剖 貫通惜聞 掴 要 宿 泊 地 宜 ヨ・

5/31 

〈集吉〉 ω8 ∞)  大阪圏際空品、国際時出発ロビー

大 阪尭 10 田 ンンガポール航空 首，蛙 ハンコワ紅白 {惜樋 DC -10) 

昼・ IA1I 向

l 木)
ンンガポール 珊 19 ・20 5 恒 到薗後入国手闘を清 f t t 耳切川スにで

タホテル

ホテルヘ { シンガポール)

午前 シンガポール市内視軍

6/1 
醐 ホ テ ル

( シンガポール)

圃.ピ世界. ，貿畢易セ ン夕 、空通タ

昼 市レス内トラン

(壷)

ル ル 耳股繍

午後 お買拘毒事自由行動

タ一一一

オプシ a ナルツアー { シンガポーJ レ)

6/ 2 
日目・太陽と緑(J) 国シンガポ ルでの 朝 ホテル

{ シンガポール} 自由行動 昼一一一

{土) オプシ ョナル Y アー ( シンカポーJ レ) タ ー一一ー

6/ 3 
ンンガポール 発 08 15 ンンガポール航空 両切パスにて空，邑へ 醐 ホ テ ル

大 阪漕 19 35 6 慣 バンコク 君品経由 昼 抽 円

{日l (惜4量DC-10) タ 惜 同

会 ご旅行 日程

カ ご 旅 行 期 閉

会 ご旅行費用

公募 集 人 員

記 載 の と お り で ご ざ い ま す 。

昭和54年 5 月31日 (木 ) - 6 月 3 日( 日)

￥ 9 5 ，0 0 0 円

4 0 名

* ご旅行費用のお支払い

・旅 行 お 申 込 み の 際 お l 人当り 20. 0∞ 円 を お 支 払 い1頁き残金及びオプショナルツア

費用 、漉 航 手 続 取 級 料 金 を ご 旅 行 出 発 の 1 ヶ 月 前 ま で に お 支 払 い い た だ き ま す。

女旅行貨に含 まれるものは次のとおりです 。

・エコ ノミ - 7 ラスの 往 復 航 空 運 賃 (大 阪 発 着) ・J 、ス料金、空，巷~ホテル閣 の 送 迎

，、 ス料金。 ・観 光 料 金 、 シ ン ガ ポール 半 巴 の 視 穣 料 金、 ガイド料金、及び入湯料金。

・宿 泊 料 金、 上 級7 ラ ス ホ テ ル の 宿 泊 料 金 及 び 税 サービス料金。 ( 1 部 屋 に 2 人 様

宿 泊 を 基 準 と し ま す ) ・食 事料金は旅程表記載通り 。 ・手 荷 物運 搬料金、空，巷枚、

団 体 行動 中 の チ y プ。

貴下配のものは費用に含まれ ておりません。

・超 過 手 荷 物運 微 料 金。 ・ Ｗ リーニ ング 代、電車ｾ . 電 艶 代、酒、 果 物 類 そ の 他 個 人

的 性 質 の 路 経貸 およびサ ビス料。 ・旅 券 印 紙 代 、 査Z正料、予防接種料 金 、 渡 航 手

続 取 級 料 金 (旅 券 の な い 方5. 0∞ 円、有 効 な 旅 券 の あ る 方3α 泊円) ・自由行動 目を

利 用 し た 希 望 者 の み に よ る オ プショ ナ ル ツアー 貸用 。

回 田 忠 実 通 公 社

海 外 旅 行 関 西 支 庖

吾 541 大 阪 市 東 区 安 上 fIl T2- 30(大 阪 国 際 ビ Jレ3階 )

T E L 大 阪 (06) 271- 4551 ・5351 ・0151 ・8191

担当 山 地重 行 、 山 本 f汚嘉

1川

(54年 3 月号) (  2月18 日全図書底発売)

・ タ ウ ン ハ ウ ス と 今後 の 技 術 開発 の 動 向

. RC有 孔 ば りの せ ん 断 強 度 と靭 性

・新 し い工 事監 理 方 式 の 提 案

・既 存 RC造 建 物 の耐 震 性

・配 管 設備 の 変位 吸収 継手

・防 災 と建 築計 画(3) 災 害 と 避 難

・建 設省 告示 の 解説 ( 1)

・在 来 木造 住 宅 の地 域 性(3)

・矯 造 計算 デ ー タ シ ー ト(6 1)

・そ の ほカ、連載企画

〔特集号案内〕

・腫体生産技術の

向上をめさして

建 設 省 建 築 研 究 所 監 修

月 刊

51 f手4 月 ・1守イ晶 v 780 
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年 間 購 読 料 ￥8，400 

( 送料含仁 )

定価 ￥ 700 

Ｎ ｾ ｾ ＢｬｯＮＮ＾Ｂ＾ｾｾｾ ｾ＠

同じ

E f豪華藍ヨai i E麗j 凶匝g 霊彊・ -5畢 温 調 書 面 . ヨ 層 調 闘 ・

6  5t 'I 本文 288頁 '1 3，6∞ ( ，x糾 '1 250) ａＵ 十 Ｇｉ Ｇ ｾ 文 ＴＳＰ ｊｦ • v  3，8∞( 送村 V 2∞ ) 中) 11 守備 百 全 Ｘｾ

日j ;;.， i:' コンクリート 哨1主同 L ( l 智補改訂〉

6 5 川 ・232頁 ， 3，8∞( ，玉川 v 250)  

包1; 1. 1' ，コノクリー l、明治情②

6 5 川 . 212頁 v Ｓ ， αＩＨＩＨ Ｎｲ Ｑ ｾ＠ v  250)  

回f司 偶 1星 術 1 )

6 5  l'I • 225頁 . v 3 ，2OQ("，- -l v250 
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6 5 ド1.  256頁 v  3，5∞( 送付 V250)

図鉄骨1iY ' コンクリー l 哨注 満

6 5 1'1 .  208頁 v  3，2∞( 送料 V250)

団 地 の 造 園 施 設 |

8 5 い1. : .:l. 114 白 川 .6()(} ; . !f -t" 2∞)  
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設備合理化に貢献する

空見。u: ユト::J! ! Jコ。
e
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5 K  - 1005標 準 型

4号

S K型 l 層式( 桝 ) / 2層 式 / 3層 式/ 床 置 式/ 土 問 用

・ 実 用 新 築 特許 第 1196331 号

厨 房 の 汚 水 に 含 ま れ て い る グ リ ー ス 介 は 配 管 設 備 を 著 し く 領 傷

します 。 し た が っ て 損 傷 を 防 ぐ に は 配 管 設 備 の 手 前 に お い て 阻

集 す る の が 配 管 設 備 を 長 〈 使 用 す る コ ツ で す 。 S K式グリースト

ラ ッ プ は こ の グ リ ー ス を 限 集 す る ば か り で な く ト ラ ッ プ ・マ ン

ホ ー ル ・受 カ ゴ ・スライドヰ反 ・排 水 管 ( フ レ キ シ ブ ル ジ ョ イ ン

卜 ) に 至 る ま で セ ッ ト に な っ て い ま す の で 突 貫 工 事 に も 充 分 間

に 合 い ま す 。 又 、 従 来 の 鋳 鉄 製 ・鉄 筋 防 水 モ ル タ ル 製 の も の は

重 量 的 に み て も 取 付 日 数 が か か り 大 幅 な 人 件 費 が 必 要 で す が 、

S K式グリ ー ストラ ッ プは 軽 量 で 簡 単 に 取 り 付 け が で き 、 4居付貨

が 大 幅 に 低 減 さ れ ま す 。 又 、 残 i査は受カゴで取り除き、 トラッ

プ 本 体 は ス ラ イ ド 板 に よ り 仕 切 っ て あ り ま す 。 こ れ を 取 り 外 す

事 に よ り 清 掃 が 簡 単 に で き ま す 。 特 に 各 部 品 が 腐 食 し な い の で

大 変 衛 生 的 で す 。 又 、 サ イ ズ が 豊 富 に あ り ま す か ら お 庖 の 大 き

さ 、 種 類 に 合 わ せ て 無 駄 な く 選 定 で き 大 変 経 済 的 て・す。

弊 社 は 日 本 で 初 め て グ リ ー ス ト ラ ッ プ の 規 格 化 を 図 り 既 に 全 国

的 に 発 売 致 し て お り ま す 。

こ れ ら の 製 品 は 設 計 事 務 所 ・建 設 業 社 ・設 備 業 社 を 始 め 各 方 面

か ら 多 く の 引 合 を T頁 き 、 弊 社 も た ゆ ま ぬ 研 究 を 続 け て お り ま す。

又 、 規 格 品 の 在 庫 も 多 く 持 ち 皆 機 の 需 要 に お 答 え し て お り ま す。

尚 、 規 格 外 の 製 作 も 致 し て お り ま す 。

〈お も な 納 入 実績 〉

札 幌 全 日 空 ホ テ ル / 札 幌 グ ラ ン ド ホ テ ル / 厚 別 副 都 心 商 業 セ ン タ ー /

青 森 グ ラ ン ド ホ テ ル / 仙 台 タ ー ミ ナ ル ピ ル / 新 潟 新 堀 地 下 街 / 新 東 京

国 際 空 港/ 筑 波 学 園 都 市 / ;奪 回 沼 北 口 再 開 発/ 東 武 デ パ ー ト / 迎 賓 館

/ 第 一 ホ テ ル / 三 井 物 産 大 手 町 ビ ル/ 安 田 火 災 海 上 新 本 社 ピ ル / 野 村

不 動 産 新 宿 ピ ル / 新 宿 セ ン タ ー ビ ル/ 池 袋 サ ン シ ャ イ ン シ テ ィ / 西 武

デ パ ー ト 浜 松/ 豊 橋 フ ァ ミ リ ー フ ラ ザ/ 名 古 屋 タ ー ミ ナ ル ピ ル / 千 里

レ ジ ャ ー セ ン タ ー / 吉 本 ダ イ ヤ ピ ル/ 阪 急 グ ラ ン ド ピ ル / 大 阪 駅 前 市

街 地 改 造 ビ ル/ 国 鉄 吹 田 駅 前 市 街 市 再 開 発 ビ ル / 三 富 市 街 地 再 開 発 ビ

ル A 棟 / 広 島 ス テ ー シ ヨ ン ピ ル/ 鳥 取 一 番 館 / 高 松 ワ シ ン 卜 ン ホ テ ル

/ 徳 島 大 学/ 平 和 会 館 新 博 都 ピ ル / 西 日 本 新 聞 渡 辺 ピ ル / 福 岡 天 神 地

下 街/ 沖 縄 西 武 オ リオ ン ホ テ ル/ 他

〈営 業 品目 〉

S K式グリ ー ストラップ/ S K式 ガ ソ リ ン ト ラ ッ プ/ 雨 排 水 ト ラ ッ プ/ 散

水 栓 ボ ック ス / パ ル プ ボ ッ ク ス / 他 ス テ ン レ ス 製 品 加 工 全 般

設 計 ・製 作・ 販 売

※ カ タ ロ グ ・資 料 ご 希 望 の 方 は 大 阪 営 業 所 へ ご一 報 T さ い 。一一一一ーー
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下 回 機 工 株 式 会 社

大阪営集所/ 干532 大阪市淀川区西中島4- 5- 9( 浅井 ビル) 宮 06 ( 304)  5481仰

本 社/ 干 130 東京邸盤国区東駒形4- 6- 9(和幸ピル)
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良品盟: Tl IJ I レヲ Ja， J 9J l  

錆 び な い ノ

わ れ な い ノ

燃 え な い ノ

長 尺 物 ・ 色 彩 豊 富 ・ 責 任 施 工

品種・オリエンタルカラースーパーメタル ( C5 PM)

・オリエンタルスーパーメタル ( 5 P  M)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

・オリエンタルスチールライト ( 5 T  L )  

・ オ リ エ ン タ ル サ ン セ ラ ム ( 5  5  )  

、
波 板 規 裕 S 小 波 ・S 大波・ V 波 ・ボ ッ ク ス 波 . Wジ ャ ン ポ 波 ・V デ ッ キ

s v ジ ャ ン ボ 波 ・其 の他

用 途 平 板 ・ 波 桓 ・ 棟 包 ・ 雨 押 類 ・ 谷 樋 ・ 竪 樋 ・軒 樋

各種換気装置〔モニター・ベンチレーター ・ムーパー・エキゾスター( 強制) )

ホーンタイト( 防音壁) ・スチールシングル・其の他

※ カタ ロ グを 御 請 求 下 さ い

護勢 市' J I !J 9J 乱暴ゆJl 製造婚式会誼

大 阪 本 社 〒 660 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 ー 26 松 本 ピ J レ 泣 訴 大 阪 ( 06) 412ー 5131 ( 代)

営 業 本 部 〒660 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 44 屯 治 大 阪 ( 06)488- 1081( 代 )

支 庖 及 工 場 大 阪 ・九州|・ 名 古 屋 ・広 島 ・東条 ・刈 谷

姫 路 ( 東 洋 建 材 工 業 . 株 )

東 京 本 社 及 工 場 〒 335 般 市 塚 越 5 丁 目 6 番 32 号 電 話 放 (0484)4 2 - 3115( 代 )

支 庖 及 工 場 東 北

現場の信頼に応える

弓r l " l6，
告I j ロ

謡史口口

セ メ ン 卜 防 水 ・防 湿 用

セメ ン 卜 急 硬 ・止 水 用

セ メ ン ト 硬 化 促 進 用

セメ ン ト 耐 寒 ・防 凍 用

コ ン ク リ ー ト 型 枠 脱 型 用

ノ口湿潤型モルタル密着用

塗 布 型 モ ル タ ル 密 着 用

非 加 硫 ゴ ム シ ー ト 防 水 用

ウレタ ン弾 性 塗 膜 防 水 用

化 学 反 応 タ イ プ 離 型 用

防水剤

急結剤

早強剤

防凍剤

剥離剤

接着剤

" 烹 ヲ -

Z回、 -- ; "--1-

7 s - 9 ; '  

11守- q L

セメンド起泡 ・軽量 ・裏込用 %%: : 1.・b

場 所 打 抗 モ ル タ ル 混 和 周 ｚｾ ニ ＷＭ 叫日 ｅ

ー セメン卜混和剤 ・助材綜合メーカ一 一

句 ｾＮ ｾ株式 ｾ､ｴｉ田区 ＱＮＮＮＮＭ 喧品
旬、子どj 会社. l Z I f t E l 唱畠園田昌. 伺日L

記三Y 東京都品川区二葉1- 18- 8 n 東京 (787) 1131代表

東 北 支 底 福 島 市 下 野 寺 字 遠 原3- 2 n 0245(91) 1l 31間

関東営業所 茨 城 県 土 浦 市 大 田T 14  - 3  n 0298(23)  1131刊

盛岡営業所 岩 手 県 盛 附 市 月 ケ 丘3- 39 ft0196 (45)  1331({ i:) 

大 阪 大阪市東成区東中本2- 17- 26 n  06 (974) 1131 



• • 
水に、スキをみせるな。

0. 01 ミリのスキ間でも 、水は遠慮しません 。

く日アス 〉は、防 水 工事 ひとすじに 50余年 。

この 小 さなスキ間との、長いたたかいを続け

ているのです 。 もちろん 、O シグマー トによ

地 区 会 社 名 所 在 地 電 話

北 海 道 日本防水総業株式会社 キL申見市 T  E  L  (231)  7  5  1  1  i-t  

日本防水総業( 株) 旭川出張所 i I! l 川市 T E L  ( 32 ) 0 0 8 4  

日本防水総業( 株) 釧路出張所 釧 f6市 T  E  L  ( 23 )  2  0  5  6  

日新建工( 株) 札幌出張所 礼申見市 T  E  L  ( 221)  5  0  1  5  

大和工業( 株) 苫小牧出張所 II :j 小牧市 T E L  ( 34 ) 3 3 5 8  

大和防水工業株式会社 札 帆，1， T E L ( 641 ) 1  7 1 7  

東 北 日新建工( 株) 仙台支底 仙台市 T  E  L  ( 62 )  4  1  0  1  i-t  

北原建材工業( 株) 仙台出張所 fl[l f i司7 T  E  L  ( 63 )  0  4  2  1  

協和建材工業( 練) 仙台支庖 /" ，減りA T E L ( 6 ) 1 1 3 6  

関 東 葵 工 業 株 式 会 社 東京都江東区 T  E  L  (632)  3  3  8  5  i t 

伊蔵建材株式会社 東京都台東区 T  E  L  (842)  1  4  3  1  代

いわき建材工業株式会社 東京都中野 区 T  E  L  (385)8153-(3的)4倒6

春日工業株式会社 東京都荒川区 T  E  L  (802)  3  8  7  1  i t 

金問工業株式会社 東京都新宿区 T  E  L  (363)  4  3  4  I  i t 

北原建材工業株式会社 東京都渋谷区 T E L  (462) 5 3 4 1 代

木下工業株式会社 京京 都占駐日11R T  E  L  (634)  0  8  2  1  i t 

協立工業株式会社 東京都港区 T  E  L  (433)  1961 ・8485

三和工業株式会社 千葉県 T  E  L  ( 57 )  5  1  5  3  i-¥: 

( 株) 大ニ 商会東京支庖 東京都港区 T  E  L  (443)  9  0  0  7  f-t  

大東スレート株式会社 東京都足立区 T  E  L  (883)  3  1  3 1 ft 

東京;I ! 育株式会社 東京郎荒川区 T E  L  (803)  348 1 - 3  

日新建工株式会 社 東京都荒川区 T E L  (803) 2 4 1 1  I-¥: 

日本綜合防水株式会社 東京 都渋谷区 T  E  L  (403)  0  I  7  I i t  

野口工材株式会社 東京 都渋谷区 T  E  L  (444)  3  5  3  1  代

調書図工業株式会社 東京都千代 朗氏 T  E  L  (263)  4  8  6  1 代

富士工材株式会社 東京都江東区 r  E  L  (634)  0  1  6  1  i t  

藤涯膏興業株式会社 東 )je f，11中野区 T  E  L  (362)5697-(369)5697 

フタパ興業( 株) 東京営喋所 東京郎新街区 T E L  (208) 0 2 5  6i t  

古川株式会社 東京都合東区 T  E  L  (834)4151 ・4156

北条涯育工業株式会社 東京都江東区 T E L  (643) 3 9 6  H t  

7 サ j レ;I ! 膏工業株式会社 東京都台東区 T  E  L  (842)  6  3  1 1 ft 

大和工業株式会社 東京 都荒川区 T  E  L  (802)  4  7  5  1  代

;歴膏建材株式会社 東京者 i千代 Ifl l互 T E L  (861) 2 7 0 6 - 8  

有限会社神守建材社 も ｾｭＱｾ ｔｉ￯ T E L  ( 22 ) 4 2 8 8  

金 港;I ! 膏株式会社 l Yi 浜市 T E L  (421 ) 6 5 2 1 - 2  

不二防水工業株式会社 償浜市 T E L  ( 231)' 1  4  6  1  

石田建材工業株式会社 川崎市 r E  L  ( 22 )  330 1  - 3  

石田建材工業( 株) 大宮支1吉 与野市 T E L  ( 53 )  12 2 5 - 9  

石田建材工業( 株) 宇都宮出張所 一j-:郡山 d， T  E  L  (35)2816.(34)8424 

渥育建材(株) 宇都宮出張所 こj-:剖n"; iIi T  E  L  ( 22 )  9  7  3  7  

株式会社奈良屋高庖 水戸市 T E L ( 41 ) 5 1 4 l i -¥: 

信 逃 鹿住防水工業株式会社 新潟県 T E L  ( 24 ) 3 4 0 2  

同和建業株式会 社 新潟 di T  E  L  ( 45 )  2  2  5 1ft 

同和建業( 株) 長野営業所 L三型J-i li T  E  L  ( 27 )  0  2  9  8  

株式会社仙嶺 松本i I i T E L  ( 58 ) 3 1 8 7  

北 陸 株 式 会 社 折 橋 政 治 郎 商 庖 ｾＮｾ＠ Iff.j ，I， T  E  L  ( 22 )  0  9  9  9  

有限会社小島工業所 同日Hl i T  E  L  ( 23 )  0  3  9  1  

7 1レセ化建株式会社 1.t iJx，I， T  E  L  ( 42 )  5  1  5  I  

石橋建材株式会社 ｾＮＮ｜ｮｩｬ￭＠ T  E  L  ( 23 )0775 ・0885

るウエル ドシス テムO 特殊絶縁防水工法 ( 特

許ス トライプ工法 ) 0 メルタ ン防水工法など

の技術と、完全責任施工 ・年限保証が私 たち .

の強力な武器。 全国90 ヵ所にも

およ ぶく 日アス 〉 ネ ッ トワー クの 、水もモラ

さぬたたかいぶ りに ぜひご注目ください 。

地 区 会 社 名 所在地 電 話

東 海 協 和 建 材 ヱ 難 株 式 会 社 4J I水di 1  E  L  ( 45 )  2  2  2  1 代

三井工業株式会社 ， Ｇ Ｑ Ｑ＾ Ｑ 品ｾ di  T E L  ( 85 ) 9 15 1 - 2  

三億建材工業株式会社 日'!t M?/ili T  E  L  ( 45 )  8  2  1  1  f-¥: 

(合 )i胃谷商唐沼逮支庖 i Wlnli  T  E  L  ( 21)  9  6  I  0  

大池建工株式会社 ｲ ，ｴ［ ｾ ｟ ､ｩ＠ T  E  L  ( 21 1)  I  8 8  5  tt 

. 喜防水工業株式会社 名古屋市 T  E  L  ( 991)  0  1  1  I 代

辰己防水工業有限会社 才3121屋市 T  E  L  ( 501)  1  4  0  1 f t  

中央建材工難株式会社 r，8hl i t i  T  E  L  (761)  6  1  8  1  代

東京建材工襲株式会社 名古 hl di T E L (411 ) 6  6 2 1  

東海物産株式会社 名古伝市 T E L  ( 721) 22 11 - 5  

日本建材鋼業株式会社 r，;';bll i1i T E L  ( 571 ) 554 1 - 4  

宮崎建材株式会社 ｲ ， ￯ ｾ￯ｍｻ￯ 打 ｔ E  L  ( 331)  1  5  3  1  i-U  

近 鐙 池 田 漫 育 工 業 株 式 会 社 大阪市 T E  L  ( 699)  5757 - 9  

株式会社神原商庖 守口市 T E  L  1抑 )1433 側 ) 1282 

清水興難株式会社 大阪市 T E L  ( 372) 0 2 5 0 - 3  

日新エ材株式会社 大阪市 T E L  ( 541) 3 7 8 5 - 6  

日新建エ(株) 大阪出張所 大阪i I i T  E  L  ( 541 )  1607 - 8  

日本綜合防水( 糠) 大阪支庖 大阪市 T E L  ( 361) 04 71 - 5  

フタパ興業株式会社 吹問司1 T  E  L  ( 385)  2  7 8  I  i-¥: 

7 1レエス工業株式会社 大阪市 T  E  L  (458)  484 1  - 3  

有限会社丸藤商底 大阪市 T  E  L  ( 351)  2  1  5  0  i-¥: 

大島応用化学工業株式会社 東大阪市 T  E  L  (745)  5  1  2  1 代

久下商庖 京 r.II di T E L  (311) 2 0 4 4 - 5  

東洋建材株式会社 I吉郎 di T E L  ( 361) 9  1 7  1  

中村漉育工業株式会社 神戸市 T  E  L  (34 1)5884 - 1223 

棚田建材有限会社 神戸 di T E L  (84 1) 3  5 5 1i -¥: 

有限会社ミサキ商会 和歌 ilJ ，li T E L  ( 22 ) 3 9 2 2  

中 国 東 中 国 防 水 工 業 株 式 会 社 岡山市 T E L  ( 72 ) 1  2 2 1 ft 

株式会社三洋技連 大竹 di T E L ( 2 ) 5 1 5 5 代

三和防水エ禦株式会社 I.U: ，'pli T E L ( 83 ) 3 3 6 6 代

豊永建材株式会社 'kJ; ，'jT!i T E L  ( 61 ) 6 3 7 1 - 3  

大和エ難( 株) 広島出張所 '.L: I; ，¥司J
T  E  L  ( 71 )  4  6  8  7  

株式会社巴商会 ヰー晋 1，Ii T  E  L  ( 21 )  0  7  6  0  

和光工業繰式会社 松江 di T E L  ( 38 ) 1 3 2 1  

四 国 大 三 工 業 株 式 会 社 高松 di T  E  L  ( 51 )  6  8  1  I 代

大三工業( 株) 高知支庖 rJj 知1di T  E  L  ( 45 )  4  8  0  0 代

徳島大三工業株式会社 i t J::ilti T  E  L  ( 31 )  4  1  6  I  i-¥: 

株式会社7 ルマス河野簡底 今 dirli T  E  L  ( 32 )  5  0  0  0  i t 

株式会社山本商会 松山 d， T  E  L  ( 31 )  6  2  6  1  代

九 州 安 蔵 工 業 株 式 会 社 制岡市 T  E  L  ( 561 )  7  0  1  2 代

加茂装備株式会社 品¥1珂di T  E  L  (561 )  6  2  5  0  

日建エ材株式会社 N，¥岡市 T  E  L  ( 741)  6  6  6  5 代

株式会社工材社 北九州市 T E L  ( 371) 14 6 8 - 9  

安施工事株式会社 JH! . fdi  T E L ( 2 ) 2 2 0 0  

株式会社大ニ商会 1.'"崎 di T  E  L  ( 51 )  6  1  5  5 代

日新興業株式会社 Ｑｊ ｗｾ､ｩ＠ T E L ( 3 ) 2 4 5 5 - 9  

株式会社北原建材商会 II1!リ' USdi T E L  ( 23 ) 9 3 9 5 - 6  

よ原建設エ喋社 ;11' 縄県 T  E  L  (09889)  ( 2  ) 2368 

- 建 設 省 間¥24時 認可L他 日 本 ア ス フ ア ル 卜 防 水 工 業 協 同 組 合

、h回， 東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 - 2 1 - 2 8 日 新 工 機 練 式会 社 内 定宝 ( 882) 2424大 代

関 東 支 部 東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 - 2  3  - 4  n  ( 870) 5051 代

中 部 支 部 名 古 屋 市 千 種 区 千 種 通 り 2 19( 舷 阜正 ビ ル ) 日 新 工 業 名 古屋 出 張 所 内 密 ( 741) 6257 代

関 西 支 部 大 阪 市 東 淀 川 区 端 光 通 リ 4 - 3 0 - 2 日 新 工 集大 阪 支1吉内 包 ( ' 329)

製 造 元 / 日 新 工 業 株 式 会 社 九 州 支 部 福 岡 市 悔 多 区 得 多 駅 前 1 - 2 4 - 1 0 日 新 珠 洲 出 張 所 内 会 ( 451) 1095 代



1

・
-

f

F

1

E

L

4

p

d

z

e

a

w

F

'

m

乃

、F
4

、
.

F

P

f
-

m

d

T
』

'

J

h

j

r

・

1

4

 

5

 

即

同

4
m喝

u

n

K

M
臨

む

引

守
F

O

-

-

、
。

l

引

訓

-

1
、

r

:

:
・

対

河

・

h

v

嘩

れ

僧

団

川

，

4

E

B

昭

和

M

年

2

月

お

日

発

行

(
毎

月

1

回

お

目

先

行

)

昭

和

例

年

3

月

四

日

第

3

種

郵

便

物

認

可

君

主

共

同

四

回

川

町

引

出

ニ

l

、

E

E

4

E

-

E

E

d

E

-

E

E

L

E

表

紙

デ

ザ

イ

ン

・

永

田

翁

「三塁A Cフロア」は、 述絞気泡の発泡層をもっ

3府 機造の床材です。この独特の発泡府が、

ショ ックをやわらげる働きをし、アクシデン 卜を

未然に !坊ぐ床をつくります。

ほかにも、音をさえぎる ・底冷えしない ・すべり

にくい ・結iii しない ・ホコリを引きつけないなど

総合的な機能をもっA Cフロアは、 学校・病院・

福祉施設 ・幼児施設 ・体育館、および一般

建築の、 tくに廊下や階段 ・多目的ホーノレなど

ヒューマンな空 間づく りに 、自信をもっておす

すめしています。
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園事首長協組

03 379 - 2  雑 誌


